マニュアルの使いかた 


^"安心してお使いいただくために- V 

•パソコンをお取り扱いいただくための注意事項 
ご使用前に必ずお読みください。 

\ _ / 


セットアップガイド ー 

•パソコンの準備 

• Windows のセットアップ 
•電源の切りかた 

• Q & A 集（電源が入らないとき) 
*リカバ U (再セツトアップ） 
籲デイリーケアとアフターケア 
など 


取扱説明書- S 

• 電源の入れかた 
• 各部の名前 

• 増設メモリの取り付け/取りはずし 
•パッテ U パックの交換 
• システム擐境の変更とは 
など 

_ J 


广オンラインマニュアル（本書）- . 

Windows が起動しているときにパソコンの画面上で見るマニュアルです。 

•バソコンを買い替えたとき 
•パソコンの基本操作 
* ネットワーク機能 
• 周辺機器の接続 
•パッテリで使う方法 
• システム環境の変更 
•パソコンの動作がおかしいとき/ Q & A 集 
など 

V_ J 


^•リリース情報- . 

• 本製品を使用するうえでの注意事項など 
必ずお読みください。 

「はじめにリリース情報について」 

\_ J 



























もくじ 


マニュアルの使いかた 

ち< じ . 

はじめに . 


D 前のパソコンのデータを移行する 一 pc 引越ナビ ー 
□ リカバリディスクを作る . 



D 鼋源を入れるとき . 

0パソコンの使用を中断する . 

[ T ] スリープ . 

[2] 休止状態 . 

[3] 簡単に電源を切る/パソコンの使用を中断する 

〇タッチパッド . 

rri タッチパッドで操作する . 

[2] タッチパッドの使用環境を設定する . 

□ キーポード . 

1~1~|キーポード図 . 

[2] キーポードの文字キーの使いかた . 

0八ードディスクドライブ . 

[ T ] 東芝 HDD プロテクションについて . 

□ CD や DVD を使うードライブー . 

[ T ] 使えるメディアを確認しよう . 

[1] CD / DVD を使5とき（セット） . 

[3] CD / DVD を使い終わったとき（取り出し）.. 

|~4 l DVD - RAM をフォーマットする . 


八°ソコンの基本操作を覚えよう . 23 


1章使いはじめる前に 


12 6 




4 


20 


2427 282829 30 3031 34 3436 41 42 45 46485051 


2 

































□ 画面を見やすく調整するーディスプレイー . 53 

[ T ] 画面の明るさを調整する . 53 

E| サウンド . 54 

[ T ] スピーカの 音量を調整する . 54 

□ いろいろなメディアカードを使う ー プリツジメディアスロツト ー… ■ 57 

[ T ] メディアカードを使う前に . 58 

ほ]メディアカードのセツトと取り出し . 60 


3章ネットワークの世界へ . 63 


□ ネツトワークで広がる世界 . 64 

[ T ] LAN 接続はこんなに便利 . 64 

[2] ブロー ドパンドで接続する . 65 

[3] ワイヤレス（無線） LAN を使う . 66 

[4] ダイヤルアップで接続する . 69 


4章周辺機器を使って機能を広げよう . 75 


□ 周辺機器を使う前に . 76 

□ USB 対応機器を使う . 77 

〇外部ディスプレイの接続 . 79 

[ T ] パソコンに接続する . 79 

ほ]表示を切り替える . 80 

® パソコンから取りはずす . 84 

□ マイクロホンやへッドホンを使う . 85 

[ T ] マイク□ホンを使う . 85 

® ヘッドホンを使う . 86 

□ PC カードを使う . 87 

[U PC カードをイ吏う前に . 87 

[2] PC カードを使う . 87 

□ RS-232C 対応機器を使5 . 90 


3 
































章バッテリ駆動で使う 


9 


D バッテリについて . 92 

バッテリ充電量を確認する . 92 

[2] バッテリを充電する . 94 

[3] バッテリの状態を診断する . 96 

□省鼋力の設定をする . 100 

m 電源オプション . 1〇〇 


6章システム環境の変更 


Q 東芝 HW セットアップ . 104 

□ BIOS セットアップ . 105 

[ T ] B 旧 S セットアップの画面 . 105 

[1] 設定項目 . 106 

&パスワードセキュリティ . 116 

[ T ] ユーザパスワード . 117 

[1] スーパーバイザパスワード . 124 

[3] パスワードの入力 . 127 

[4] HD □パスワード . 129 

□ 指紋認証を使う . 133 

[ T ] 指紋認証とは . 133 

U ] Windows □グオンパスワードを設定する . 133 

[3] 指紋を登録する . 134 

® 指紋認証を行う . 142 

0 TPM を使う . 145 


4 





























フ章パソコンの動作がおかしいときは . 149 


□ トラブルを解消するまでの流れ . 150 

[ T ] トラブルの原因をつき止めよう . 150 

[2] トラブル対処法 . 151 

[3] トラブル事例を見てみる . 152 

Q Q&A 集 . 155 

m 画面/表示 . 156 

I 2 |キーポード . 157 

® タッチパッド/マウス . 158 

H 指紋認証 . 159 

\ J ] その他 . 160 


付録 


□ ご使用にあたつてのお願い . 162 

& メディアについて . 175 

[ T ] 使える CD を確認しよう . 175 

ほ]使える DVD を確認しよう . 176 

® メディアカードを使う前に . 178 

[4] 記録メディアの廃棄 • 譲渡について . 179 

□ ぉ客様登録の手続き . 180 

東芝旧 ( TID ) お客様登録のおすすめ . 180 

□ 技術基準適合について . 182 

□各インタフェースの仕様 . 196 

&内蔵モデムについて . 199 

□ 無線 LAN について . 201 


5 































はじめに 


本製品を安全に正しく使うために重要な事項が、付属の冊子『安心してお使いいただくために』 
に記載されています。 

必ずお読みになり、正しくお使いください。 

お読みになったあとは、いつでも見られるようにお手元に大切に保管してください。 

本書は、次の決まりに従って書かれています。 


MM 記号の意味 


△危険 

“取扱いを誤った場合、使用者が死亡または重傷 （* i ) を負う 
ことがあり、その切迫の度合いが高いこと”を示します。 

ZL 警告 

"取扱いを誤った場合、使用者が死亡または重傷 （* i ) を負う 
ことが想定されること”を示します。 

△注意 

"取扱いを誤った場合、使用者が傷害（*2)を負うことが想定 
されるか、または物的損害（*3)の発生が想定されること”を 
TJX しよ9 〇 


データの消失や、故障、性能低下を起こさないために守ってほし 
い内容、仕様や機能に関して知っておいてほしい内容を示します。 

£3 メモ 

知っていると便利な内容を示します。 

vg 役立つ操作集 

知っていると役に立つ操作を示します。 


このマニュアルやほかのマニュアルへの参照先を示します。 

このマニュアルへの参照の場合…「」 

ほかのマニュアルやヘルプへの参照の場合…『』、《》 


* i 重傷とは、失明やけが、やけど（高温•低温)、感電、骨折、中毒などで、後遺症が残るものおよび治療に 
入院_長期の通院を要するものをさします。 

* 2 傷害とは、治療に入院や長期の通院を要さないけが • やけど • 感電などをさします。 

*3 物的損害とは、家屋_家財および家畜_ぺット等にかかわる拡大損害をさします。 
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MM 用語について 


本書では、次のように定義します。 


システム 

特に説明がない場合は、使用しているオペレーティングシステム (0 S ) を示します。 

アプリケーションまたはアプリケーションソフト 

アプリケーションソフトウェアを示します。 

Windows Vista 

Windows Vista ® 巳 usiness を爪します。 

Core 2モデル 

インテル® Co 「 e ™2 Duo プロセッサーが内蔵されているモデルを示します。 


ドライブ 

DVD スーパーマルチドライブ/ DVD - ROM & CD - R / RW ドライブ/ CD - ROM ドライブを示し 
ます。内蔵されているドライブはモデルによって異なります。 


DVD スーパーマルチドライブモデル 

DVD スーパーマルチドライブが内蔵されているモデルを示します。 


DVD - ROM & CD - R / RW ドライブモデル 

DVD - ROM & CD - R / RW ドライブが内蔵されているモデルを示します。 

CD - ROM ドライブモデル 

CD - ROM ドライブが内蔵されているモデルを示します。 

Office 搭載モデル 

Microsoft ® Office Personal 2007がプレインス I ルされているモデルを示します。 
モデルによっては、 Microsoft ® Office PowerPoint ® 2007もプレインス I ルされていま 
す。 

無線 LAN モデル 

無線 LAN 機能が内蔵されているモデルを示します。 

モデム内蔵モデル 

モデムが内蔵されているモデルを示します。 

指紋センサ搭載モデル 

指紋センサが搭載されているモデルを示します。 

ご購入のモデルの仕様については、別紙の 『dynabook * * * * (お使いの機種名）シ U — ズ 
をお使いのかたへ』を参照してください。 
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MM 記載について 


•記載内容によっては、一部のモデルにのみ該当する項目があります。その場合は、「用語に 
ついて」のモデル分けに準じて、「* * * * モデルの場合」や「* * * * シリーズのみ」な 
どのように注記します。 

• インターネット接続については、ブ□ードバンド接続を前提に説明しています。 

•アプリケーションについては、本製品にプレインス I ルまたは内蔵八ードディスクや付属 
の CD / DVD からインス!ルしたバージョンを使用することを前提に説明しています。 

• 本書に記載している画面やイラストは一部省略したり、実際の表示とは異なる場合があります。 

• システムが Windows Vista 以外のモデルの場合、一部の使用方法や設定方法が異なる場合が 
あります。詳しくは『セットアップガイド』や各ヘルプを確認してください。 

•本書では、コント□ールパネルの操作方法について「コント□—ルパネルホーム」に設定して 
し^)ことを前提に記載しています。「クラシック表示」になっている場合は、「コント□—ル 
ノ V ° ネルホーム」に切り替えてから操作説明を確認してください。 

コント□-ルパネルホームとクラシック表示 『Windows ヘルプとサボート』 


■■Trademarks 

• Microsoft 、 Windows、Windows Media、Windows Vista 、 Aero 、 Excel ' Outlook 、 


PowerPoint は、米国 Microsoft Corporation の米国およびその他の国における登録商標ま 
たは商標です。 

• Intel 、 インテル、インテル Core は、アメリカ合衆国およびその他の国における Intel 
Corporation またはその子会社の商標、または登録商標です。 

春 MagicGate 、 メモ U — スティック、メモ U — スティック□ゴ、メモ U — スティック Duo 、 
メモ U — スティック PRO 、 メモリースティック PRO Duo は、ソニー株式会社の商標です。 

• SD ロゴは商標です。 （■») 

• SDHC ロゴは商標です。 （ g ) 

• xD - ピクチャーカード™は、富士写真フイルム株式会社の商標です。 

• Fast Ethernet 、 Ethernet は富士ゼ□ックス株式会社の商標または登録商標です。 

• ConfigFree は、株式会社東芝の登録商標です。 

• InterVideo 、 WinDVD は 、 Corel Corporation またはその関連会社の商標または登録商標 
です。 


• TRENDMICRO , ウイルスバスターはトレンドマイク□株式会社の登録商標です。 
•「 PC 引越ナビ」は、東芝パソコンシステム株式会社の商標です。 


本書に掲載の商品の名称は、それぞれ各社が商標および登録商標として使用している場合があ 
ります。 
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〇プロセッサ （CPU) に関するご注意 

本製品に使われているプロセッサ ( CPU ) の処理能力は次のような条件によって違いが現れます。 

• 周辺機器を接続して本製品を使用する場合 

• AC アダプタを接続せずバッテリ駆動にて本製品を使用する場合 

籲マルチメディアゲームや特殊効果を含む映像を本製品にてお楽しみの場合 
•本製品を通常の電話回線、もしくは低速度のネットワークに接続して使用する場合 
•複雑な造形に使用するソフト（例えば、運用に高性能コンピュータが必要に設計されている 
デザイン用アプリケーションソフト）を本製品上で使用する場合 
• 気圧が低い高所にて本製品を使用する場合 
目安として、標高1,000メートル （3, 280フィート）以上をお考えください。 

•目安として、気温5〜 30 °C (高所の場合 25° C ) の範囲を超えるような外気温の状態で本製 
品を使用する場合 

本製品の八ードウエア構成に変更が生じる場合、 CPU の処理能力が実際には仕様と異なる場合 
があります。 

また、ある状況下においては、本製品は自動的にシャットダウンする場合があります。これは、 
当社が推奨する設定、使用環境の範囲を超えた状態で本製品が使用された場合、お客様のデー 
夕の喪失、破損、本製品自体に対する損害の危険を減らすための通常の保護機能です。なお、 
このようにデータの喪失、破損の危険がありますので、必ず定期的にデータを外部記録機器に 
て保存してください。また、プロセッサが最適の処理能力を発揮するよう、当社が推奨する状 
態にて本製品をご使用ください。 

■ 64 ビットプロセッサに関する注意 

64ビット対応プロセッサは、64ビットまたは32ビットで動作するように最適化されています。 
64ビット対応プロセッサは以下の条件をすべて満たす場合に64ビットで動作します。 

• 64 ビット対応の 0 S (オペレーティングシステム）がインス!ルされている 

• 64 ビット対応の CPU / チップセットが搭載されている 
*64 ビット対応の BIOS が搭載されている 

• 64ビット対応のデバイスドライバがインス I ルされている 
*64 ビット対応のアプリケーションがインス I ルされている 

特定のデバイスドライバおよびアプリケーションは64ビットプロセッサ上で正常に動作しない 
場合があります。 

プレインストールされている 0 S が、64ビット対応と明示されていない場合、32ビット対応 
の 0 S がプレインス I ルされています。 

このほかの使用制限事項につきましては各種説明書をお読みください。また、詳細な情報につ 
いては東芝 PC あんしんサボート01 20-97-1 048にお問い合わせください。 
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■ a 著作権について 


音楽、映像、コンピュータ_プログラム、データベースなどは著作権法により、その著作者および 
著作権者の権利が保護されています。こうした著作物を複製することは、個人的にまたは家庭内 
で使用する目的でのみ行うことができます。上記の目的を超えて、権利者の了解なくこれを複製 
(データ形式の変換を含む)、改変、複製物の譲渡、ネットワーク上での配信などを行うと、「著作 
権侵害」「著作者人格権侵害」として損害賠償の請求や刑事処罰を受けることがあります。本製品 
を使用して複製などをする場合には、著作権法を遵守のうえ、適切な使用を心がけてください。 


Kfl ' J ' J ース情報について 


n 」 u _ ス情報」には、本製品を使用するうえでの注意事項などが記述され ています。 必ずお読 
みください。 次の操作を行うと表示され ます。 

①[スタート]ボタン—[すべてのプログラム]—[はじめに]— [ UU — ス情報] 
をク U ックする 


E ■使い終わったとき 


パソコンを使い終わったとき、電源を完全に切る方法のほかに、それまでの作業をメモリに保 
存して一時的に中断する方法があります。この機能を、「スリープ」と呼びます。 

ス U —プ機能は、次に電源スイッチを押したときに素早く中断したときの状態を再現すること 
ができます。その場合スリープ中でもバッテリを消耗しますので、 AC アダプタを取り付けてお 
くことを推奨します。 

なお数日以上使用しないときや、付属の説明書で電源を切る手順が記載されている場合（増設 
メモリの取り付け/取りはずしや、バッテリパックの取り付け/取りはずしなど）は、ス U — 
プではなく、必ず電源を切ってください。 

スリープ/電源を切る『セツトアップガイド』 
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•本製品の内蔵八ードディスクにインス!ルされている、または付属の CD / DVD からイン 
ス I ルしたシステム （0 S )、 アプリケーション以外をインス!ルした場合の動作保証は 
できません。 

• Windows 標準のシステムツールまたは『セットアップガイド』に記載している手順以外の 
方法で、パーティションを変更•削除•追加しないでください。ソフトウェアの領域を壊す 
おそれがあります。 

• モデルによっては 、 Windows Aero 機能は、ご購入時の状態ではオフに設定されています。 

• 内蔵ハードディスクにインス I ルされている、または付属の CD / DVD からインス I ル 
したシステム （0 S )、 アプリケーションは、本製品でのみ利用できます。 

•購入時に定められた条件以外で、製品およびソフトウェアの複製もしくはコピーをすること 
は禁じられています。取り扱いには注意してください。 

♦パスワードを設定した場合は、忘れたときのために必ずパスワードを控えておいてください。 
パスワードを忘れてしまって、パスワードを解除できなくなった場合は、使用している機種 
(型番）を確認後、保守サービスに連絡してください。有償にてパスワードを解除します。 
HDD パスワードを忘れてしまった場合は、ハードディスクドライブは永久に使用できなく 
なり、交換対応となります。この場合も有償です。またどちらの場合も、身分証明書（お客 
様自身を確認できる物）の提示が必要となります。 

• 本製品はセキュリティ対策のためのパスワード設定や、無線 LAN の暗号化設定などの機能を 
備えていますが、完全なセキュリティ保護を保証するものではありません。セキュリティの 
問題の発生や、生じた損害に関し、弊社は一切の責任を負いません。 

• 指紋認証機能は、正しくお使いいただいた場合でも、個人差により指紋情報が少ないなどの 
理由で、登録•使用ができない場合があります。 

• 指紋認証機能は、データや八ードウェアの完全な保護を保証しておりません。本機能を利用 
したことによる、いかなる障害、損害に関して、一切の責任は負いかねますので、ご了承く 
ださい。 

•ご使用の際は必ず本書をはじめとする各種説明書と『エンドユーザ使用許諾契約書』および 
『ソフトウェアに関する注意事項』をお読みください。 

•アプリケーション起動時に使用許諾書が表示された場合は、内容を確認し、同意してくださ 
し八使用許諾書に同意しないと、アプリケーションを使用することはできません。一部のア 
プリケーションでは、一度使用許諾書に同意すると、以降起動時に使用許諾書は表示されな 
くなります。リカバリを行った場合には再び使用許諾書が表示されます。 

•『東芝保証書兼お客様登録力ード』は、「東芝保証書」と「お客様登録力ード」を中央の切り 
取り線で切り離せます。「東芝保証書」は記入内容を確認のうえ、大切に保管してください。 

本製品のお客様登録（ユーザ登録）をあらかじめ行っていただくようお願いしております。付属 

の『お客様登録力ード』または弊社ホームページで登録できます。 

mm 詳細について「付録 □ お客様登録の手続き」 
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Km [ユーザーアカウント制御]画面について 

操作の途中で[ユーザーアカウント制御]画面が表示された場合は、そのメッセージを注意し 
て読み、開始した操作の内容を確認してから[続行]または[許可]ポタンをクリックしてく 
ださい。 

パスワードの入力を求められた場合は、管理者アカウントのパスワードで認証を行ってくださ 
い。 
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使いはじめる前に 

前のパソコンで使っていたデータを移行する便利なソフト 「 PC 引越ナ 
ビ」やシステムやアプリケーションを購入時の状態に復元するための 
リカパリディスクを作成する方法について説明します。 


1前のパソコンのデータを移行する 


- PC 引越ナビ- . 14 

2リカバリディスクを作る . 20 







前のパソコンのデータを移行する 

- PC 引越ナビ- 


パソコンを買い替えたときは、それまでに使用していたパソコンと同じ環境にするために、設 
定やデータの移行といった準備が必要です。 

「 pc 引越ナビ」は、データや設定を一つにまとめ、新しいパソコンへの移行の手間を簡略化す 
ることができるアプリケーションです。事前に次の点を確認しておくと、よりスムーズに操作 
ができます。 

ここでは、移行したい設定やデータが保存されているパソコンを「前のパソコン」、設定やデー 
夕を移行したいパソコンを「本製品」として説明します。 

B パソコンの仕様を確認する _ 

■ 前のバソコンの動作環境を確認する 

「 PC 引越ナビ」は、次のシステムに対応しています。 

翁システム* 1 

Windows 98 SE/Windows Me/Windows 20〇〇 /Windows XP Home/Windows 
XP Professional/Windows Vista 

*1 マイク □ ソフト社が提供している最新の Service Pack を適用してくださし、また 、 「Internet 

Explorer 」 のバージョンが 「6 SP1 」 以上であることを確認してください。それ以外のバージョンの 
場合は、 「 6SP1 」 を適用してください。 

システムの正式名称は次のとおりです。 

Windows 98 SE---Microsoft® Windows® 98 Second Edition operating system 日本語版 
Windows Me...Microsoft® Windows® Millennium Edition operating system 日本語版 
Windows 2000---Microsoft® Windows® 2000 Professional operating system 日本語版 
Windows XP Home---Microsoft® Windows® XP Home Edition operating system 日本語版 
Windows XP Professinal---Microsoft® Windows® XP Professional operating system 日本語版 




前のバソコンの動作環境について 


あらかじめ、「付録 D _ 


「 PC 引越ナビ」について」を確認してください。 


■ 使用できるメディアや環境を確認する 

設定 • データの移行をするには、次の方法があります。 

•メディアを使用する 
•ネットワーク （ LAN ) を使用する 
• クロスケーブル （ LAN ) を使用する 

前のパソコンと、本製品の仕様を確認し、共通して使用できる方法のなかから、移行する設 
定 • データの容量に適した方法を選んでください。 

「 PC 弓|越ナビ」で使用できるメディアは次のとおりです。 

• CD-R • CD-RW • DVD-R • DVD-RW • DVD+R 

• DVD+RW • DVD-RAM * US 巳フラッシュメモリ 
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使いはじめる前に 




II 前のパソコンのデータを移行する - pc 弓 I 越ナビ- 


本製品で使用できるメディアについては、「2章使えるメディアを確認しよう」で確認 
してください。 

前のパソコンでどのメディアが使用できるかを確認し、移行に使用するメディアを選択し、必 
要な場合は購入してください。また、フォーマットが必要なメディアは、あらかじめフォー 
マットしてください。 

移行するファイルや設定内容に比べて、メディアの容量が小さいと、数回に分けてデータをコ 
ピーすることになりますので、大容量のメディアを移行用に使用することをおすすめします。 

■移行できる設定とデータ _ 

「 PC 引越ナビ」で移行できる設定とデータは、次のものです。 

• Internet Explorer の設定 

-[お気に入り]フオルダの設定 

• cookie 

• RSS フィールド (Internet Explorer 7と Internet Explorer 7間の移行のみ) 

-ホームページ（スタートページ）の設定 

-□—カルエリアネットワーク （ LAN ) の設定 

• Windows メールの設定 

初期状態で登録されているメインユーザの次のデータを移行できます。 

-アドレス帳の内容 
-メールデータ 

-アカウント情報（メールアカウント、ニュースアカウント、ディレクトリサービスアカウント) 

• Microsoft Outlook の設定 

*「Microsoft Outlook 」 は Office 搭載モデルにのみ付属およびインストールされています。 Office が搭載 
されていないモデルの場合、以前にご使用されていたパソコンに保存されている 「Microsoft Outlook 」 

のデータを本製品に移行したいときは、 「 PC 引越ナビ」をご使用の前に市販の 「Microsoft Outlook 」 を 
本製品にインストールする必要があります。 

-個人用フォルダに含まれるデータ 

• 電子メールアカウント設定 （Exchange Server ' POP 3、 IMAP 、 HTTP ) 

_ その他の設定（個人アドレス帳、仕訳ルール （Outlook 2007では仕分けルール)、署名) 

•[ドキュメント] (Windows Vista 以外では[マイドキュメント])フォルダに保存されて 
いるファイル 

「 PC 引越ナビ」を起動したときのユーザ名の[ドキュメント（マイドキュメント)]を移行 
できます。 

•デスクトップ上のファイル 

「 PC 引越ナビ」を起動したときのユーザ名のデスクトップ上のファイルを移行できます。 

•任意のフォルダに含まれるファイル 

移行したいファイルを指定することができます。指定はフォルダ単位で行います。 



使いはじめる前に 
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D 前のパソコンのデータを移行する - pc 引越ナビ- 


^ t メモ 


* 移行できる設定やデータについて、詳しくは、 「 pc 引越ナ 
ビ」の[詳細説明引っ越し可能なデータ]画面で確認し 
てください。 

[ PC 引越ナビ機能選択]画面で [ PC 引越ナビを初めて 
使う方は、こちらを選択してください。]をクリックする 
と、2ページ目に表示されます。 

知りたい項目のアイコンをクリックしてください。 


穷 PC3IB ナビ Ver.3.0 



操作にあたって - 

•あらかじめ、「付録 D -**「 pc 引越ナビ」について」を確認してください。 


EI インストール方法 


「 PC 弓|越ナビ」は、購入時の状態ではインス! -- ルされていません。 
次の手順でインス I ルしてください。 


Q [スタート]ポタン（㈣） — [すべてのプログラム]—[アプリケーション 
の再インス!-ール]をクリックする 


[セットアップ画面へ]をクリックする 
Q [東芝ユーティリティ]タブをクリックする 



画面左側の [PC 引越ナビ]をクリックし、 [「PC 引越ナビ」のセット 
アップ]をクリックする 

画面の指示に従ってインスI-ールする 

[ファイルのダウン□—ド]画面が表示された場合は、[実行]ボタンをクリックして 
ください。 











































〇前のパソコンのデータを移行する - PC 弓樾ナビ- 


操作の流れ 


設定とデータの移行は、画面の指示に従って行います。移行する設定 • データや使用する移行 
方法などで詳細の操作は異なりますが、大まかな流れは次のとおりです。 

本製品と、前のパソコンとで交互に作業を行いますので、近くに設置して行うとよいでしよう。 




移行方法を決める 

いくつかある移行方法のなかから、前のパソコン 
と本製品の仕様や、移行するデータの容量を元に 
移行方法を選択します。 


本製品 


CD/DVD US 巳メモ ij 




ネットワーク （ LAN ) 
クロスケーブル （ LAN ) 



「こん包プログラム J をコピーする 

「こん包プ□グラム」は複数のファイルを1つにまとめ 
るプ□グラムです。 

移行方法をネッ ト ワークに した 場合は、本製品の共有 
フオルダに コピーして ください。 

移行方法をメディアにした場合は、メディアにコピーし 
てください。 


本製品 




コピー 


USB メモ ij 


「こん包プログラム」を実行する 

コピーした「こん包プ□グラム」を実行し、移行 
する複数のデータを1つのファイル（「こん包ファ 
イル」）にまとめます。 



前のパソコン 


U4 



US 巳メモ IJ 


「こん包ファイル」を コピーす る 

作成した「こん包ファイル」をコピーします。移行方法 
をネットワークにした場合は、本製品の共有フォルダに 
コピーしてください。移行方法をメディアにした場合は、 
メディアにコピーしてください。移行する データの 容量 
によっては、「こん包ファイル」は複数作成されます。 
すべての「こん包ファイル」をコピーしてください。 



前のパソコン 


コピー 



USB メモ ij 


「こん包ファイル」を開こんする 

コピーした 「こん包ファイル」を本製品で開き、 コピー 
します。 


本製品 




US 巳メモ 






































前のパソコンのデータを移行する - PC 引越ナビ- 


运動方法 

デスクトップ上の [PC 引越ナビ](激）をダブルクリックする 

「 PC 弓|越ナビ」が起動します。 

[スタート]ポタン （0)— [すべてのプログラム]— [ PC 引越ナビ]をクリック 
して起動することもできます。 


画面下の？をクリックし、注意制限事項を確認する 


» PC 引越ナビ Ver.3.0 


卜 cHI.E 11^3.1 



TOSHIBA 

1 - — ： 細圓■■一 

PCSW ナ匕_使用許諾 

rpc 引越ナビ j* ご使用になる前に使用許諾を》読?*いただ s. 

本内容に HS される方®み、 「PC 引越ナビ J をご利用ください。 



この契約は、お客様と東芝獅機器株式会社似下「羿社 J とい L 1ます)との間のソフトウェアの使用許!*契約(以下「本契約 J& 1ます)です。 

提供す5本ソフトウェア製品似下「本ソフトウェ 7J と U 法す)について' お客様が本ソフトウェア S ご使用1力5前に必ず本契約害をお_売みさい。 
棟様が本ソフトウエアをご使用Iこなられ fc 埸合は、その f 拥 S もって' お客様15¢契約Iこ同意3れ fcfe® とみなし' 9¢社とお客様の間で本契約が成立したも 
させていただ5ます。 


第1粂使用の許!若 

1 . 羿社 IJ お客様 I こ51し、本契約 I こ S づき、日本国内にお L 1て本ソフトウ x ァ S お客様の11•ソコンで使用する3附占的な推利若します。 

2. お客様は、, i . ックアップのため1こ本ソフトウエア S 1 部だけコビーす5ことでさます。 

■" - -- ー コビ-する場合は、斟土®事前の許叮が必要 ys ります。 

T . #リ5ぼテに闐す5菩作推鞠的 S 才産梅その他の梅利は、羿社に！!帚届します。 

-ソフト 0i7l こ添付 3 れた羿?土®卵梅*®梅 f ij 表示を則除又 IJKS 


もし、それ以外で本ソフトウェア S コビーす战 
H2 粂菩作奄等 

1 • 本ソフト 0171 こ闐 t _ _ 一 _ _ _ ___ 

2. お客様は、本ソフト Di7i こ添付3れた梅利表示を則除又 IJ 採消しな t のとします。 


ぎ 社は:お) 
，ます。 


HU ます。 

1_1し 

2.前項の規定に t 


本ソフトウェアに枢跡 


2. お客様は、袪数のI、•ソコンIこ本ソフトウェア S- 


3. お客様は、 L 1かなる场合にお L 1ても、本ソフトウェアの S 製 S 第三者に M して葬涯、販売、転貸または再使用許詫等を行うことは想ません。 


箱％賓任の制限 




:ずる間接 j 勺損害' 特別の捐害ま t は派生的捐害(事翻益の喪失' 事案の— 


©Q 


罔意しない 同思する 


「 pc 引越ナビ」のヘルプが表示されます。 

「 pc 弓|越ナビ」の注意制限事項をお読みください。 

目次で[注意制限事項]をクリックし、画面右側に表示される各項目をよくお読みく 
ださい。 

[同意する]をチェックし①、[次へ]ポタンをクリックする② 

使用許諾契約に同意しないと、 「 PC 弓|越ナビ」を使用することはできません。 


PC 引越ナビ Ver.3.0 


图 ㈣ 


pcsia ナビ使用許諾 


本内容に HS される方®み、 「PC 引越: 


胳辭お読みい> 
i ナビ J をご利用〇 


この契約は、お客様と東芝獅機器株式会社似下「羿社 J とい L 1ます)との囿《 
爾土 W 提供す5本ソフトウェア製品似下「本ソフトウェア」と U 1ます)について, 
お客様が本ソフトウIア S ご使用になられた場合は、その f 拥 S もって' お客様I: 
rot させていただきます。 


>との間のソフトウェアの使用許誌契約(以下「本契約」& «• 1ます)です。 

. -、お客様»味ソフトウェア S ご使用I: J«>WI こ必ず本契約害棚売み <)•；： さい。 
5¢契約Iこ同意3れ fcfe® とみなし' 斟土とお客様の聞で本契約が成立したも 


第1粂使月 
1.5? 杜は# 
2.お客様I: 


本契約Iこ S づき' 日本国内にお L 1て本ソフトウェア S お客様の11-. 
づのためIこ本ソフトウェア S1 部 E けコビ-す5ことで5ます。 
トウエア s コビーする場合は、羿吐®事前の許必要 ys ります< 


Ux ァ s お客様のパソコンで使用する3附占的な推利若します。 

_ . jztfi'TSsr. 

t . 斟土®事前の許可が必要 ya ります。 

銳粂菩作奄等 

1 . 本ソフト0ェアに闐す5菩作推鞠的 S 才産梅その他の梅利は、羿社に!!帚届します。 

2. お客様は、本ソフトゥ I ァ I こ添付3れた羿?土の卵梅*®推觀示を則除又 IH 末消しな t のとします。 

H 3 粂保証の範囲 

1 . W 社は、お客様が羿社の定め fc 所定の手順に基づ !■ 、■»ソフトウ1ア S 使用し fc 場合の*'本ソフトウェアが羿社の定め fctt 様に従って榴能することを保 
IIU ます。 

" U お客様 C 


_ T)I f ソコン)吐の定めた对ペレ-亍ィング'ンス亍ム¢15用し，かつ正当Iこ®用3れた》«下1ここと SS6 件とします。 

2. 前項の規定にかかわらず' 羿社は、本ソフトウェアがお客様の特定の目的のために適当で®ること、6しくは有用で®ること, Sfc は本ソフトウェアに® 

、こと a * 証するもので 13® りません。 

3. »吐は、本ソフトウ X アの使用によって他のアプリケーン3ン Sfc はデータに生じ fc 陣害そ©他の結果につ L ' XI 3,畜任を負 !■ 1ません。 

制限事項 

1 . お客様は、本ソフトウェアにつ L 1VJ) トス■エンジニアリンヴ、 3= W 、•イル、逆アセンブルまたは修 I 、改変等 S 行うこと I ません 

2. お客様は、?复齡 i ソコンIこ本'〆フトウ1ア S インストールして使用すること13:想ません。 

3. お客様は“ * 、なる*合にお L 1ても、本ソフトウェァの S 製 S 第三者に M して葬涯' 販売、| 没また13再使用雜等を行ぅこと I a できません。 _ 

第5妾；棗任の制限 

-一-一- - ---一"".て限られるものとします。 


... ンフトウェ， II -一 

2. 斟土は“办なる場合にお L r 


=驟溫街鱗 


M 不能から i ずる間接中害' 特別の捐害ま fc は派生的損害(事翻益の喪失' 事案の 


し'《 isisirs ^ 


I ■.ノ'ノト 


■① 

■② 


注意事項が表示されます。内容を確認し、 [0 K ] ポタンをクリックしてください。 
引き続き、説明画面が表示されますので、内容を確認しながら、操作してください。 










II 前のパソコンのデータを移行する - pc 弓 I 越ナビ- 


■ 説明画面について 

■操作に困ったとぎ 

[説明]ボタン、または[詳細説明]ポタンをクリックすると、表示している画面の詳細説明が 
表示されます。 



■説明画面の操作方法 

画面の構造は、次のとおりです。 



説明が表示されます。 


ク u ックすると元の画面に 
戻ります。 


説明のページ数と現在説明 
している位置を示します。 


ク U ックすると前のページに 
民りま - 9。 


クリックすると次のページに 
進みます。 



使いはじめる前に 
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* CD - ROM ドライブモデルでは、本機能を使用できません。 

本製品には、モデルによって、システムやアプリケーションを購入時の状態に復元するための 
リカバリ（再セットアップ）ツールが内蔵されています。 「 TOSH 旧 A Recovery Disc 
Creator 」 を使ってリカバリディスクを作成し、あらかじめ、リカバ U ツールのバックアップ 
をとっておくことをおすすめします。 

何らかのトラブルで八ードディスクからリカパ U できない場合でも、リカバリディスクからリ 
カパリをすることができます。 

リカバ U ディスクがない状態で、八ードディスクからリカバリが行えない場合は、修理が必要 
になる可能性があります。購入店、または保守サービスに相談してください。 



「TOSH 旧 A Recovery Disc Creator 」 では、次のメディアを使用できます。 

作成するメディアの種類は 、 [TOSHIBA Recovery Disc Creator ] 画面の[ディスク構成] 
で確認できます。 

DVD スーパーマルチドライブモデルの場合 

• DVD-R • DVD-RW 

• DVD+R • DVD+RW 

DVD-ROM&CD-R/RW ドライブモデルの場合 

• CD-R • CD-RW 

あらかじめバックアップ用のメディアを用意してください 。 [TOSHIBA Recovery Disc 
Creator ] 画面で表示されるディスク番号が、必要な枚数です。複数枚使用する場合は、同じ 
規格のメディアで統一してください。 

メディアについて/メディアの使用推奨メ-力 - 

* 使用できるメディアについて、「付録0 メディアについて」を確認してください。 

• 推奨するメーカのメディアを使用してください。 

* 書き込み速度に対応したメディアを使用してください。 

• 規格に準拠したメディアを使用してください。 


リカバリディスクの作成にあたって = 

* リカパリディスクを作成するには、下記以外にもお願い事項があります。 

「付録 Q-rnni cd / dvd にデータのバックアップをとる」のお願いを確認してください。 

•「TOSHIBA Recovery Disc Creator 」 では DVD - RAM を使用できません。 

參 「 TOSH 旧 A Recovery Disc Creator 」 を使ってリカバリディスクなどを作成するときは、ほ 
かのアプリケーションソフトをすべて終了させてから、行ってください。 


■ 2|リヵバリディスクを作る 


使いはじめる前に 
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B リカパリディスクを作る 


リカバリツールのリカバリデイスクを作成するには、以降の説明を参照してください。 


■■インストール方法 

「 TOSH 旧 A Recovery Disc Creator 」 は、購入時の状態ではインストールされていません。 
次の手順でインストールしてください。 

n [スタート]ポタン（@) — [すべてのプ□グラム]—[アプリケーション 
の再インス!-ール]をクリックする 

[セットアップ画面へ]をクリックする 

Q [東芝ユーティリティ]タブをクリックする 

Ei 画面左側の [Toshiba Recovery Disc Creator ] をクリックし、 

■■ [「Toshiba Recovery Disc Creator 」 のセットアップ]をクリック 
する 

Q 画面の指示に従ってインス!-ールする 

■■ [ファイルのダウン□—ド]画面が表示された場合は、[実行]ポタンをクリックして 
ください。 


mm 起動方法 

_ [スタート]ポタン （0) —[すべてのプ□グラム]—[リカパリ 
ディスク作成ツ-ル]をクリックする 

「 TOSH 旧 A Recovery Disc Creator 」 が起動します。 



タイトル 

チェックボックスにチェックがついて 
いる （0) ディスクを作成します。 

I 王 I をク U ックすると作成するデイス 
クの一覧が表示されます。 


ディスク構成 

作成するディスクのメディアの種類を 
選択することができます。 


「 TOSH 旧 A Recovery Disc Creator 」 で作成するディスクは、画面に表示される枚 
数分、メディアが必要になります。 







































B リカパリディスクを作る 


リカバリディスクを作成する 

[タイトル]で作成するディスクをチェックする （®) 

チェックボックスにチェックがついているディスクを作成します。作成する必要のな 
いディスクは、チェックをはずしてください。 

[作成]ポタンをクリックする 

作成するリカバリディスクの確認とメディアのセットを求める画面が表示されます。 

メディアをセットする 

CD / DVD のセット「2章 [3 - [Zl CD / DVD を使うとき（セット)」 

[0 K ] ポタンをクリックする 

作成が開始され、[現在のディスク]に作成しているディスクの進埗状況が表示され 
ます。 

作成を途中で中止する場合は、[キャンセル]ポタンをクリックしてください。 

作成が終了すると、メディアが自動的に出てきます。 

作成するディスクが複数枚ある場合は、メッセージに従ってメディアを入れ替えてく 
ださい。 

メッセージを確認し、 [0 K ] ポタンをクリックする 

ディスク作成後は、作成したディスクの種類（リカバリディスクなど）と番号がわか 
るように、ディスクに目印をつけてください。例えば、「リカバリディスク XX (番号)」 
というように、レーベル面にフェルトペンなどで記載してください。リカバリをする 
とき、この番号通りにディスクを使用しないと、正しくリカバリされません。必ず 
ディスク番号がわかるようにして保管してください。 

[閉じる]ポタン （_) をクリックする 

[TOSHIBA Recovery Disc Creator ] 画面が閉じ、ディスクの作成を終了します。 

リカバリディスクからリカバリをする操作手順については、『セットアップガイド』を 
参照してください。 

「丁 OSH 旧 A Recovery Disc Creator 」 のお問い合わせ先 
『取扱説明書付録 □ お問い合わせ先』 



使いはじめる前に 
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■ パソコンの基本操作を覚えよ 3 

このバソコン本体の各部について、基本の使いかたなどを説明してい 
ます。 


1電源を入れるとき . 24 

2パソコンの使用を中断する . 27 

3タッチパッド . 30 

4 キーポード . 34 

5ハードディスクドライブ . 41 

6 CD や DVD を使5 —ドライブー . 45 

7画面を見やすく調整する—ディスプレイ- . 53 

8サウンド . 54 

9いろいろなメディアカードを使う 
ーブリッジメディアス□ッ I 


57 














電源を入れるとぎ 


■■メッセージが表示された場合 

電源を入れたときにメッセージが表示された場合は、次の内容を確認してください。 

■パスワードを設定している場合 
• ユーザパスワードを設定している場合 

電源を入れると次のメッセージが表示されます。 


Password 


設定したユーザパスワードまたはスーパーバイザパスワードを入力し、 £/ vr £/?| キーを押し 
てください。 

n メモ 

* 購入時の設定では、パスワードの入カミスを3回繰り返した場合は、自動的に電源が切れます。 

•指紋センサ搭載モデルの「指紋認証ユーティリティ」でパワーオンセキュリティ機能を有効にし、指 
絞を登録すると、パスワードを設定している場合に表示される 「 Passwo 「 d =」 というメッセージの代 
わりに、指紋認証を行う画面が表示されます。指紋認証を行うと、パワーオンセキュリティ機能に 
よってパスワードの認証が行われます。 

認証を5回失敗するか、一定時間が経過する、または I s/\c/csp/\c£| キーを押すと、 「 Password =」が 
表示されます。 

指紋認証について詳しくは、「6章〇指紋認証を使う」または指紋認証ユーティリティのヘルプを参 
照してください。 

鲁「東芝パスワードユーティリティ」の[スーパーパイザパスワード]タブで、[ユーザポリシーの設定] 
画面の[ユーザパスワードの登録/変更を強制する]をチェックすると、次のように設定されます。 

• ユーザ パスワ ー ドが登録されていない場合 

設定後の1回目の起動時に 、 「New Password =」 と表示されます。 

ユーザパスワードの登録を行ってください。 

• ユーザ パスワ ー ドが登録されている場合 

設定後の起動時に、 「 Passwords でユーザパスワードを初めて入力したときに 、 「New 
Password =」 と表示されます。 

新しいユーザパスワードに変更してください。 

「Verify Passwo 「 d =」 に 「New Password =」 で入力したパスワードをもう一度入力すると、ユー 
サパスワ ー ドが登録/変更されます。 

スーパーバイザパスワードについて詳しくは、「6章 0- IT 1 スーパーバイザパスワード」を参照して 


ください。 

パスヮ_ 


ドについて「6章 □ パスワードセキュリティ」 



パソコンの基本操作を覚えよう 
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II 電源を入れるとき 


• HDD パスワードを設定している場合 

電源を入れると次のメツセージが表示されます。 


HDD Password = 


設定した HDD パスワードを入力し、 f / VTT /? キーを押してください。 


0 メモ 


籲パスワードの入カミスを3回繰り返した場合は、自動的に電源が切れます。 

* パスワードと HDD パスワードの両方を設定してある場合は、パスワード— HD □パスワードの順に認証 
が求められます。 

ただし、パスワードと HDD パスワードが同一の文字列の場合は、パスワードの認証終了後、 HD □パス 
ワードの認証は省略されます。 



パスワードについて 


「6章！]パスワードセキュリティ」 


d 起動するドライブを変更する場合 

ご購入時の設定では、標準八ードディスクドライブからシステムを起動します。起動するドラ 
イブを変更したい場合、次の方法で変更できます。 

■一時的に変更する 

電源を入れたときに表示されるメニューから、起動するドライブを選択できます。 

_キーを押しながら電源スイッチを押す 

アイコンの下に選択カーソルが表示されます。 


アイコンは左から、次の順に表示されます。 

HDD — ドライブ — FDD または SD メモ U 力ード* 1 — ネットワーク— USB フラッシュ 
メモ|」 

別売りのフロッピーディスクドライブが接続されている場合、 FDD または SD メモ U 
力ード* 1 アイコンを選択すると、フロッピーディスクドライブが優先されます。 

*1 本機能には、 SDHC メモリカードは対応しておりません。 
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Q 起動したいドライブを0または0キーで選択し、 同^ キーを押す 


■あらかじめ設定しておく 

「東芝 HW セットアップ」の [0 S の起動]タブで起動ドライブの優先順位を変更できます。 
設定の変更「東芝 HW セツトアップ」のヘルプ 
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〇電源を入れるとき 


I東芝 SD メモリブートユーティリティの起動方法 

ブリッジメディアス□ットに SD メモリカードをセットする 

「本章 Q - ITI - M セットする」 

[スタート]ポタン（©0—[すべてのプ□グラム]— [TOSHIBA] 

—[ユーティリティ]— [ SD メモリブートユーティリティ]をクリッ 
クする 

[東芝 SD メモ 1 」プートユーティ 1 」ティ]画面が表示されます。ヘルプを参照し、起重力 
ディスクを作成してください。 

■ 東芝 SD メモリブートユーティリティのヘルプの起動方法 

□ 「東芝 sd メモリブートユーティリテイ」を起動後、[ヘルプ]ポタン 
をクリックする 


SD メモリカードから起動する 


「東芝 SD メモリブートユーティリティ」では、 SD メモリカードで起動ディスクを作成するこ 
とができます。 

詳細については、「東芝 SD メモリブートユーティリティ」のヘルプを参照してください。 



メモ 


本機能には、 SDHC メモリカードは対応しておりません。 


パソコンの基本操作を覚えよう 
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パソコンの使用を中断する 


パソコンの使用を一時的に中断したいとき、ス u _ プまたは休止状態にすると、パソコンの使 
用を中断したときの状態が保存されます。 

再び処理を行う（電源スイッチを押す、ディスプレイを開くなど）と、パソコンの使用を中断 
した時の状態が再現されます。 


△警告 


電子機器の使用が制限されている場所ではパソコンの電源を切ること 

パソコン本体を航空機や電子機器の使用が制限されている場所（病院など）に持ち込む場 
合は、ワイヤレスコミュニケーションスイッチを切った上で、必ずパソコンの電源を切っ 
てください。 

スリープの状態では、プログラムされているタスクの処理を始めたり、作業中のデータを 
保存したりするためにパソコンのシステムが自動的に復帰することがあるため、飛行を妨 
げたり、他のシステムに影響を及ぼしたりすることがあります。 



操作にあたって 


中断する前に 

• スリープまたは休止状態を実行する前にデータを保存することを推奨します。 

• スリープまたは休止状態を実行するときは、メディアへの書き込みが完全に終了していることを 
確認してください。 

書き込み途中のデータがある状態でスリープまたは休止状態を実行したとき、データが正しく書 
き込まれないことがあります。メディアを取り出しできる状態になっていれば書き込みは終了し 
ています。 

中断したときは 

* スリープ中に以下のことを行わないでください。次回電源を入れたときに、システムが起動しな 
いことがあります。 

• スリープ中にメモリを取り付け/取りはずしすること 
-スリープ中にバッテリをはずすこと 

また、スリープ中にパッテリ残量が減少した場合も同様に、次回起動時にシステムが起動しない 
ことがあります。 

システムが起動しない場合は、電源スイッチを5秒間押していったん電源を切ったあと、再度電 
源を入れてください。この場合、スリープ前の状態は保持できていません （Windows エラー 回 
復処理で起動します)。 

* スリープ中や休止状態では、バッテリや増設メモリの取り付け/取りはずしは行わないでくださ 
し)。保存されていないデータは消失します。また、感電、故障のおそれがあります。 

* スリープまたは休止状態を利用しないときは、データを保存し、アプリケーションをすべて終了 
させてから、電源を切ってください。保存されていないデータは消失します。 



パソコンの基本操作を覚えよう 
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0 バソコンの使用を中断する 


U ス 1 j ープ 
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作業を中断したときの状態をメモリに保存する機能です。次に電源スイッチを押すと、状態を 
再現することができます。 

スリープはすばやく状態が再現されますが、バッテリを消耗します。作業を中断している間にバッ 
テリの残量が少なくなった場合などは、通常のスリープではそれまでの作業内容は消失します。 
AC アダプタを取り付けて使用することを推奨します。 

なお数日以上使用しないときや、付属の説明書で電源を切る手順が記載されている場合（増設 
メモリやバッテリパックの取り付け/取りはずしなど）は、スリープではなく、必ず電源を 
切ってください。 

スリープの実行方法は『セットアップガイド』を確認してください。 

メモ 

*_+_キ_を押して、スリープにすることもできます。 


Q 1 休止状態 


パソコンの使用を中断したときの状態を八ードディスクに保存します。次に電源を入れると、 
状態を再現できます。なお数日以上使用しないときや、付属の説明書で電源を切る手順が記載 
されている場合（増設メモリやバッテリパックの取り付け/取りはずしなど）は、休止状態で 
はなく、必ず電源を切ってください。 


休止状態の実行方法 


[スタート]ポタン （©) をクリックし①、 © にポインタを合わせる② 



p 




① 

② 


表示されたメニューから[休止状態]をクリックする 

メニューが表示されない場合は、 s をクリックしてください。 



Power LED が点灯中は、パッテリパックを取りはずさないでください。 
休止状態から復帰させるときは、電源スイッチを押してください。 

g メモ 

• キーを押して、休止状態にすることもできます。 
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0 パソコンの使用を中断する 




簡单に電源を切る/バソコンの使用を中断する 


[スタート]メニューから操作せずに、パソコン本体の電源スイッチを押したときやディスプレ 
イを閉じるときに、電源を切る（電源オフ）、またはスリープ/休止状態にすることができます。 

KM パソコン本体の電源スイッチを押したときの動作の設定 ■ 

Ew [スタート]ポタン （©)— [コント□ールパネル]をクリックする 

Q [▲モパイルコンピュータ]をクリックする 

K 1 [皆電源ポタンの動作の変更]をクリックする 

[電源ポタンを押したときの動作]で[スリープ状態][休止状態] 
[シャットダウン]のいずれかを選択する 

[何もしない]に設定すると、特に変化はありません。 

[変更の保存]ポタンをクリックする 

パソコン本体の電源スイッチを押すと、選択した状態で電源を切る、または作業を中 
断します。 


a ディスプレイを閉じるときの動作の設定 

Q [スタート]ポタン（❾）—[コント□ールパネル]をクリックする 

Q [▲モパイルコンピュータ]をクリックする 

Q [すコンピュータを閉じるときの動作の変更]をクリックする 

[カパーを閉じたときの動作]で[スリープ状態][休止状態][シャッ 
トダウン]のいずれかを選択する 

[何もしない][シャットダウン]に設定すると、パネルスイッチ機能は働きません。 

[変更の保存]ポタンをクリックする 

ディスプレイを閉じると、設定した状態へ移行します。 

[スリープ状態][休止状態]に設定した場合は、次にディスプレイを開くと、自動的 
にディスプレイを閉じる前の状態が再現されます。 

n メモ 

* ディスプレイを閉じることによって[スリープ状態][休止状態]のうち、あらかじめ設定した状態へ 
移行する機能を、パネ〗レスイッチ機能といいます。 



パソコンの基本操作を覚えよう 
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D タッチパッドで操作する 


電源を入れて Windows を起動すると、パソコンのディスプレイに！^が表示されます。この矢 
印を「ポインタ」といい、操作の開始位置を示しています。この「ポインタ」を動かしながら 
パソコンを操作していきます。 

パソコン本体には、「ポインタ」を動かすタッチパッドと、操作の指示を与える左ポタン/右ポ 
タンがあります。 

タッチパッドと左ポタン/右ポタンを使ってポインタを動かし、パソコンを操作してみましよう。 
ここでは、タッチパッドと左ポタン/右ポタンの基本的な機能を説明します。 


タッチパッドの操作にあたって 

•あらかじめ、「付録■-タッチパッドの操作にあたって」を確認してください。 
















El タッチパッド 


■■タッ ビングの方法 

タッチパッドを指で軽くたたくことを「タッピング」といいます。 

タッピング機能を使うと、左ポタンを使わなくても、次のような基本的な操作ができます。 


□クリック/ダブルクリック 

タッチパッドを1回軽くたたくとクリック、 
2回たたくとダブルクリックができます。 


('タッチ)又ッ 
V をたたく / 

トン 

〇 一 


□ ドラッグアンドドロップ 

タッチパッドを続けて2回たたき、2回目は 
タッチパッドから指をはなさずに目的の位置 
まで移動し、指をはなします。 



2 


ツチパツドの使用環境を設定する 


タッチパッドやポインタの設定は、[マウスのプ□パティ]で行います。 

n [マウスのプロパティ]の起動方法 

n [スタート]ポタン（〇) — [コント□ールパネル]をクリックする 

[でマウス]をクリックする 

[マウスのプ□パティ]画面が表示されます。 


▼ 



パソコンの基本操作を覚えよう 
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El タッチパッド 


各タブで機能を設定し、 [0K] ボタンをクリックする 

各機能の設定については、以降の説明を参照してください。 
[キャンセル]ポタンをクリックした場合は、設定が変更されません。 


f マウスのフロパテイ 


ポタン ポインタ1ポインタオプション「ハードウェア「描張| 
ボダンの嫌成 

□罜と勵ポめを切り替移题 

逞択やドラック'などの主な榴能に右例のボタンを使用する 
埸合は、このチ iM クスをオン(こします。 


タブルクリックの速度 

右側のフォルダをタブルクリックして、設定をテストしてくださ 
い。フォルダ閉いたり閉じたりしない埸合は、速度を遇くし 


y 


て傲い。 

速度必遇く 


分 


速く 


クリックロック _ _ 

□クリック□ックをオンにする① 

マウスのポタンを押したままでなくても、強調表示やドラ、できます。項目をクリク 
クし、マウスのボタンを少し©間押したままにしてから雜します。次に、目的の位蛋ま 
でマウスを移動し、そこでもう一度クリックします。 


適用⑻ 


タッチパツドの設定方法 


[マウスのプ□パティ]では、タッチパッドやポインタなどの各種設定ができます。 
タッチパッドの設定をするには、次のように操作してください。 


[拡張]タブで[拡張機能の設定]ボタンをクリックする 


’マウスのフロパテイ 


ボタン I ポインタ；ポインタオプションハードウ1ァ ； 織 
タッチハ⑽広張設定 


拡張タブでは、マウスのゴロノ行 1 ィに加えた拡張棵能の設 
定が出来ます。 

設定を変更するには、「拡張榴能の設定.」ボタンをクリック 
して下さい。 


拡張機能の設定(必 ... 


I ハしン'靡 -I 


I OK 丨|キャン乜レ 


適用⑻ 


[拡張機能の設定]画面が表示されます。 


▼ 


パソ n > Q _ 操作霊えよぅ 













B タッチパッド 


[タッチパッド]タブまたは[その他]タブで各項目を設定する 

各項目にポインタを合わせると、画面下部の[説明]欄に詳細が表示されます。 


5ッチパ9ド 


|<なし〉 




右下: 

ID -- 


[す伽卜;〇 


2- 左右ホ''5ン: 
] '•トス如-ル 


Q ィ乎ラン升-の離〇〇-. ] 

㈣ ハ V 卜、面の跪 
園フ％サ、11助榴能を使う ( E ) 

0ス如能を使 5® 

囫谢生的作棵能を使う ( M ) 


I トシ'' W 升-の 1 SMQ )... j 

r イン5速度と知:•'方'の設定 
知こつ 1 1てより詳細な!徒 


説明 

各ボタンに指定3れて L »る棚能を表示します 〇 使用す5機能は右側のドロップダウン矢 

6^クI一 " 一 一 r 一.-…は 一.… 一- - -- ->< 

能しま： 


][ キやン&!/ 


通用⑻ 


vr ? r 役立つ操作集 


タッチパッドを無効/有効にするには 

キ_操作でタッチパッドによる操作を無効にしたり、有効にしたりすることができます。 

_+_キーを押すごとに、タッチパッドの無効/有効が切り替わります。 

_+[ ki キーでタッチパッドの有効/無効を切り替える場合は、タッチパッドから手を離してから 
行ってください。 

_+[^i キーでタッチパッドの操作を有効にした瞬間、力ーソルの動きが数秒不安定になることが 
あります。そのような場合は、1度タッチパッドから手を離してくださし)。しばらくすると、正常に操 
作できるようになります。 


USB 対応マウス接続時に、自動的にタッチパッドを無効にする 

USB 対応のマウスを接続したときに、タッチパッドによる操作が自動的に無効になるように設定する 
ことができます。 

① [スタート]ボタン（<01) — [コント□—ルパネル]をクリックする 

② [マウス]をクリックする 

③ [拡張]タブで[拡張機能の設定]ボタンをクリックする 

④ [その他]タブの[タッチパッドを無効にする]をチェックする 

_ + _キーを押して設定する「タッチパッドオン/オフ機能」とは連動していません。 

市販の USB 対応マウスをお使しヽの場合、マウスの種類によっては、本機能が動作しない場合があります。 
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ESC (エスケープ)キ- 

操作を取り消すときに使う 


半/全<漢字>キ_ 


TAB (タブ)キ- 


CAPSLOCK - 

(キヤブスロック)英数キ_ 

Caps Lock 
(キヤ ブス ロック) LED 

文字入力の大文字ロック 
状態を示す 


SHIFT (シフト)キー 

アルフアベットの大文字、 
小文字入力の一時的な切り 


ALT (オルト)キー 

ほかのキーと組み合わせて、 
特定の操作を実行するとき 
に使う 

SPACE (スペース)キ- 

空白文字を入力するときや、 
入力した文字をかな漢字変換 
するときに使つ 


Windows のスタートメニューを表示するときや 
ほかのキーと組み合わせて、 シヨー トカツトとして使う 


I—無変換 キー 


替えや記号などを入力する 
とさに使つ 

CTRL (コント□—ル)キ- 

ほかのキーと組み合わせて、 

特定の操作を実行するときに使う 

FN (エフエヌ)キ- 

才ーノ（レイキーを使用するときやファンク 
シヨン キー、矢印キーとの組み合わせにより、 
特殊機能を実行するときに使う 

ウインドウズキ- 



4 I キ_ポ_ド 



:ーポード図 


■ 




里画 ■■■ 




t 


BH 國 

圃 圈 

11111 


フアンクシヨン キー 

特定の操作を実行するときなどに使う 


ここでは基本的な使いかたと、それぞれのキーの意味や呼びかたについて簡単に説明します。 
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□ キーボード 


-Arrow Mode (ア□—モード) LED 

文字入力のアロー状態を示す 

— Numeric Mode (ニューメリックモード) LED 

文字入力の数字□ック状態を示す 


PRTSC (プ U ントスク U- ン） 

く SYSRQ (システムリクエスト)〉キー 

— PAUSE (ポーズ)く巳 REAK (ブレーク)〉キー 


PRTSC 

SYSRQ 


PAUSE 

BREAK 


INS 


DEL 




B 


1 


■ 







1 



_ 


み 


- ほ 



BACK 

SPACE 


in 


_ 


ね 


変換 


カナ/ 

□— 

かな 

7字 

ノ 

V 




ALT 


本 

:け 


む 


ENTER 


〇 SHIFT 


B 


CTRL 


■ 


INS (インサート)キー 

文字の入カモードを挿入/上書 
きに切り替えるときなどに使う 

-DEL (デリート)キー 

文字を削除するときなどに使う 

BACKSPACE 
(パックスペース)キー 

ENTER (エンター)キー 

作業を実行するときなどに使う 

•才 _ ) (レイキ _ 

SHIFT (シフト)キー 
矢印キー 

カーソル移動などに使う 
また 、 [FNJ (エフエヌ）キーとの 
組み合わせにより、特殊機能を 
実行するときに使う 


CTRL (コント□—ル)キ- 


アプリ ケ _シヨンキ_ 

タッチパッド手前の右ボタンや、マウスの右ボタンを押す 
ことと同じ動作を行いたいときに使う 


一 ALT (オルト)キー 
カナ / かな < □—マ字>キ_ 


変換キ_ 
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□ キーボード 


キーポー ドの文字 キーの 使いかた 
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文字キーは、文字や記号を入力するときに使い 
ます。文字キーに印刷されている2〜6種類の 
文字や記号は、キーポードの文字入力の状態に 
よって変わります。 


■左上 

■ 左下 





w 1 

1 :や 




-7 丨や- 
1 

1 


) 

HOME 

7 



■右上 


■右下 


■前面左 


■前面右 


左上 

ほかのキーは使わず、そのまま押すと、アルファベットの小文字などが入力できま 
す。| SH // T | キーを押しながら押すと、記号やアルファべットの大文字が入力でき 
ふ9 〇 

左下 

ほかのキーは使わず、そのまま押すと、数字や記号が入力できます。 

右上 

かな入力ができる状態で1 5 H / fr | キーを押しながら押すと、記号、ひらがなの促音 
(小さい「つ」）、拗音（小さい「や、ゅ、よ」）が入力できます。 

右下 

かな入力ができる状態で押すと、ひらがなや記号が入力できます。 

前面左 

ア□—状態のときに押すと、カーソル制御キーとして使えます。 

前面右 

数字□ック状態のときに押すと、テンキーとして使えます。 


| rTOSHIBA Flash Cards 」 について _ 

「 TOSH 旧 A Flash Cards 」 は、タッチパッドやマウスの操作で簡単にホットキー機能の実行 
や東芝製のユーテイリテイを起動することができるユーテイリテイです。 

デスクトップ上に力ードのように表示されるアイコンを選択し、それぞれの力ードに割り当て 
られている機能を設定 • 実行することができます。 


I 操作方法 


n ■キーを押す 

次のように 「 TOSH 旧 A Flash Cards 」 が表示されます。 


| I 

T 


HIH HiH BiH HHH 




, 〆 Wf0T^. .心 


36 


▼ 



(表示例） 




















































□ キーボード 


設定したい機能のカードをクリックする 

カードとアイコンが表示されます。 

表示されたアイコンのうち、設定したい項目にポインタを合わせる 

ポインタを合わせると、アイコンが大きくなります。 

設定したい項目のアイコンが大きい状態でクリックする 

選択した項目に設定されます。 

各力ードに割り当てられている機能は、 「 TOSH 旧 A Flash Cards 」 のヘルプを参照してくだ 
さい。 

■マウス操作でカードを表示させる 

ポインタをデスクトップ上部に合わせることによって 「 TOSH 旧 A Flash Cards 」 が表示され 
るように設定することもできます。次の手順を行ってください。 

[スタート]ポタン （©) —[すべてのプ□グラム]— [ TOSHIBA ] 
—[ユーテイリテイ ]— [Flash Cards の設定]をクリックする 

[マウスでもカードの表示を開始する]をチェックし①、 [0K ] ポタン 
をクリックする② 

»1 Flash Cards の設定 IS^ bT 

□ TOSHIBA Flash Cards の無効 

力ードの表示位匿： ◎上側 €) 下側 

[a マウスでもカードの表示を閡始する J - (T) 

7 J— r 幻‘衣イ t - S )3： UU ノ衍田 


囝カードをほ力めウインドウの手前に表示する 


パージヨン j [ カードケースを関く || 


^キ v ン tz ノレ mS 


「TOSHIBA Flash Cards」 のヘルプの起動方法 

[スタート]ボタン （©) —[すべてのプ□グラム]— [ TOSHIBA ] 
—[ユーテイリテイ ]— [Flash Cards ヘルプ]をクリックする 


パソコンの基本操作を覚えよ5 
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□ キーボード 


キーを使った便利な機能 


各キーにはさまざまな機能が用意されています。いくつかのキーを組み合わせて押すと、いろ 
いろな操作が実行できます。 


□ @キーを使った特殊機能キー 



キー 

内容 

\ FN \+\ ESC \ 

<スピーカのミュート> 

_キーを押したまま、 |£ SC | キーを押すたびに内蔵スピーカや 
へッドホンの音量のミュート（消音）のオン/オフを切り替えます。 

[ fn \+\ space \ 

<本体液晶ディスプレイの解像度 
切り替え> 

_キ_を押したまま、 ISftACfl キーを押すたびに本体液晶ディス 
プレイの解像度を切り替えます。 

圆十回 

<インスタントセキュリティ機能> 

コンピュータをワークステーシヨンロック彳犬 Si にします。 

解除するには、ユーザ名をクリックしてください。 

Windows の□グオンパスワードを設定している場合は、パスワード 
入力欄に Windows の□グオンパスワードを入力し 、 I ENTER |キー 
を押して < ださい。 

圆+同 

<電源プフンの設定> 

_+_キーを押すと、設定されている電源プランが表示されま 
す。 

_キ_を押したまま、_キーを押すたびに電源プランが切り替 
わります。 

圆+固 

<スリープ機能の実行> 

_キーを押したまま、_キーを押し直し、[スリープ]アイコン 
が大きい状態で指をはなすと、スリープ機能が実行されます。 

圆十回 
<休止状態の実行> 

_キーを押したまま、 ® キーを押し直し、[休止状態]アイコン 
が大きい状態で指をはなすと、休止状態が実行されます。 

回+同 

<表示装置の切り替え> 

表示装置を切り替えます。 

詳細について「4章 0 外部ディスプレイの接続」 

回 

<本体液晶ディスプレイの輝度を 
下げる> 

_キ_を押したまま、_キーを押すたびに本体液晶ディスプレ 
イの輝度が 1 段階ずつ下がります。表示される画面のスライダー 
) (一で輝度の状態を確認できます。 

回+兩 

<本体液晶ディスプレイの輝度を 
上げる> 

_キーを押したまま、_キーを押すたびに本体液晶ディスプレ 
イの輝度が 1 段階ずつ上がります。表示される画面のスライダー 
ノ（一で輝度の状態を確認できます。 

圆十回 

<無線 LAN オン/オフ機能> 

ワイヤレスコミュニケーシヨンスイッチを On にしている場合、 
_+_キーを押すと、使用してし'>る無線 LAN のオン/オフを 
切り替えます。 

* 無線 LAN モデルのみ 

圆+同 

<タッチパッドオン/オフ機能> 

タッチパッドからの入力を無効にできます。再び有効にするには、 
もう 1 度_+®キーを押します。 

詳細について 

「本章 Q -| T ] タッチパッドの使用環境を設定する」 


パソコンの基本操作を覚えよう 
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キー 

内容 

[ fn \+\ fio ] 

<オ_バレイ機能> 

キ_前面左に印刷された、力ーソル制御キーとして使用できます 
(ア□—状態)。ア□—状態を解除するには、もう1度_+_ 
キーを押します。 

Arrow Mode LED が点灯します。 

[ fn \+\ fii ] 

<オーバレイ機能> 

キー前面右に印刷された、数字などの文字を入力できます（数字 
ロック状態)。数字□ック状態を解除するには、もう1度_+_ 
キーを押します。 

アプリケーションによっては異なる場合があります。 

Numeric Mode LED が点灯します。 

[ FN \+\ F 12] 

<スクロール□ック状態> 

—部のアプリケーションで、00キーを画面スクロール 
として使用できます。□ック状態を解除するには、もう1度® 

+ |f 721キーを押します。 

回 +E 

<PGUP (ページアップ）> 

一般的なアプリケーションで、_キ_を押したまま、 rn キーを 
押すと、前のページに移動できます。 

回 

<PGDN (ページダウン）> 

一般的なアプリケーションで、_キ_を押したまま、 rn キーを 
押すと、次のページに移動できます。 

回 +H 

CHOME (ホーム）> 

一般的なアプリケーションで、_キ_を押したまま、 F 1 キーを 
押すと、カーソルが行または文書の最初に移動します。 

回 +H 

<END (エンド）> 

一般的なアプリケーションで、_キ_を押したまま、キーを 
押すと、カーソルが行または文書の最後に移動します。 

圆 +H 

<縮小> 

デスクトップや一般的なアプリケ_ションで、_キ_を押したま 
ま、 rri キーを押すと、画面やアイコンなどが縮小されます。 

圆 +H 

<拡大> 

デスクトップや一般的なアプリケーションで、_キ_を押したま 
ま、 m キーを押すと、画面やアイコンなどが拡大されます。 
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□ キーボード 


r vg 役立っ操作集-, 

「 TOSH 旧 A Smooth View 」 

「 TOSH 旧 A Smooth View 」 は、キーボードを使って、最前面に表示されているアプリケーションの 
画面やデスクトップ上のアイコンを拡大/縮小表示できるアプリケーションです。 

• 起動方法 

①[スタート]ボタン （©)— [すべてのプ□グラム]— [ TOSHIBA ] ^ [ユーテイリテイ] 

—[Smooth View ] をクリックする 

• ヘルプの起動方法 

①[スタート]ボタン （©) — [すべてのプログラム]— [ TOSHIBA ] ^ [ユーテイリテイ] 

—[Smooth View ヘルプ]をクリックする 

• 使用方法 

( D _ キーを押したまま、 IT 1 キー■または IT 1 キーを押す 

画面やアイコンなどを縮小するときはキー、拡大するときは@キーを押します。 

\_ _ _ y 


□ 特殊機能キー 


特殊機能 

キー 

操作 

タスクマネージャの 
起動 


[Windows タスクマネージャ]画面が表示され 

9 〇 

アプリケーシヨンやシステムの強制終了を行い 

9 〇 

\ CTRL \ + \ SHIFT \+\ ESC \ 


画面コピー 


現在表示中の画面をク U ッ プポードにコピーし 

9 〇 

\ PRTSC \ 



現在表示中のアクティブな画面をク U ッ プポー 
ドにコピーし ます。 

\ alt \+\ prtsc \ 
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本製品には、八ードディスクドライブが〗台内蔵されています。 
内蔵されている八ードディスクドライブは、取りはずしできません。 


PC 力ードタイプ （TYPE n ) や、 USB 接続型の八ードディスクなどを使用して記憶容量を 
増やすことができます。 


|お願い 


操作にあたって 


あらかじめ、「付録 D - K ■八-ドディスクドライブについて」を確認してください。 



八ードディスクドライプに関する表示 


内蔵の八ードディスクとデータをやり取りしているときは、 Disk 0 LED が点灯します。 


OD 


〇(!) 〇-〇 ©0 0(( f ) 


PC 力ードタイプや USB 接続などの増設八ードディスクとのデータのやり取りでは、 Disk 0 
LED は点灯しません。 




八ードディスクに記録された内容は、故障や障害の原因にかかわらず保証できません。 
万一故障した場合に備え、バックアップをとることを推奨します。 
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0 八ードディスクドライブ 


E 

1 

東芝 HDD プロテクシヨ 

ンについて 


「東芝 HDD プロテクション」とは、パソコン本体に内蔵された加速度センサにより振動•衝撃 
およびその前兆を検出し 、 HDD (ハードディスクドライブ）を損傷する危険性を軽減する機能 
です。 
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パソコンの使用状況に合わせ、検出レベルを設定できます。 

バソコン本体の揺れを検知すると、次のメッセージが表示されます。 



メッセージを確認し、 [0 K ] ボタンをクリックして、画面を閉じてください。 

HDD のヘッドを退避しているとき、通知領域の[東芝 HDD プロテクション]アイコン（圉） 
が（薄）に変わります。 


東芝 HDD プロテクションの使用にあたって 

* パソコンを激しく揺らしたり、強い衝撃を与えると、故障の原因となる場合があります。 

籲その他の注意事項については、あらかじめ「付録 D - K ■-東芝 HDD プロテクションの使用に 
あたって」を確認してください。 


g メモ _ 

• 購入時の状態では、東芝 HDD プロテクションが ON に設定されています。 

籲パソコン起動時、スリープ、休止状態、および休止状態へ移行中と休止状態からの復帰中、電源を 
切ったときには、東芝 HDD プロテクションは動作しません。パソコンに衝撃が加わらないようにご注 
意ください。 
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0 八ードディスクドライブ 


東芝 HDD プロテクションでは、パソコンの使用状況に合わせて検出レベルを設定することがで 
きます。 

Ml [スタート]ポタン（安！）—[すべてのプ□グラム]— [TOSHIBA] 
胃—[ユーテイリテイ]— [ HDD プ□テクションの設定]をクリックする 

[東芝 HDD プロテクション]画面が表示されます。 



0 メモ 3 D 表示 


* [東芝 HDD プロテクション]画面で [3 D 表示]ボタンをクリックすると、 [3 □表示]画面 
が表示され、パソコン本体の傾きや揺れに合わせて動く3□オブジェクトを画面上に表示し 
ます。振動を検出し、 HD □のヘッドを退避させている間は、画面に表示されているディス 
クの回転が停止し、ヘッド退避が解除されると、回転が再開します。 

[3 □表示]画面を終了する場合は、[閉じる]ポタンをクリックしてください。 

籲 [3 □表示]画面の3□オブジェクトは、パソコン本体に内蔵された八ードディスクを仮想的 
に表現したものであり、ハードディスクのディスクの枚数や、ディスクの回転、ヘッドの動 
作、各部品のサイズや形状、向きなどは実際のものとは異なります。 

• [3 □表示]画面を表示した状態でほかの作業を行ったときに、 CPU やメモリの使用率が高 
<なる場合があるため、パソコンの動作が遅くなることがあります。 

各項目を設定する 

設定項目は、次のとおりです。 

東芝 HDD プロテクションを 「 ON 」 に設定すると、電源 （ AC アダプタ）接続時と 
バッテ 1 」使用時でそれぞれ検出レベルを設定することができます。 

例えば、机上でパソコンを使う場合（電源接続中）にはレベルを上げておき、手で 
持って使うとき（バッテリで使用中）にはレベルを下げる、といった使いかたができ 
ます。 
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設定方法 


パソコンの基本操作を覚えよう 

























0 八ードディスクドライブ 


HDD プロテクション 

東芝 HDD プ□テクシヨンの 「 ON 」 または 「 OFF 」 を 
設定できます。 

バッテリで使用中 

「 OFF 」、 「レベル1」、「レベル2」、「レベル3」のいずれ 
かを選択できます。 

「レベル3」が最も検出レベルが高いため、東芝 HDD プ 
□テクシヨンを有効に使用するには、「レベル3」をお 
すすめします。 

使用状況に応じてレベルを低く設定できます。* 1 

電源接続中 


*1 パソコンを手に持って操作したり、不安定な場所で操作した場合、頻繁に HDD プロテクション 
が動作し、パソコンの応答が遅れることがあります。パソコンの応答速度を優先する場合は、 
設定を下げてご使用できます。 

購入時の設定に戻したい場合は、[標準設定]ポタンをクリックしてください。 

さらに詳細な設定が必要な場合は手順0へ、このまま設定を終了する場合は、手順 
□ へ進んでください。 

[詳細設定]ポタンをクリックする 

[詳細設定]画面が表示されます。 

必要な項目をチェックし、 [0 K ] ポタンをクリックする 

設定項目は、次のとおりです。 


AC アダプタを抜いたとき 

検出レベル増幅機能を設定できます。パソコンが持ち 
運ばれる可能性が高いと想定し、約10秒間検出レベル 
を最大にします。 

パネルを閉めたとき 

HDD プロテクション動作時 
メッセージを表示する 

東芝 HDD プロテクションが動作したときに、メッセー 
ジを表示するように設定できます。 


[ OK ] ポタンをクリックする 

□ [東芝 HDD プロテクション]画面で [0 K ] ポタンをクリックする 

メモ 

春東芝 HDD プロテクションの各設定は、通知領域の[東芝 HDD プロテクション]アイコン （ g ) をク 
リックし、表示されたメニューから項目を選択して行うこともできます。 



パソコンの基本操作を覚えよう 
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CD や DVD を使 3 

-ドライ プー 


本製品には、 DVD スーパーマルチドライプ、 DVD - ROM & CD - R / RW ドライブ、 CD - ROM ド 
ライブのいずれか1台が内蔵されています。内蔵されているドライブは、購入したモデルに 
よって異なります。 

• DVD スーパーマルチドライブ 

ドライブには次のマークが入っています。 


RECORDER 


EE0 iwm 


DVD+ReWritable 


[ReWritablell * マークの位置や並び順は異なる場合があります。 


DVD - RAM . DVD - RW . DVD - R * 1 、 DVD + RW , DVD + R * 2 、 CD - RW . CD - R の言売み出 
し/書き込み機能と、 DVD - ROM 、 CD - ROM の読み出し機能を搭載したドライプです。 

* 1本書では、 「 DVD - R 」 と記載している場合、特に書き分けのある場合を除き、 DVD-R DL (Dual 
Layer DVD - R ) を含みます。 

*2 本書では、 「 DVD + R 」 と記載している場合、特に書き分けのある場合を除き、 DVD+RDL ( DVD+R 
Double Layer ) を含みます。 

DVD - ROM & CD - R/RW ドライブ 

ドライブには次のマークが入っています。 



_n COMPACT'S 


iReWritablel^ * マークの位置や並び順は異なる場合があります。 

CD - RW 、 CD - R の読み出し/書き込み機能と、 DVD - ROM 、 CD - ROM の読み出し機能を搭 
載したドライブです。 

• CD - ROM ドライブ 

ドライブには次のマークが入っています。 

CD - ROM の読み出し機能を搭載したドライブです。 

『安心してお使いいただくために』に、 CD / DVD を使用するときに守ってほしいことが記述さ 
れています。 

CD / DVD を使用する場合は、あらかじめその記述をよく読んで、必ず指示を守ってください。 


パソ n ンの基本操作を覚えよう 
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OCD や DV □を使 5 —ドライブー 


使えるメディアを確認しよ 


使用できる CD / DVD の詳細と、書き込み速度については、「付録0 メディアについて」と 
『dynabook * * * * (お使いの機種名）シ U — ズをお使いのかたへ』を確認してください。 

■■ DVD スーパーマルチドライブモデル 

使用するメディアによっては、読み出しができない場合があります。 


〇：使用できる X :使用できない 



読み出し* 1 

書き込み回数 

CD-ROM 

〇 

X 

CD-R 

〇 

1回 

CD-RW 

〇 

繰り返し書き換え可能* 2 

DVD-ROM 

〇 

X 

DVD-R 

〇* 3 

1回 

DVD-RW 

〇 

繰り返し書き換え可能* 2 

DVD+R 

〇* 3 

1回 

DVD+RW 

〇 

繰り返し書き換え可能* 2 

DVD-RAM 

〇 

繰り返し書き換え可能* 2 


* 1対応フォーマツトによっては再生ソフトが必要な場合があります。 

*2 実際に書き換えできる回数は、メディアの状態や書き込み方法により異なります。 
*3 メディアの状態や書き込み方法により、読み出しできない場合があります。 


mm DVD-ROMSCD-R/RW ドライブモデル 

使用するメディアによっては、読み出しができない場合があります。 


〇：使用できる X :使用できない 



読み出し* 1 

書き込み回数 

CD-ROM 

〇 

X 

CD-R 

〇 

1回 

CD-RW 

〇 

繰り返し書き換え可能* 2 

DVD-ROM 

〇 

X 

DVD-R 

〇 

X 

DVD-RW 

〇 

X 

DVD+R 

〇 

X 

DVD+RW 

〇 

X 

DVD-RAM 

〇 

X 


* 1対応フォーマットによっては再生ソフトが必要な場合があります。 

*2 実際に書き換えできる回数は、メディアの状態や書き込み方法により異なります。 
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パソコンの基本操作を覚ぇょぅ 



































B C □や DV □を使 5 —ドライブー 




CD / DVD に書き込む前に、書き込みを行うにあたって 


あらかじめ、「付録 D - E 1- cd / dvd に書き込む麵こ」、「付録 D - E 1- 書き込みを行う 
にあたって」を確認してください。 


DVD-Video の再生について 


* DVD スーパーマルチドライブモデル、 DVD - ROMSCD - R / RW ドライブモデルのみ 

本製品では、ドライブに DVD - Video をセットして、迫力ある映像を楽しむことができます。 
DVD - Video 再生ソフトウェアとして、 HnterVideoWinDVD 」 が用意されています。 
HnterVideoWinDVDJ は購入時の状態ではインス I -- ルされていません。 

[スタート]ポタン — [すべてのプログラム]—[アプリケーションの再インストール] 
からインス I ルしてください。 




DVD - Video の再生にあたつて 


あらかじめ、「付録 D - K * DVD - Video について」を確認してください。 


El CD - ROM ドライブモデル 

CD - ROM ドライブは、 CD - R と CD - RW の読み出しのみ可能です。書き込みはできません。 


0 メモ 書き込みできるアプリケーション 


書き込みに使用できる、本製品に添付のアプリケーションは次のとおりです。 

• TOSHIBA Disc Creator 

「 TOSH 旧 A Disc Creator 」 は、購入時の状態ではインストールされていません。 

[スタート]ボタン （©)— [すべてのプログラム]—[アプリケーションの再インス!ル]か 
らインストールしてください。 

メディアにデータを書き込むとき、メディアの状態やデータの内容、またはパソコンの使用環境に 
よって、実行速度は異なります。 



パソコンの基本操作を覚えよ5 






























OCD や DV □を使 5 —ドライブー 


ガ巧メモセットする前に確認しよう _ 

• 傷ついたり汚れのひどい CD / DV □の場合は、挿入してから再生が開始されるまで、時間がかかる場合 
があります。汚れや傷がひどいと、正常に再生できない場合もあります。汚れをふきとってから再生 
してください。 

• CD / DVD の特性や CD / DVD への書き込み時の特性によって、読み出せない場合もあります。 

• CD / DVD の種類によっては、取り出すとき Windows Vista が自動的にセッションを閉じてしまう場 
合があります。このとき、確認のメッセージなどは表示されません。 

よく確認してから CD / DVD をセットしてください。 

この Windows Vista の機能を無効にするには、次のように操作してください。 

① [スタート]ボタン（〇)―[コンピュータ]をクリックする 

② ドライブのアイコンを右クリックし、表示されたメニューから[プ□パティ]をクリックする 
ドライブのプ□パティ画面が表示されます。 

③ [書き込み]タブで[共通の設定]ポタンをクリックする 

④ [共通の設定]画面で[ディスクの取り出し時の UDF セッションを自動的に閉じる]のチェックを 
はずし、 [0 K ] ボタンをクリックする 


ドライプに関する表示 


パソコンの電源が入っていて、ドライブが動作しているときは、ディスクトレイ LED が点灯し 
9 〇 


バソコン本体の電源を入れる 

Windows が起動します。 

イジェクトポタンを押す 



イジェクトボタンを押したら、ボタンから手をはなしてください。ディスクトレイが 
少し出てきます（数秒かかることがあります）。 

※搭載されているドライブによってイジェクトポタンの位置は異なります。 
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2 


CD / DVD を使5とぎ（セツト） 


CD / DVD は、パソコン本体に装備されているドライブにセツトして使用します。 

CD / DVD の操作にあたって ^ 





あらかじめ、「付録 □ Efl CD や DVD について」、「付録使える C □を確認しよう」、 
「付録0-®使える DVD を確認しよう」を確認してください。 


パソコンの基本操作を覚えよ5 




































B C □や DV □を使 5 —ドライブー 



m 文字が書いてある面を上にして、 CD / DVD の穴の部分をディスクト 
■ レイの中央凸部に合わせ、上から押さえてセツトする 



H 「カチッ」と音がするまで、ディスクトレイを押し戻す 




パソコンの基本操作を覚えよう 
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13 CD や DVD を使 5 —ドライブー 


3 


CD / DVD を使い終わったとき（取り出し） 


バソコン本体の電源が入っているか確認する 

電源が入っていない場合は電源を入れてください。 

イジェクトポタンを押す 

ディスクトレイが少し出てきます。 

ディスクトレイを引き出す 

CD / DVD をのせるトレイがすべて出るまで、引き出します。 

CD / DVD の両端をそっと持ち、上に持ち上げて取り出す 



CD / DVD を取り出しにくいときは、中央凸部を少し押してください。簡単に取り出 
せるようになります。 

「カチッ」と音がするまで、ディスクトレイを押し戻す 



パソコンの基本操作を覚えよぅ 
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B CD や DVD を使 5 — ドライブー 


電源を切っているとき、または休止状態のときは、イジェクトポタンを押しても CD / DVD は 
出てきません。電源を入れてからイジェクトポタンを押し、 CD / DVD を取り出してくださし)。 

次の場合は、電源が入っていても、イジェクトポタンを押したあとすぐに CD / DVD は出てき 
ません。 

• 電源を入れた直後 
* ディスクトレイを閉じた直後 
•再起動した直後 

• ドライブ関係の LED が点灯しているとき 
* スリープ状態のとき 


上記以外で CD / DVD が出てこない場合は、次のように 
操作してください。 

• Windows 動作中の場合 

CD / DVD を彳吏用しているアプリケーシヨンをすべて 
終了してから、イジエクトポタンを押してください。 

• パソコン本体の電源が入らない場合 

電源が入らない場合は、イジエクトホールを、先の細 
い丈夫なもの（クリップを伸ばしたものなど）で押し 
てください。 


|イジェクトホール 
イジェクトボタン 
ディスクトレイ LED 

※搭載されているドライブによってイ 
ジェクトポタン、イジェクトホール、 
ディスクトレイ LED の位置は異なり 
ます。 




* DVD スーパーマルチドライブモデルのみ 

新品の DVD - RAM は、使用する目的に合わせて「フォーマット」という作業が必要です。 
フォーマットとは、 DVD - RAM にデータの管理情報（ファイルシステム）を記録し、 DVD-RAM 
を使えるようにすることです。 

フオー マツトされていなし) DVD - RAM は、 フオー マツトしてから使用してください。 



DVD - RAM のフ オーマツトに ついて 


あらかじめ、「付録 DVD - RAM のフォーマットについて」を確認してください。 


2 


DVD - RAM をフォーマツトする 


CD/DVD が出てこない場合 


パソコンの基本操作を覚えよ5 







13 CD や DVD を使 5 —ドライブー 


I ファイルシステム 



ソ 

コ 

ン 

の 

基 

本 

Ji 

作 

を 

覚 

え 

よ 
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DVD-RAM を フォー マツトするときにファイルシステムを選択します。 

ファイルシステムは、書き込むデータの種類や書き込み後のメディアを使用する機器に応じて 
選択します。また、映像データを書き込むときは、書き込み用のアプリケーションによって指 
定されている場合があります。 

選択できるファイルシステムは 「UDF2.5」「UDF2.01」「UDF2.0」「UDF1 .5」 
「UDF1.02」「FAT32」 です。 


DVD-RAM のセクタの一部に不具合が生じた場合などに、通常の フォー マットとは違う「物理 
フォー マット」を行う場合があります。通常、購入したばかりなどの DVD-RAM に対しては、 
物理 フォー マットを行う必要はありません。 

物理 フォー マットに対して、通常の フォー マットを「論理 フォー マット」と呼びます。 

なお、物理 フオー マツトを行ったあとには、論理 フォー マツトが必要となります。 


■■論理フオーマツト 


通常のフォーマット（論理フォーマット）は、 Windows 上で実行できます。 

フォーマット方法については[スタート]ポタン（0)—[ヘルプとサボート]をクリック 
して、 『Windows ヘルプとサボート』を参照してください。 


^■物理フオーマツト 


物理 フォー マツトを行うには、非常に時間がかかります。 

「TOSH 旧 A Disc Creator」 をインスIルしないと本機能は使用できません。 
あらかじめインスI-ールしてください。 


「 TOSH 旧 A Disc Creator 」 「本節書き込みできるアプリケーシヨン」 


_物理フォーマツトする DVD-RAM をセツトする 


Q [スタート]ポタン （0) —[すべてのプ□グラム]— [TOSHIBA] 
W ^ [CD&DVD アプリケーション]— [DVD-RAM ユーテイリテイ]を 
クリックする 

[東芝 DVD-RAM ユーティリティ] 画面が表示されます。 



[開$台]ポタンをクリックする 

以降、画面に表示されるメッセージに従ってください。 

物理 フオーマツ トをしたあとは、論理 フオーマツ トが必要です。 
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本製品は表示装置として TFT カラー液晶ディスプレイ （1280X800 ドット）を内蔵しています。 
ドットは画素数を表します。 

外部ディスプレイを接続して使用することもできます。 

□: 

本体液晶ディスプレイの明るさ（輝度）を調整します。輝度は n 〜8」の8段階で設定ができ 
9 〇 

□ 輝度の調整方法 

\ FN ] + [ F 6 ] : キーを押したまま、@キーを押すたびに本体液晶ディスプレイの輝度が1段 

階ずつ下がります。 

表示される[輝度]のカードとスライダーバーで輝度の状態を確認できます。 

[ FN \ + [ F 7 ] : _キーを押したまま、 [7 巧キーを押すたびに本体液晶ディスプレイの輝度が1段 
階ずつ上がります。 

表示される[輝度]のカードとスライダーバーで輝度の状態を確認できます。 


画面を見やすく調整する 

-ディスプレイー 



パソコンの基本操作を覚えよ5 
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スピーカの 音量を調整する 


スピーカの音量は、ボリュームダイヤル、または音量ミキサから調整できます。 

■■ポリュームダイヤルで調整する 

メモ 

春パソコンの起動時、または電源を切っているときは、ボリュームダイヤルをまわしても音量調節はで 
きません。 

n パソコン本体のボリュームダイヤルをまわす 

■■ ボリュームダイヤルの位置は、『取扱説明書』で確認してください。 

右側にまわすと音量が大きくなります。 

左側にまわすと音量がノ」\さくなります。 

音量を確認しながら、ボリュ_ムダイヤルをまわして調整してください。 

〇音量ミキサから調整する 

Ew [スタート]ポタン（〇) — [コント□ールパネル]をクリックする 

Q 八ードウエアとサウンド]— [ >システム音量の調整]をク 

W リックする 

[音量ミキサ]画面が表示されます。 

Q 各項目でつまみを上下にドラッグして調整する 

■ [ミュート]ボタン（卜 >i) をクリックすると消音（ミュート）になります。 


54 


K 音星ミキサ 

デバイス⑼ 

デパイス 




a 


スピーカー 


アプリケーション 

吃 

Windows 
のサウンド 


中) 


cp 


0 


(表示例) 


パソコンの基本操作を覚ぇょぅ 

























〇サウンド 


□ 音楽/音声を再生するとき 

音量 S キサの各項目では、次の音量が調整できます。 




スピーカー 

スピーカの音量を調整します。 

Windows のサウンド 

Windows のプログラムイベントで再生されるサウンド設定の 
音量を調整します。 


また、使用するアプリケーションにより異なる場合があります。詳しくは『アプリケーション 
に付属の説明書』を確認してください。 


mm Realtek HD オーディオマネージャについて 

Realtek HD オーディオマネージャでは、オーディオ機能のいろいろな設定を変更することが 
できます。 

設定方法 


Q [スタート]ボタン （0) —[コント□ールパネル]をクリックする 

[令ハードウェアとサウンド]— [2^ Realtek HD オーデイオマ 
ネージャ]をクリックする 

[Realtek HD オーディオマネージャ]画面が表示されます。 

設定したい機能のタブをクリックする 

¢1 Realtek HD 才-デイオ7ネ-ジV 

( P スピ—力—/マ j _ 

ム. — @ m ァナ□ク 

I I スビ - ftK 定 L5St*Jlth l ^ ' 


フルレン3スビ^)— 

7 フロント® £te よ UC 




城 Realtek — 


(表示例） 


それぞれのタブでは、次の機能が設定できます。 

■[スピーカー]タブ 

バソコンの内蔵スピーカやへッドホンを使う場合に選択します。 

■[マイク]タブ 

コンピュータの内蔵マイクや、外部マイクをマイク入力端子に接続して、録音を行 
う場合に選択します。 


3 
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〇サウンド 


各ポタンやタブをクリックし、オーディオ機能を調整する 

手順〇でクリックした機能のタブの中には、設定ポタンやタブがあり、詳細設定を 
変更することができます。 


[0 K ] ポタンをクリックする 



パソコンの基本操作を覚えよう 
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いろいろなメディアカードを使5 

-プ u ツジメディアスロツトー 


本製品では次のメディアカードをブリッジメディアス□ットに差し込んで、データの読み出し 
や書き込みができます。 

• SD メモリカード（著作権保護技術対応） •メモ U — スティック 

• SDHC メモリカード（著作権保護技術対応）* 1 •メモ U — スティック PRO 


マルチメディアカード 

1システムが Windows Vista 以外の場合は使用できません。 


xD - ピクチャーカード 


次のメディアカードは、市販のアダプタを装着すると、本製品のブリッジメディアス□ットで 
も使用できます。 

• miniSD メモリカード （ miniSD メモリカード用のアダプタ使用） 

• microSD メモリカード （ SD メモリカードサイズの microSD メモリカード用のアダプタ使用） 

• メモ U — スティック PRO Duo (メモ U — スティックデュオアダプタ使用） 

アダプタの装着や使用方法は、メディアカードの取扱説明書を確認してください。 

例 ： microSD メモリカードの場合 



♦ 


1 


それぞれのメディアカードで使用できる容量については 『dynabook * * * * (お使いの機種 
名）シリーズをお使いのかたへ』を確認してください。 

コンパクトフラッシュメモリカードなどは使用できません。使用する場合は USB 経由で周辺機 
器（デジタルカメラなど）を接続するか、専用の力ード U —ダーをご使用ください。 
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パソ n ンの基本操作を覚えよう 


















新品のメディアカードは、メディアカードの規格に合わせてフォーマットされた状態で販売さ 
れています。 

フォーマットとは、メディアカードにトラック番号やへッド番号などの基本情報を書き込み、 
メディアカードを使えるようにすることです。 

再フォーマットをする場合は、メディアカードを使用する機器（デジタルカメラやオーディオ 
プレーヤなど）で行ってください。 

SD メモリカード/ SDHC メモリカードでは、再フォーマットをする場合に「東芝 SD メモリ 
カードフォーマット」も使用できます。 

「東芝 SD メモリカードフォーマット」については、「本項-「東芝 SD メモリカードフォーマッ 
卜」を使ってフオーマツトする」をご覧ください。 


r 東芝 sd メモリ カー ドフ ォーマツ ト」を 使つ て フォーマツ トする 



p ディアカードを使う前に 


フォー マットするにあたつ て - 

あらかじめ、「付録メモリカード/ SDHC メモリカードの フォー マットにつ 
いて」を確認してください。 


SD メモリカード/ SDHC メモリカードをセットする 

SD メモリカード/ SDHC メモリカードを使用するアプリケーションを 
起動している場合は終了する 

[スタート]ポタン （©) —[すべてのプログラム]— [ TOSHIBA ] 
—[ユーテイリテイ]— [ SD メモリカードフオーマット]をクリック 
する 

[東芝 SD メモリカードフオーマツト]画面が表示されます。 


メディアカードの使用にあたって 

あらかじめ、「付録メディアカードを使う前に」を確認してください。 


いろいろなメディアカードを使うーブリッジメディアスロット- 


パソコンの基本操作を覚 
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F 1 いろいろなメディアカードを使う-ブリッジメディアスロット- 


^フ ォー マツトしたい SD メモリカード/ SDHC メモリカードがセツトさ 
れているドライブを確認し①、必要に応じてフォーマツトの種類を設定 
し②、[スタート]ポタンをクリックする③ 


■① 


.② 


.③ 


• 簡易フォーマット 

ファイルの削除のみを行い、すべての領域の初期化は行われません。 

• 完全フオーマツト 

SD メモリカード/ SDHC メモリカードのすべての領域を初期化します。簡易 
フォーマットに比べて、フォーマットに時間がかかります。 

メッセージの内容を確認し、 [0K] ポタンをクリックする 

フォーマットが開始されます。 

画面下のバーは進行状況を示しています。フォーマットが完了すると、メッセージが 
表示されます。 

Q メッセージの内容を確認し、 [0K] ポタンをクリックする 

これで、フォ-マットは完了です。 

フォーマットを終了する場合は、[終了]ポタンをクリックしてください。 





パソコンの基本操作を覚えよう 
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El いろいろなメディアカードを使うーブリッジメディアスロットー 


2 


メディアカードのセツトと取り出し 


ブリッジメディアスロットに関する表示 


パソコン本体に電源が入っている場合、ブリッジメディアス□ットに挿入したメディアとデー 
夕をやり取りしているときは、ブ U ツジメディア LED が点灯します。 


◎ D 0*1 〇(!) 〇〇〇0 0(( f ) 




操作にあたって 


あらかじめ、「付録0-®-■■メディアカードの操作にあたって」を確認してください。 


セツトする 


メディアカードの表裏を確認し、表を上にして、ブリッジメディアス 
ロットに挿入する 

奥まで挿入します。 



SD メモリカード メモリースティック xD- ピクチヤーカードマルチメディアカード 

SDHC メモリカード メモリースティック PRO 



パソコンの基本操作を覚えよう 
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いろいろなメディアカードを使うーブリッジメディアスロットー 


セツトしたメディアカードの内容を見る 


著作権保護* 1 を必要としない画像や音声、テキストなどの一般的なファイルは、次の手順で見 
ることができます。 

*1SD メモリカード、メモリースティックの場合 


[スタート]ポタン（I 


[コンピュータ]をクリックする 


[コンピュータ]画面が表示されます。 

メディアカードのアイコンをダブルクリックする 

以下の名称は表示の一例です。異なる名称が表示される場合があります。 


SD メモリカード 
SDHC メモリカード 
メモ U _ スティック 
メモリースティック PRO 
xD - ピクチャーカード 
マルチメディアカード 


セキュリティで保護された記録域デバイス 
セキュリティで保護された記録域デバイス 
リムーパブルディスク 、 MemoryStick 
U ムーバブルディスク 、 MemoryStick Pro 
リムーバブルディスク 、 XD Card 
U ムーノ（ブルデイスク、 MMC 記憶域デノ（イス 


セツトしたメディアの内容が表示されます。 


メモ 


メディアカードによっては、ブリッジメディアス□ットにセットすると、自動的に内容が表示されたり、 
メディアカードに対する操作を選択する画面が表示される場合があります。選択画面が表示されたと 
きは、[フオルダを開いてファイルを表示]を選択してください。 


自動芎生 r^irs _ 

^ セキユリテイで保護された記德域デノ(イス(X：) 

〇ピクチやに対しては常に次の動作を行う： 


ピクチヤのオプシヨ 

fin 

全般のオプション 


画像の取り込み 

-Windows 使用 

画像の表示 

-Windows 使用 






システムの甬速化 

-Windows Ready Boost 使用 


コント匚ールパネル T 目勡再牛の殴定歹泠定します 



パソコンの基本操作を覚えよう 
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いろいろなメディアカードを使う ーブリッジメディアスロットー 


k ■取り出す 

メディアカードに保存しているファイルを使用していたり、ウィンドウを開いたりしていると、 
取り出しができません。 

ウィンドウやファイルを閉じてから、操作を行ってください。 

メディアカードの使用を停止する 

① [スタート]ボタン（❾）—[コンピュータ]をクリックする 

[コンピュータ]画面が表示されます。 

② メディアカードのアイコンを右クリックし ①、 [安全に取り外す]をクリックする ② 


JB セキュリティで保護された記悝 
域デバィス(X:) 


問く (〇) 

エクスプローラ(X) 

自動再生を関く⑺… 

東芝 SD メモリカードフオーマツト (M) 
共有 (H) … 

ポータブルデノ【イスとして聞く 


安全:こ取つ外 T(S) 


切り取り CO 
コピー (C) 

シヨー ト カツ トの作成 (S) 
名前の変更 (M) 
プロパティ (R) 


■① 


■② 


(表示例） 


通知領域に[八ードウエアの取り外し]のメッセージが表示されます。 


メディアカードを押す 

力ードが少し出てきます。そのまま手で取り出します。 



パソコンの基本操作を覚えよう 
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■ネッ トワークの世界へ 

本製品に内蔵されている通信に関する機能を説明しています。 

ブロー ドパンドでインターネットに接続する方法や、ほかのパソコン 
と通信する方法について紹介します。 


1ネットワークで広がる世界 
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トワークで広がる世界 



会社や家庭でそれぞれ自分専用のパソコンを持っている場合、1つのプリンタを共有したいと 
きや、 ADSL モデムでインターネット接続を使いたいときは、ネットワークを使うと便利です。 


LAN 接続はこんなに便利 


会社や家庭でそれぞれが自分専用のパソコンを持っている場合や、ひとりで複数のパソコンを 
持っている場合など、複数のパソコンがあるときは 、 LAN (Local Area Network ) を使うと 
便利です。 

LAN 機能にはケーブルを使った有線 LAN と、ケーブルを使わない無線 LAN があります。 



(接続例） 

■有線 LAN 

有線 LAN の機能や LAN ケーブルの接続については、「本節®ブロードバンドで接続する」を 
参照してください。 

■無線 LAN 

無線 LAN とは、パソコンに LAN ケーブルを接続していない状態でもネットワークに接続できる、 
ワイヤレスの LAN 機能のことです。モデムやルータの位置とは関係なく、無線通信のエリア内 
であればあらゆる場所からコンピュータを LAN システムに接続できます。 

無線 LAN ルータや無線 LAN アクセスポイント（市販）を使用することによって、パソコンから 
ワイヤレスでネットワーク環境を実現できます。 

ネットワークに接続したあとに、ファイルの共有の設定や、ネットワークに接続しているプリン 
夕などの機器の設定を行う必要があります。ネットワーク機器の接続先やネットワークの詳し 
い設定については、[スタート]ボタン（〇) — [ヘルプとサボート]をクリックして、 
『 Windows ヘルプとサボート』を参照してください。 

ネットワークに接続している機器の設定は、それぞれの取扱説明書を確認してください。 

また、会社や学校で使用する場合は、ネットワーク管理者に確認してください。 
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ネツトワ—ク Q 世界へ 



























































〇ネットワークで広がる世界 


ブロードバンドで接続する 


本製品には、ブロードバンド接続などに使用する LAN 機能が内蔵されています。 

本製品の LAN コネクタに ADSL モデムやケープルモデムなどを LAN ケーブルで接続し、ブ□一 
ドバンドでインターネットに接続することができます。 

また、本製品の LAN 機能は 、 Gigabit Ethernet (1 〇〇0巳 ASE - T)、Fast Ethernet 
(100 BASE - TX)、 Ethernet (10 BASE - T ) に対応しています。 LAN コネクタに LAN ケーブ 


ルを接続し、ネットワークに接続することができます 。 Gigabit Ethernet、Fast Ethernet 、 
Ethernet は、ご使用のネットワーク環境（接続機器、ケーブル、ノイズなど）により、自動で 
切り替わります。 



mm lan ケーブルを接続する 

LAN ケーブルの使用にあたって — 

•あらかじめ、「付録 □ B 有線 LAN について」を確認してください。 


LAN ケーブルをはずしたり差し込むときは、プラグの部 
分を持って行ってください。また、はずすときは、プラ 
グの□ック部を押しながらはずしてください。ケーブル 
を引っ張らないでください。 



ネ 

ヅ 

卜 

ワ 

I 

ク 

の 

世 

界 


n パソコン本体に接続されているすべての周辺機器の電源を切る 

Q LAN ケーブルのプラグをバソコン本体の LAN コネクタに差し込む 

ロック部を上にして、「カチッ」と音がするまで差し込んでください。 



Q LAN ケーブルのもう一方のプラグを接続先のネットワーク機器のコネ 
クタに差し込む 

接続する機器の名称や以降の設定はプ□ノ（イダによつて異なります。詳しくは契約し 
ているプ□バイダにお問い合わせください。 
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〇ネットワークで広がる世界 


M 動作状態を確認するには _ 

LAN コネクタの両脇には、 LAN インタフェースの動作状態を示す2つの LED があります。 



B ADSL 接続を設定する方法 

接続に必要な設定はプ□バイダによって異なります。詳しくは契約しているプ□バイダにお問 
い合わせください。プ□バイダから、接続に必要な CD - ROM などが支給されている場合は、そ 
ちらをご利用ください。 


ワイヤレス（無線） LAN を使う 


* 無線 LAN モデルのみ 

■■無線 LAN を使ってみよう 

本製品の無線 LAN モジュールの仕様にっいては、「付録無線 LAN の概要」と 
『dynabook * * * * (お使いの機種名）シリーズをお使いのかたへ』を確認してください。 

△警告 

•バソコン本体を航空機に持ち込む場合、ワイヤレスコミュニケーシヨンスイッチをオフ側 
にし、必ずパソコン本体の電源を切ること 

ワイヤレスコミュニケーシヨンスイッチをオンにしたまま持ち込むと、パソコンの電波に 
より、計器に影響を与える場合があります。 

また、航空機内でのパソコンのご使用は、必ず航空会社の指示に従ってください。 
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tms 


無線 LAN のご使用にあたって 


あらかじめ、「付録 D _ 匿*無線 LA N について」を確認してください。 
セキュリティに関しての注意事項や使用上の注意事項を説明しています。 


ネツトワ—ク Q 世界へ 










































〇ネットワークで広がる世界 


本体前面にある、ワイヤレスコミュニケーションスイッチを On 側にス 
ライドする 



I OD D«iOc!) 〇〇〇 0 〇 ) 

- 金」 

以降の無線の設定方法には、次の2種類があります。 

•「 ConfigFree 」 を使う 
• Windows 標準機能を使う 

rConfigFreeJ を使って設定する場合は、「本項 ■■- ConfigFree 」 を参照してく 
ださい。 

また、 Windows 標準機能を使って設定する場合は、[スタート]ポタン （©)— 
[ヘルプとサボート]をクリックして、 『 Windows ヘルプとサボート』を参照してく 
ださい。 

r N ¢3役立っ操作集- X 

ConfigFree 

本製品に用意されている 「ConfigFree」 を使うと、近隣の無線 LAN デバイスを検出したり、 LAN 
ケーブルをはずすと自動的に無線 LAN に切り替えるなど、ネットワーク設定に便利な機能が使えます。 
詳細については、「ファーストユーザーズガイド」をご覧ください。 

「ConfigFree」 は、コンピュータの管理者のユーザアカウントで使用してください。 

參ファーストユーザーズガイドの起動方法 

①[スタート]ボタン （©) -[すべてのプ□グラム]- [ TOSHIBA] - [ConfigFree ] - 
[ConfigFree ファーストユーザーズガイド]をクリックする 

•「ConfigFree」 の起動方法 

購入時の状態では、 Windows を起動すると通知領域に 「ConfigFree」 のアイコン（慶）が表示 
されています。 

「ConfigFree」 を終了させた場合は、次の手順で起動してください。 

①[スタート]ボタン （©)- [すべてのプログラム] —[ TOSHIBA] - [ConfigFree ] - 
[ConfigFree トレイ]をクリックする 

V_ y 


































〇ネットワークで広がる世界 


D セキユリテイの設定 


無線 LAN 機能を使用する場合、セキュリティ設定を行うことをおすすめします。 
セキュリティの設定を行っていない場合、さまざまな問題が発生する可能性があります。 

「付録 H - ra - 無線 LAN 製品ご使用時におけるセキュリティに関するご注意」 


これらの問題に対応するためには、無線アクセスポイント、無線 LAN カードの双方で通信デー 
夕の暗号化などのセキュ U ティが必要になります。 

本製品には、無線 LAN を使用するにあたっての問題に対応するためのセキュリティ機能が用意 


B されています。 

次のセキュリティ設定を行い、セキュリティ機能を有効にして本製品を使用すれば、それらの 
問題が発生する可能性を低くすることができます。 

あらかじめアクセスポイントに接続した状態で、次のように設定してください。 

ヅ 無線アクセスポイントのセキュリティ設定方法『無線アクセスポイントの取扱説明書』 

卜 

ワ [スタート]ポタン（料） -*• [コント□ールパネル]をクリックする 

ク Q [ (t •ネットワークの状態とタスクの表示]をクリック—画面左の 
の [ネットワ-ク接続の管理]をクリックする 

胃 |現在のネットワークへの接続状態が表示されます。 

へ Q [< 。ワイヤレスネットワーク接続]アイコンを右クリックし、表示さ 
れたメニュ-から[状態]をクリックする 

[ワイヤレスネットワーク接続の状態]画面が表示されます。 

Q [ワイヤレスのプロパティ]ポタンをクリックする 

H [セキュリティ]タブを選択し、セキュリティと暗号化の種類を選択し 
てセキュリティを設定する 


選択する項目、データ暗号化の方式、ネットワークキーの詳細については、お使いになる無線 
アクセスポイントの取扱説明書を確認のうえ、正しく設定してください。正しく設定していな 
い場合、無線アクセスポイントに接続できない場合があります。 
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〇ネットワークで広がる世界 


[ダイヤルアツプで接続する 


* モデム内蔵モデルのみ 

本製品の内蔵モデムを使って、ダイヤルアップ接続でインターネットに接続す る ことができ ま 
す。 内蔵モデムを使用す る 場合、モジュラーケーブルを2線式の電話回線に接続し ます。 内蔵 
モデムは、 ITU-T V .90 に準拠して います。 通信先のプ□バイダが V .90 以外の場合は、最大 
33.6 kbps で接続され ます。 


M モデムの操作にあた a て - 

* あらかじめ、「付録 D- ■■内蔵モデムについて」を確認してください。 


mm モジュラーケーブルを接続する 

モジュラーケープルをはずしたり差し込むときは、モジュラープラグの部分を持って行ってく 
ださい。また、はずすときは、ジャックプラグの□ック部を押しながらはずしてください。 
ケーブルを引っ張らないでください。 




ネ 

ヅ 

卜 

ワ 

I 

ク 

の 

世 

界 



モジュラーケーブルのプラグの一方をパソコン本体のモジュラージヤッ 
クに差し込む 

ロック部を上にして、「カチッ」と音がするまで差し込んでください。 

LAN ケーブルとモジュラーケーブルのプラグは形状が非常に似ていますが、プラグの 
部分の大きさは、モジュラーケーブルのほうが小さいです。ケーブルを接続するとき 
は、モジュラージャックとプラグの大きさをよくご確認のうえ、接続してください。 
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〇ネットワークで広がる世界 


もう一方のモジュラーケーブルのプラグを電話機用モジュラージャック 
に差し込む 


ダイヤルアツプ接続を設定する方法 


ここでは、すでに契約しているプ□バイダにダイヤルアップ接続するための方法について説明 
します。 

設定は管理者アカウントで行ってください。 

接続に必要な設定内容は、契約しているプ□バイダの取扱説明書を確認してください。 


i 


[スタート]ポタン （©) —[接続先]をクリックする 

[接続するネットワークを選択します]画面が表示されます。 

[接続またはネットワークをセットアップします]をクリックする 


脊ネットワ-クに脚！ 

接模 T 5 ネ•ツトワークを遐択しま T 


a 




セキユリテイの設定が有効なネツトワーク 




セキユリテイの設定が有効なネツトワーク 


•• XXXXX セキュリティの効なネットワーク 

• p * xxxxx セキュリティの効なネットワーク 


，冰 

，ぜ 


[ 培持走?:-は木、 y 卜つークをヤトアップしますI 


匚接規 ( Q ) ] I ) 


[接続オプションを選択します]画面が表示されます。 

[ダイヤルアップ接続をセットアップします]を選択し①、[次へ]ポ 
タンをクリックする② 


益令ネットワークに撇 


接模オプションを通択しま T 
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ワイヤレスネツトワークに手動で接接します 

非表示のネヴトつークに撇、または新しいワイヤレスプロフアイ作成します • 


ワイヤレスアドホック（コンピュータ相互）ネットワークを設定しま T 

1 ■烏ファイルやインターネット接綾を共有 TS ために、セットアップします， 




ダイヤルア V プ接規をセツトアップします 

タイヤ J レアップ接規でインターネツトに接枝します ■ 




麟へのタイヤルアップまたは VPN 接枝をセットアップします • 


■① 


■② 


[インターネットサービスプ□バイダ （ ISP ) の情報を入力します]画面が表示されます。 


ネツトワ—ク Q 世界へ 






















































〇ネットワークで広がる世界 


各項目を設定し、[接続]ボタンをクリックする 

[ダイヤルアップの電話番号][ユーザー名][パスワード]など、それぞれを入力し 
てください。 


穸ダイヤルアップ接枝をセットアップします 

インターネ•ットサービスプロパイダ (ISP) の價報を入力しま T 
ダイヤルアップの鼉结 XXXX-XXXX-XXXX 
ュ—サ—名⑼： XXXXXX 


ノ U ワード (E): 


接榜名 (£0: 


0ノ (スつードの文芋を表示 T る (S) 
〇このノ U ワードを記價 TS(B) 


ダイヤルアップ接挎 


D B 他の人がこの接耪を使うことを許可 T る⑻ 

このオプションによつて、このコンピュータにアクセスがあるすベての人がこの接校を使え 
るよ5にな0ます • 

ISPtffe り g 付ん 


キ P ン to レ ) 


ダイヤルアップ接続が実行されます。 

接続が完了したあと[閉じる]ポタンをクリックすると、環境を設定する画面が表示 
されます。画面に従って、各項目を設定してください。 


k ■海外でインターネットに接続するには 

本製品の内蔵モデムで使用できる国/地域については、「付録 D 技術基準適合について」を参 
照してください。 

海外でモデムを使用する場合、「内蔵モデム用地域選択ユーティリティ」で内蔵モデムの地域設 
定が必要です。 

設定は管理者アカウントで行ってください。それ以外のユーザアカウントで起動しようとする 
と、エラーメッセージが表示され、起動できません。 

日本で使用する場合は、必ず日本モードで使用してください。他地域のモードで使用すると、 
電気通信事業法（技術基準）に違反する行為となります。 

購入時は「日本」に設定されています。 



ネツトワ—クの世界へ 
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I ■ネットワークで広がる世界 


I 使用する地域名または所在地情報名を選択し、クリックする 

• 地域名を選択した場合 

モデムの地域設定を行ったあと、新しく所在地情報が作成されます。この場合、現 
在の所在地情報は新しく作成されたものになります。 

• 所在地情報名を選択した場合 

その所在地情報に設定されている地域でモデムの地域設定を行います。選択された 
所在地情報が現在の所在地情報になります。 
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[スタート]ポタン（吃》)—[すべてのプ□グラム]— [TOSHIBA] 
―[ネットワーク ]— [Modem Region Select] をクリックする 

[Internal Modem Region Select Utility ] アイコン （〜） が通知領域に表示され 
ま9 〇 


(表示例） 


通知領域の [Internal Modem Region Select Utility ] アイコン 
(h ) をクリックする 

内蔵モデムがサボートする地域のリストが表示されます。 

その他の地域での許認可は受けていないため、その他の地域では使用できません。注 
意してください。内蔵モデムが使用できない地域では、その地域で許認可を受けてい 
るモデムを購入してください。内蔵モデムに接続する回線が PBX 等を経由する場合は 
使用できない場合があります。 

上の注意事項を超えてのご使用における危害や損害などについては、当社では責任を 
負えませんのであらかじめご了承ください。 

現在設定されている地域設定と、所在地情報名にチェックマークがつきます。 

ポーランド 
ポ;レトガル 
ルーマニア 
□シア 

V 所在地情報 


シンガボール 
スロバキア 




設定方法 




好 

示 

表 

/ ' 


I ス nTI リ 
S お战？： ^乃押 


ネツトワ—クの世界へ 







〇ネットワークで広がる世界 


■ その他の設定 

次のような設定ができます。 



通知領域の [Internal Modem Region Select Utility ] アイコン 
(%) を右クリックし、表示されたメニューから項目を選択する 


モデ 

CSELECH こついて 
終了 


タイ乃 L/D プロパテイ 


(表示例） 


❻メモ 

•通知領域に [Internal Modem Region Select Utility ] アイコン （~) が表示されてい 
ない場合は、[スタート]ボタン（〇) — [すべてのプログラム]— [ TOSHIBA ] - 
[ネットワーク ]— [Modem Region Select ] をクリックしてください 0 


□設定 

チェックボックスをクリックすると、次の設定を変更することができます。 


自動起動モード 

システム起動時に、自動的に「内蔵モデム用地域選択ユー 
ティリティ」が起動し、モデムの地域設定が行われます。 

地域選択後に自動的にダイア 
ルのプロパティを表示する 

地域選択後、[電話とモデムのオプション]の[ダイヤル情 
報]が表示されます。 

場所設定による地域選択 

[電話とモデムのオプション]の所在地情報名が地域名のサ 
ブメニュー1こ表示され、所在地情報名から地域選択ができ 
るようになります。 

モデムとテレフォニーの現在 
の場所設定の地域コードとが 
違っている場合にダイア□グ 
を表示 

モデムの地域設定と、[電話とモデムのオプション]の現在 
の場所設定の地域コードが違っている場合に、注意の画面 
を表爪します。 


□モデム選択 

COM ポート番号を選択する画面が表示されます。内蔵モデムを使用する場合、通常は自動的に 
設定されますので、変更の必要はありません。 


□ダイアルのプロパティ 

[電話とモデムのオプション]の[ダイヤル情報]画面を表示します。 
























周辺機器を使って機能を広げ J ； 3 

パソコンでできることをさらに広げたい。 

そのためには周辺機器を接続して、機能を拡張しましよう。 

本製品に取り付けられるさまざまな周辺機器の紹介と、よく使う周辺 
機器の取り付けかたや各種設定、取り扱いについて説明しています。 


1周辺機器を使う前に . 76 

2 USB 対応機器を使う . 77 

3外部ディスプレイの接続 . 79 

4マイクロホンやへツドホンを使う . 85 

5 PC カードを使う . 87 

6 RS -232 C 対応機器を使う . 90 










周辺機器とは、パソコンに接続して使う機器のことで、デバイスともいいます。周辺機器を使 
うと、パソコンの性能を高めたり、パソコンが持っていない機能を広げることができます。 
周辺機器には、パソコンのカパーを開けて、パソコンの中に取り付ける内蔵方式のものと、パ 
ソコン本体の周囲にあるコネクタや端子、ス□ットにつなぐ外付け方式のものがあります。 

■ 内蔵方式のもの 

• メモ U * バツテ U 

■外付け方式のもの 

本製品のインタフェースに合った周辺機器をご利用ください。 

周辺機器によっては、インタフェースなどの規格が異なることがあります。インタフェースと 
は、機器を接続するときのケーブルやコネクタや端子、ス□ットの形状などの規格のことです。 
購入される際には、目的に合った機能を持ち、本製品に対応している周辺機器をお選びくださ 
い。周辺機器が本製品に対応しているかどうかについては、その周辺機器のメーカに確認して 
ください。 

コネクタの仕様について「付録0各インタフェースの仕様」 

周辺機器の取り付け/取りはずしにあたって 

•あらかじめ、「付録 D - 匿 i ■周辺機器について」を確認してください。 

本製品で使用できるおもな周辺機器は、次のとおりです。 

• メモ U 

メモリの増設『取扱説明書1章！!メモリの増設』 

• USB 対応機器 

USB 対応機器「本章0 USB 対応機器を使う」 

•外部ディスプレイ 

外部ディスプレイの接続「本章0外部ディスプレイの接続」 

• マイク□ホン 

マイク□ホンの接続「本章 Q - IjH マイク□ホンを使う」 

• へッドホン 

へッドホンの接続「本章 tr ® へッドホンを使う」 

• PC 力ード 

pc 力ード「本章0 pc 力ードを使う」 

• RS -232 C 対応機器 

RS -232 C 対応機器「本章 RS -232 C 対応機器を使う」 



周辺機器を使5前に 



周辺機器を使って機能を広げよ5 
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USB 対応機器を使 3 


USB 対応機器は、電源を入れたままの取り付け/取りはずしができ、プラグアンドプレイに対 
応しています。 

USB 対応機器には次のようなものがあります。 

• USB 対応マウス • USB 対応プリンタ 

• USB 対応スキャナ * * USB フラッシュメモリ など 

本製品の US 巳コネクタには USB 2.0 対応機器と USB 1.1 対応機器を取り付けることができます。 
USB 対応機器の詳細については、 『 USB 対応機器に付属の説明書』を確認してください。 


△注意 


USB コネクタに金属製品が接触しないようにすること 

金属製のヘアピンやクリップなどが USB コネクタに触れると発熱の原因となります。特 
にパソコン本体をかばんなどに入れて持ち運ぶときには、金属製品と接触しないようにし 
てください。 




USB 対応機器の操作にあたって 


あらかじめ、「付録 D-ra- usb 対応機器の操作にあたって」を確認してください。 


| USB の常時給電 


( > ) アイコンが付いている USB コネクタでは、パソコン本体の電源が OFF の状態（スリープ 
状態、休止状態、シャットダウン状態）でも、 US 巳コネクタに USB バスパワー ( DC 5 V ) を 
供給することができます。 

本機能を利用して、 USB に対応する携帯電話や携帯型デジタル音楽プレーヤなどの外部機器の 
使用および充電ができます。 

* USB ケーブルは本製品に含まれていません。別途ご使用の機器に対応したケーブルを準備してください。 
なお、外部機器によっては本機能を使用できない場合があります。 




USB の常時給電について 


あらかじめ、「付録 D_ 匿*- USB の常時給電について」を確認してください。 



周辺機器を使って機能を広げよぅ 
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B USB 対応機器を使う 


取り付け 


USB ケーブルのプラグを USB 対応機器に差し込む 

この手順が必要ない機器もあります。 USB 対応機器についての詳細は、 『 USB 対応機 
器に付属の説明書』を確認してください。 

USB ケーブルのもう一方のプラグをパソコン本体の USB コネクタに差 
し込む 

ブラグの向きを確認して差し込んでください。 



取りはすし 

USB 対応機器の使用を停止する 

① 通知領域の[八ードウエアの安全な取り外し]アイコン（^|)をクリックする 

* 通知領域にこのアイコン （B) が表示されなし) USB 対応機器は、次の手順は必要ありません。 
手順0に進んでください。 





② 表示されたメニューから [XXXX (取りはずす USB 対応機器）を安全に取り外し 
ます]をクリックする 

③ 「このデバイスはコンピュータから安全に取り外すことができます。」のメッセー 
ジが表示されたら、 [0 K ] ボタンをクリックする 

パソコン本体と USB 対応機器に差し込んである USB ケーブルを抜く 



周辺機器を使って機能を広げよう 
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外部デイスプレイの接続 


RGB コネクタにケーブルを接続して、外部ディスプレイに Windows のデスクトップ画面を表 
示させることができます。 



メモ 


使用可能な外部ディスプレイは、本体液晶ディスプレイで設定している解像度により異なります。 
解像度に合った外部ディスプレイを接続してください。 


1 


パソコンに接続する 




外部デイスプレイ接続の操作にあたって 


あらかじめ、「付録 D-ra- 外部ディスプレイ接続の操作にあたって」を確認してください。 


外部ディスプレイとノ r ノコン本体の電源を切った状態で接続してください。 

外部ディスプレイのケーブルのプラグを RGB コネクタに差し込む 



Q 外部ディスプレイの電源を入れる 
バソコン本体の電源を入れる 


0 


上の手順で電源を入れると、パソコン本体は自動的にその外部ディスプレイを認識します。 



周辺機器を使って機能を広げよぅ 
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0 外部ディスプレイの接続 




表示を切り替える 


外部ディスプレイを接続した場合には、次の表示方法があります。 

表示方法は、表示装置の切り替えを行うことで変更できます。 

■ 本体液晶ディスプレイだけに表示/外部ディスプレイだけに表示 

いずれかの表示装置にのみ、デスク 
トップ画面を表示します。 



OFF 


クローン表示 

2つの表示装置それぞれにデスク 
トップ画面を表示します。 




拡張表示 

2つの表示装置を1つの大きなデ 
スクトップ画面として使用（拡張 
表 ttO します。 




外部ディスプレイに表示するには次の設定を行ってください。設定を行わないと、外部デイス 
プレイには表示されません。 


A メモ 


外部ディスプレイと本体液晶ディスプレイを同時表示させる場合は、同時表示の種類や設定に合った 
色数/解像度で表示されます。 

表示を切り替えたとき、システムによって自動的に解像度が変更される場合があります。 

本体液晶ディスプレイだけに表示を切り替えると、元の解像度に戻ります。 



周辺機器を使って機能を広げよう 
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方法 1 ーコントロールパネルで設定する 

[スタート]ボタン（矣孕） -*• [コント □ ールパネル]をクリックする 
[至]その他のオプション]をクリックする 
[Q Intel ( R ) GMA Driver for Mobile ] をクリックする 
[ディスプレイデパイス]で、表示する装置を選択する 



ぶ-トプ，ゥ 

シン”ルデイスブレイ 

广 PC モニタ 


マルチデイスブレイ 

^ lntel ( R ) デ; I アル•デイブデパイス 
スブレイ•クローン 


[ スキームオブシ3> 






拡張デスりトッブ せカン卯デパイス 


匚 




3 D 設定 


[ 


| [ キ v ン t 几 ][as ] 


(表示例） 


チェック（V)がついている項目が現在の表示装置です。 

* 画面は外部ディスプレイを接続している場合の表示例です。 

• 本体液晶ディスプレイだけに表示 

[ノートブック]をクリックしてください。 

• 外部ディスプレイだけに表示 

[ pc モニタ]をクリックしてください。 

• クローン表示 

2つの表示装置それぞれにデスクトップ画面を表示します。 

① [ Intel ( R ) デュアル.ディスプレイ.クローン]をクリックする 

② 表示に合わせた設定をする 


0外部ディスプレイの接続 




項目 

プライマリデパイス 

セカンダリデパイス 

本体液晶ディスプレイと 
外部ディスプレイでクローン表示 

ノー トプック 

PC モニタ 

PC モニタ 

ノー トブック 



周辺機器を使って機能を広げよう 
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0 外部ディスプレイの接続 


參拡張表 7F 

2つの表示装置を1つの大きなデスクトップ画面として使用できます。 

① [拡張デスクトップ]をクリックする 

② 表示に合わせた設定をする 


項目 

プライマリデバイス 

セカンダリデパイス 

本体液晶ディスプレイと 
外部ディスプレイで拡張表示 

ノ トプック 

PC モニタ 

PC モニタ 

ノートブック 


メモ 

* 本体液晶ディスプレイと外部ディスプレイをク□—ン表示または拡張表示に設定する際 
に、外部ディスプレイにノイズが発生した場合は、外部ディスプレイの解像度、色数、リ 
フレッシュレートを下げてご使用ください。 

設定は、ク□—ン表示または拡張表示に設定したあと、[ディスプレイ設定]をクリック 
し、表示される画面で行います。 


[0 K ] ポタンをクリックする 

次の画面が表示されます。 



Q [0 K ] ポタンをクリックする 
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0 外部ディスプレイの接続 


■■ 方法2 — r ^ i + r ^ i キーを使う 

♦表示装置を LCD (本体液晶ディスプレイ）に戻す方法 

現在の表示装置が LCD (本体液晶ディスプレイ）以外に設定されている場合、表示装置を 
LCD に戻すことができます。表示装置を選択する画面が表示されていない状態で、 [ FN ] + [ F 5 
キーを3秒以上押し続けてください。 

表示装置に何も表示されず、選択する画面が表示されているか確認できない場合は、いった 
んキーポードから指をはなしてから、 1F/VI + IF5] キーを3秒以上押し続けてください。 


M 表示装置を選択する画面 _ 

_キーを押したまま_キーを押すと、 「TOSH 旧 A Flash Cards」 の表示装置を選択する 
画面が表示されます。 

* 画面は LCD (本体液晶ディスプレイ）と外部ディスプレイを 
接続した場合です。 


©©©©表示例） 

上のカードは現在の表示装置を示しています。_キーを押したまま_キーを押すたびに、 
大きなアイコンが移動します。表示する装置が大きなアイコンに変わったところで、@キ_ 
をはなすと表示装置が切り替わります。 


① LCD. 本体液晶ディスプレイだけに表示 

② LCD+CRT. 本体液晶ディスプレイと外部ディスプレイにクローン表示 

③ CRT. 外部ディスプレイだけに表示 

本体液晶ディスプレイには何も表示されません。 


④ LCD+CRT Extended Desktop 

. 本体液晶ディスプレイと外部ディスプレイに拡張表示 

本体液晶ディスプレイがプライマリモニタになります。 


ディスプレイ表 

M/O 

LCD 
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0 外部ディスプレイの接続 


□拡張表示でプライマリモニタを切り替える方法 

現在の表示装置が拡張表示に設定されている場合、プライマリモニタ、セカンダリモニタを切 
り替えるアイコン（@)が表示されます。 



* 画面は LCD (本体液晶ディスプレイ）と外部ディスプレイを 
接続した場合です。 


@盘@@龜 


(表示例） 


_ + _キーを押して、プライマリ、セカンダリを切り替えるアイコンに移動したら、 
_キ_をはなすと、表示装置が切り替わります。 

メモ表示について 

* 外部ディスプレイに表示する場合、表示位置や表示幅などが正常に表示されない場合があります。こ 
の場合は、外部ディスプレイ側で、表示位置や表示幅を設定してください。 


a 


パソコンから取りはすす 


外部ディスプレイを取りはずすときは、「スリープ」や「休止状態」にせず、必ず電源を切って 
ください。 


D 


Windows を終了させてバソコン本体の電源を切る 

電源の切りかた 『セツ トアップガイド』 


Q 外部ディスプレイの電源を切る 
Q RGB コネクタからケーブルを抜く 


■ アプリケーシヨンの利用に関する注意事項 

「 InterVideoWinDVD 」 で使用する表示装置を変更したい場合は、アプリケーションを起動す 
る前に表示装置を切り替えてください。 

起動中は、表示装置を切り替えることができません。 
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4 ■マイクロホンやヘッドホンを使う 


本製品には、マイク□ホンやヘッドホンを接続できます。 

マイク□ホンやへッドホンを使うと、音声ソフトや音声を使ったチヤットを行うことができます。 


m マイクロホンを使う 


マイク入力端子には、マイク□ホンを接続できます。本製品にはサウンド機能が内蔵されてい 
よ9 〇 


サウンド機能について「2章〇サウンド」 


MM 使用できるマイクロホン 


本製品で使用できるマイクロホンは次のとおりです。 


パ 

’ 3極ミニ 

¢5*、） 

ジャック 

’ 2極ミニ 

ジャック 


• モノラルマイクのみ使用できます 〇 

•プラグは直径 3.5mm3 極ミニジャックタイプが使用できます。 


•直径 3.5mm2 極ミニジャックタイプのマイク□ホンでもマイク 
□ホン本体にバッテリなどを内蔵し、電源供給を必要としない 
マイク□ホンであれば使用できます。 



周 

辺 

機 

器 
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使 



を 

広 
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よ 
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音声認識ソフトとあわせて使用する場合は、各アプリケーションの取り扱い元が推奨するマイ 
ク□ホンを使用してください。 


D 接続する 

n マイク□ホンのプラグをマイク入力端子に差し込む 



取りはずすときは、マイク入力端子からマイク□ホンのプラグを抜きます。 






















□ マイク□ホンやへッドホンを使う 




へツドホンを使う 


へッドホン出力端子にへッドホンを接続すると、音楽や音声を聞くことができます。 
へッドホンのプラグは、直径 3.5mm ステレオミニジャックタイプを使用してください。 




へツ ドホンの操作にあたって 


あらかじめ、「付録 D- 匿！■-ヘッドホンの操作にあたって」を確認してください。 


本製品にはサウンド機能が内蔵されています。 

へッドホンの音量はボリュームダイヤル、または Windows の音量ミキサで調節してください。 

mm 「 2 章 G サウンド」 

mm 接続する 

へッドホンのプラグをへッドホン出力端子に差し込む 



取りはずすときは、へッドホン出力端子からへッドホンのプラグを抜きます。 
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5 ■ PC 力■ドを使 5 



Q | pc 力—ドを使う前に 


目的に合わせた PC 力ードを使うことにより、パソコンの機能が大きく広がります。 
PC 力ードには、次のようなものがあります。 

♦データ通信力ード （PHS、 携帯電話） 

• フラッシュ メモリカード用アダプタカード 

• 外付け八ードディスクドライブ、 CD/DVD ドライブ用アダプタカード など 
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B pc 力ードを使う 


PC カードの表裏を確認し、表を上にして挿入する 



カードは無理な力を加えず、静かにカードが奥に突き当たるまで押してください。き 
ちんと奥まで差し込まれていない場合、 PC カードを使用できない、または PC カード 
が壊れる場合があります。 

カードを接続したあと、カードが使用できるように設定されているか確認してくださ 
い。 


取りはすし 


PC カードの使用を停止する 

① 通知領域の[ハードウェアの安全な取り外し]アイコン （U) をクリックする 

* 通知領域にこのアイコン （b) が表示されない pc 力ードは、次の手順は必要ありません。手順 
0に進んでください。 



② 表示されたメニューから [XXXX (取りはずす PC カード）を安全に取り外します] 
をクリックする 

③ 「このデバイスはコンピュータから安全に取り外すことができます。」のメッセー 
ジが表示されたら、 [0K] ボタンをクリックする 
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H pc 力ードを使う 


イジェクトポタンを2回押す 


I I回押すとイジェクトポタンが出てくるので、もう1度カチッと音がするまで押して 
ください。 

力ードが奥まで差し込まれていない場合、イジェクトポタンが出てこないことがあり 
ます。力ードを奥まで押し込んでから、もう1度イジェクトポタンを押してください。 
力ードが少し出てきます。 

Q カードをしっかりとつかみ、抜く 


カードを抜くときはケーブルを引っ張らないでください。故障するおそれがあります。 
熱くないことを確認してから行ってください。 

イジエクトポタンが収納されていない場合は、イジエクトポタンを押して収納します。 
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RS -23 S 。対応機器を使う 


本製品は RS -232 C 対応機器をシリアルコネクタに接続できます。 

RS -232 C 対応機器には次のようなものがあります。 

• モデム * マウス •テ ンキーパッド 

•スキヤナ •トラックボール など 

RS -232 C 対応機器の詳細については、 『 RS -232 C 対応機器に付属の説明書』を確認してくだ 
さい。 




RS -232 C 対応機器の操作にあたって 


あらかじめ、「付録 D- 匿 i ■周辺機器について」を確認してください。 


接続する 

ケーブルのプラグをパソコン本体のシリアルコネクタに差し込む 



5 


ブラグの向きを確認して差し込んでください。 

ケーブルのもう一方のプラグを RS-232C 対応機器に差し込む 
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■ バッテリ駆励で使う 

パソコンをモパイル使用する際に大事な存在であるパッテリは、使い 
かたによっては長持ちさせることができます。 

ここでは、充電や充電量の確認、消費電力を減らす設定について説明 
しています。 


1バッテリについて. 
2省電力の設定をする 


■ 92 
100 






バッテリ駆動で使う場合、バッテリの充電量が減って作業を中断したりしないよう、バッテ U 
の充電量を確認しておく必要があります。 

■■ Battery LED で確認する 

AC アダプタを使用している場合、 Battery □ LED が点灯します。 


OD 0*1 〇(!) 〇〇〇0 0(( f ) 


Battery €□ LED は次の状態を示しています。 


緑 

オレンジ 
オレンジの点滅 


^r-i=T=ir±=i—p- 

冗电兀 _T 

充電中 
充電が必要 

バッテリの充電について「本節ほ]バッテリを充電する」 

-バッテリが接続されていない 
- AC アダプタが接続されていない 
-バッテリ異常 

異常の場合は、購入店または近くの保守サービスに連絡してくだ 
さい。 



バッテ IP について 


バソコン本体には、バッテリパックが取り付けられています。 

バッテリを充電して、バッテリ駆動 （AC アダプタを接続しない状態）で使うことができます。 
本製品を初めて使用するときは、バッテ U パックを充電してから使用してください。 

バッテリ駆動で使う場合は、あらかじめ AC アダプタを接続してノ（ッテリパックの充電を完了 
(フル充電）させるか、フル充電したバッテ U パックを取り付けてください。 

バッテリパックを指定する方法•環境以外の方法にて使用した場合には、発熱、発火、破裂す 
るなどの可能性があり、人身事故につながりかねない場合がありますので、十分ご注意をお願 
いします。 

『安心してお使いいただくために』や『取扱説明書』に、バッテリパックを使用するときの重要 
事項が記述されています。バッテリ駆動で使う場合は、あらかじめその記述をよく読み、必ず 
指示を守ってください。 


ッテリ駆動で®つ 
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〇バッテリについて 


完全に；虽产れまし t - flOO %1 


n 

現在の电源プラン：パランス 


〇通知領域の[バッテリ]アイコンで確認する 

通知領域の[バッテ u ] アイコン （_) の上にポインタを置くと、 

バッテリ充電量が表示されます。 

このときバッテ 1 」充電量以外にも、現在の電源プランが表示されます。 

省電力設定について「本章0省電力の設定をする」 

1力月以上の長期にわたり、 AC アダプタを接続したままパソコンを使用してバッテリ駆動を行 
わないと、バッテリ充電量が少しずつ減少します。このような状態でノ（ッテリ充電量が減少し 
たときは 、 Battery 〇 LED や[バッテリ]アイコンで充電量の減少が表示されないことがあ 
ります。1力月に1度は再充電することを推奨します。 


e ■バッテリ充電量が減少したとき 

電源が入っている状態でバッテリの充電量が少なくなると、次のように警告します。 

• Battery CD LED がオレンジ色に点滅する（バッテリの残量が少ないことを示しています） 
* バッテ U のアラームが動作する 

「電源オプション」で[プラン設定の変更]—[詳細な電源設定の変更]をクリックして表 
示される[詳細設定]タブの[バッテ U ]— [バッテリ低下の通知]や[バッテリ切れの操 
作]で設定すると、パッテ U の残量が少なくなったことを通知したり、自動的に対処する動 
作を行います。 

上記のような警告が起こった場合はただちに次のいずれかの方法で対処してください。 

① パソコン本体に AC アダプタを接続し、充電する 

② 電源を切ってから、フ;レ充電のノ（ッテリパックと取り換える 

購入時は休止状態が設定されています。バッテ U 減少の警告が起こっても何も対処しなかった 
場合、パソコン本体は自動的に休止状態になり、電源を切ります。 

長時間使用しないでノ（ッテ U が自然に放電しきってしまったときは、警告音も鳴らず、 

Battery 〇 LED でも放電しきったことを知ることはできません。長時間使用しなかったとき 
は、充電してから使用してください。 


時計用バッテリ 


本製品には、取りはずしができるバッテリパックのほかに、内蔵時計を動かすための時計用 
パッテ U が内蔵されています。 

時計用バッテリの充電は、 AC アダプタを接続し電源を入れているとき（電源 ON 時）に行われ 
ますので、普通に使用しているときは、あまり意識する必要はありません。ただし、あまり充 
電されていない場合、時計が止まったり、遅れたりすることがあります。 

時計用バッテリが切れていると、時間の再設定をうながす Warning (警告）メッセージが出ます。 


■充電完了までの時間 


状態 

時計用バッテリ 

電源 ON (Power 6 LED が緑色に点灯） 

24時間 


実際には充電完了まで待たなくても使用できます。また、充電状態を知ることはできません。 
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バツテリ駆動で使ぅ 

















〇バツテリについて 


2 


ッテリを充電する 


充電方法とフル充電になるまでの充電時間について説明します。 




バッテリを充電するにあたって 


あらかじめ、「付録 D-® ■-バッテリを充電するにあたって」を確認してください。 


充電方法 

パソコン本体に AC アダプタを接続し、電源コードのプラグをコンセン 
卜に差し込む 

DC IN ， LED が緑色に点灯して巳 attery CD LED がオレンジ色に点灯すると、充 
電が開始されます。 

電源コードのプラグをコンセントに差し込むと、電源の ON / OFF にかかわらずフル 
充電になるまで充電されます。 

Battery a LED が緑色になるまで充電する 

バッテリの充電中は巳 attery CD LED がオレンジ色に点灯します。 

DC IN LED が消灯している場合は、電源が供給されていません。 AC アダプタ、 

電源コードの接続を確認してください。 


3 メモ 


パソコン本体を長時間ご使用にならないときは、電源コードの電源プラグをコンセントから抜いてく 
ださい。 


■充電完了までの時間 

ノ（ッテリ充電時間は、ノてソコン本体の機器構成や動作状況、また使用環境によって異なります。 
周囲の温度が低いとき、バッテ U パックの温度が高くなっているとき、周辺機器を取り付けてい 
るとき、アブ U ケーシヨンを使用しているときは、充電完了まで時間がかかることがあります。 
詳細は、別紙の 『dynabook **** (お使いの機種名）シリーズをお使いのかたへ』を参照 
してください。 

■バッテリ駆動時間 

バッテリ駆動での使用時間は、バソコン本体の機器構成や動作状況、また使用環境によって異 
なります。 

詳細は、別紙の 『dynabook * * * * (お使いの機種名）シリーズをお使いのかたへ』を参照 
してください。 

■バッテリ駆動時の処理速度 

高度な処理を要するソフトウェア （3 D グラフィックス使用など）を使用する場合は、十分な 
性能を発揮するために AC アダプタを接続してご使用ください。 
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パ、〉テリ画で使ぅ 






















〇バツテリについて 


■使っていないときの充電保持時間 

パソコン本体を使わないで放置していても、バツテリ充電量は少しずつ減っていきます。バツ 
テリの保持時間は、放置環境などによって異なります。 

保持時間は、充電完了の状態で電源を切った場合の目安にしてください。 

詳細は、別紙の 『dynabook * * * * (お使いの機種名）シ U — ズをお使いのかたへ』を参照 
してください。 

スリ_プを実行した場合、放電しきるまでの時間が非常に短いため、バツテリ駆動時は休止状 
態、または八イブリツドス U —プにすることをおすすめします。 

ハイブリツドスリープについて『セツトアップガイド』 


D バツテリを長持ちさせる 


本製品に搭載されたバッテリをより有効に使うための工夫を紹介します。 


B バッテリの機能低下を比較的遅くする方法 _ 

次の点に気をつけて使用すると、バッテリの機能低下を比較的遅くすることができます。 
•パソコンと AC アダプタをコンセントに接続したままの状態で、パソコンを長時間使用しな 
いときは、 AC アダプタをコンセントからはずしてください。 

• 1力月以上の長期間、バッテリを使わない場合は、パソコン本体からバッテリをはずして、 

風通しの良い涼しい場所に保管してください。 

• おもに AC アダプタを接続してバソコンを使用し、バッテリパックの電力をほとんど使用し 
ないなど、100%の残量近辺で充放電を繰り返すとバッテリの劣化を早める場合があります。 
• 1力月に1度は、 AC アダプタをはずしてバッテリ駆動でパソコンを使用してください。 

B バッテリ充電量を節約する方法 _ 

パッテリを節約して、本製品をバッテリ駆動で長時間使用するには、次の方法があります。 

• こまめに休止状態にする 
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「2章休止状態」 


♦入力しないときは、ディスプレイを閉じておく 

「2章簡単に電源を切る/パソコンの使用を中断する」 


• 省電力の電源プランを設定する 

「本章0省電力の設定をする」 


B バッテリの充電能力を調べる _ 

バッテリは、消耗品です。バッテリを交換する目安を調べることができます。 
「本節®バッテリの状態を診断する」 
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〇バツテリについて 


k ■バッテリパックを保管する 

バッテ U パックを保管するときは、次の説明をお読みください。 

また、『安心してお使いいただくために』や『取扱説明書』にも、バッテリパックを保管する 
ときの重要事項が記述されています。あらかじめその記述をよく読み、必ず指示を守ってくだ 
さい。 

• 充電状態の電池を放置しておくと電池が劣化し、もう一度充電したときの容量が減少してし 
まいます。この劣化は、保存温度が高いほど早く進みます。 

•パッテ U パックの電極（金属部分）がシヨートしないように、金属製ネックレス、 ヘア ピン 
などの金属類と混在しないようにしてください。 

• 落下したり衝撃がかかったりしないよう安定した場所に保管してください。 


gl [バッテリの状態を診断する 



バ 

ヅ 

U 

駆 

動 

で 

使 
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バッテ u パックは、消耗品です。 

バッテ U パックは、使用環境や使用頻度によつてバッテリ充電能力が低下するため、バッテ U 
充電量が正しく表示できなくなる場合があります。「東芝バッテリチェッカー」では、バッテ U 
充電量の補正や、現在のバッテリの『充電能力』を診断してバッテリパックを交換する目安を 
お知らせします。 

* パッテリ診断には数時間かかります。 


■■インストール方法 


「東芝バッテリチェッカー」はご購入時の状態ではインス I -- ルされていません。次の手順でイ 
ンス I ルしてください。 


n [スタート]ポタン（核!）—[すべてのプ□グラム]—[アプリケー 
|シヨンの再インスト-ル]をクリックする 



[セットアップ画面へ]をクリックする 
[東芝ユーティリティ]タブをクリックする 

画面左側の[東芝パッテリチェッカー]をクリックし、[「東芝パッテリ 
チェッカー」のセットアップ]をクリックする 

画面の指示に従ってインスI-ールする 

[ファイルのダウン□—ド]画面が表示された場合は、[実行]ボタンをクリックして 
<ださい。 
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II バツテリについて 


mm 診断方法 h 

診断方法は、次のとおりです。 


「東芝バッテリチェッヵ-」での診断にぁたって= 

•あらかじめ、「付録 □ B 「東芝バッテリチェッカー」での診断にあたって」を確認してく 
ださい。 


[スタート]ボタン （◎)— [すべてのプ□グラム]— [ TOSHIBA ] 
—[ユーティリティ]—[パッテリチェッカー]をクリックする 

「東芝バッテリチェッカー」が起動します。 


Ll 東芝八ツテリチェツカー 




パッテリチェッカー 

パッテリチェッカーは、パソコンの使用頻度/使用環境により生じ 
てくるパッテリ残星表示の誤差を補正し、また低下していくパッ 
テリの IT 充黾能力 J を診断します. 

パッテリの診断は、パッテリを满充黾した後、自動的に放黾を行 
います， 

パッテリの診断には、数時間かかります。 


凡例： 


►良好 


^普通 


パツテリ *1 


下 



不明 


診断開始 


□診断終了後、自動的にシャツトダウンを行う 


ン 3 ノ 6H>t 


閉じる 


J (表示例） 












バッ テリについて 


2 


[診断開始]をクリックする 

[診断終了後、自動的にシャットダウンを行う]をチェックしていると、診断が終了 
したあとに、自動的にパソコンの電源を切ります。「東芝バッテリチェッカー」を起 
動すると診断結果の確認ができます。 

[診断を始める前に必ずお読みください]画面が表示されるので、内容をよく読んで 
[続行]ポタンをクリックしてください。 

診断が開始されます。 


£\更芝パッテリチェッカー 


也! 


パッテリ珍断中です。以下の搔作を行わないように注意して下 
さい. 

■ AC アダプタを抜かないで下さい 
• ノてソコンの蓋を閉じないで下さい 
1 • パッテリの取り付け/取り外しを行わないで下さい 
• マウス、 キーボー ドに触れないで下さい 


パツテリ診断中 


ノてッテリ#1(充电中） 


00:00:05 


診断が終了すると、メッセージが表示されます。 
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[OK] ポタンをクリックする 


更芝ノ（ツテリチェッカー 


診断は正常に終了しました。 
診断所要時間： XX ： XX ： XX 














〇バツテリについて 


診断終了後、測定結果が表示されます。次の内容をバッテ U 状態の目安としてくださ 
い。 

良好：バッテリ充電能力は良好です。 

普通：バッテリ充電能力が少し低下していますが、まだ使用できます。 

低下：バッテリ充電能力が半分以下になっています。そろそろ交換をおすすめします。 



n メモ 

* バツテリチェツカーを頻繁に使用するとバツテリが消耗する原因になります。 
























「電源オプション」ではパソコンの電源を管理して、電力の消費方法を状況に合わせて変更する 
ことができます。 

バッテリ駆動でパソコンを使用しているときに、消費電力を減らして長い時間使用するように 
設定したり、電力を使ってノてフォーマンスの精度を上げるように設定したりできます。 

これらの電源設定を電源プランといいます。 

「電源オプション」では、使用環境に合わせて設定された電源プランがあらかじめ用意されてい 
ますので、使用擐境が変化したときに電源プランを切り替えるだけで、簡単にパソコンの電源 
設定を変更することができます。 

購入時には、次の電源プランが用意されています。 

•バランス 

必要なときは電力を使ってパフォーマンスを最大にし、動作させていないときは電力を節約 
し 9 〇 

•省電力 

パソコンの動作速度などのパフォーマンスを低下させ、消費電力を抑えます。バッテリ駆動 
のときにこのプランを使用すると、バッテリが通常よりも長くもちます。 

•高パフォーマンス 

パフォーマンスと応答速度を最大にします。バッテリ駆動のときにこのプランを使用すると、 
バッテリが通常よりも早く消費されます。 

各電源プランの設定を変更したり、新しく電源プランを追加することもできます。詳しくは、 
「電源オプション」のヘルプをご覧ください。 


起動方法 


H [スタ-卜]ポタン（㈣） 


[コント□ールパネル]をクリックする 


[▲パッテリ設定の変更]をクリックする 

「電源オプション」が起動します。 


バツテリ駆動で使う 
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B 省電力の設定をする 


ヘルプの起動方法 


「電源オプション」を起動後、画面右上のポタンをクリックする 


「口 「回 T £ S «| 

▼ 


検索 P \ 




_マンスを层大(こしたり、電力を節約したりできます。プ 
_を選択してから黾力設定を変更することでカスタマイズ 


表示された一覧から知りたい項目をクリックする 

該当するページが表示されます。 


ぬ役立つ操作集 


「東芝ピークシフトコント□—ル」 

「東芝ピークシフトコント□—ル」は、昼間の電力消費の一部を夜間に移行させて電力を効果的に活用 
し、電力需要の平準化を実現する機能です。たとえば夏期の日中のように、電力使用のピーク時間帯 
には自動的に AC 電源からの電力供給を止め、電力需要の少ない時間帯（夜間など）に蓄えたノー トパ 
ソコンのノ（ッテリで動作させる電源管理機能で、環境への負荷低減に貢献することができます。 

ピークシフト機能は、パソコン単体でも使用できますが、複数台数で同じ時間帯に制御することに 
よってその効果を発揮します。制御するパソコンの台数は多ければ多いほど効果が大きくなります。 
この機能を実現するには、「東芝ピークシフトコント□—ル」のインストールが必要です。 

使用方法については、ヘルプを参照してください。 

• インストール方法 

① [スタート]ボタン（〇) — [すべてのプログラム]—[アプリケーションの再インストール] 
をクリックする 

② 画面のメッセージに従ってインストールする 

[東芝ユーティリティ]タブの[東芝ピークシフトコント□—ル]に用意されています。 


起動方法 

①[スタート]ボタン（〇) — [すべてのプログラム] 
[ピークシフトコント□—ル]をクリックする 


[TOSHIBA] 


[ユ ー テイリ 丁イ] 


ヘルプの起動方法 

① 「東芝ピークシフトコント□—ル」を起動後、画面右上の[ヘルプ]ポタン （[^ J ) をクリック 
する 

② 画面上の知りたい項目にポインタを置き、クリックする 



パツテリ駆動で使う 


〇 





















システム篇境の変更 

本製品を使用するときの、システム上のさまざまな環境を設定する方 
法について説明しています。 


1東芝 HW セットアップ . 104 

2巳 I 0 S セットアップ . 105 

3パスワードセキュリティ . 116 

4指紋認証を使う . 133 

5 TPM を使う . 145 









[東芝 HW セットアップ]画面上で、知りたい項目にポインタを置く 

項目に対するヘルプが表示されます。 
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東芝 HW セットアップ 



[スタート]ポタン（科）—[すべてのプ□グラム]— [ TOSHIBA ] 
—[ユーティリティ]— [ HW セットアップ]をクリックする 

[東芝 HW セットアップ]画面が表示されます。 

各タブで機能を設定し、 [0 K ] ポタンをクリックする 

[キャンセル]ポタンをクリックした場合は、設定が変更されません。 

ヘルプの起動方法 


「東芝 HW セットアップ」を使い、 Windows 上で八ードウエアの設定を変更できます。 
複数のユーザで使用する場合も、設定内容は全ユーザで共通になります。 


起動方法 


システム環境の変更 




2 ■ BIOS セットアップ 


* この操作は、「オンラインマニュアル（本書)」を参照しながら実行することはできません。 
印刷した本項目のページと『取扱説明書』を参照して実行してください。 

BIOS セットアップとは、パソコンのシステム構成をパソコン本体から設定するプ□グラムの 
ことです。起動と終了方法や基本操作は『取扱説明書』を参照してください。 

ここでは、 BIOS セツトアップの画面について説明します。 


1 


BIOS セットアップの画面 


BIOS セツトアツプには次の2頁の画面があります。 



•MEMORY- 


- SYSTEM DATE/1 

Date (MM-DD-YYYY) = 
Time(HH:MM:SS) = 


SYSTEM SETUP (1/2) ACPI BIOS version = X. 

-- BOOT PRIORITY - 

(MB Boot Priority = HDD-FDD^CD-ROM-LAN 

- HDD Priority = Built-in HDD-USB 


S-XX-X) 

XX:XX:XX 



- OTHERS - 

Core Multi-Processing = Enabled 
Dynamic CPU Frequency Mode 

=Dynamically Switch able = 
Execute-Disable Bit Capability 

=Not Available 

Auto Power On = Enabled 

Beep Volume = Medium 

Diagnostic Mode = Disabled 

USB Sleep and Charge = Disabled 


: Select items Space,BkSp : Change values PgDn,PgUp : Change pages 
Exit without saving Home : Set default values End : Save changes and Exit 



User Password 
supervisor Password 

=Not Registered 
=Not Registered 


HDD 

HDD Password Mode 

User Password 

Master Password 

=Built-in HDD 
=Master+User 
=Not Registered 
=Not Registered 


[5] 

i-*i 

l 

[ 6 ] 



シ 

h 
環 
i 竟 
の 
変 
更 



- CONFIGURATION - 

Device Config. = 

- BATTERY - 

Battery Save Mode = Full Power 
PCI Express Link ASPM = Enabled 
€nhanced C-States = Enabled 


- I/O PORTS - 

Serial = COM1(3F8H/IRQ4) 


- DRIVES I/O - 

Built-in HDD = Serial ATA PortO 
CD-ROM = Primary IDE(1F0H/IRQ14) 
SATA Controller Mode = AHCI 


SYSTEM SETUP (2/2) 


| Power On 


ACPI BIOS version =X. XX 

DISPLAY - 

Display = Auto-Selected 


IRQ10JRQ11 


- PERIPHERAL - 

Internal Pointing Device = Enabled 


- LEGACY EMULATION - 

USB KB/Mouse Legacy Emulation 

=Enabled 

USB-FDD Legacy Emulation = Enabled 
USB Memory BIOS Support Type = HDD 


Built-in LAN = Enabled 


- SECURITY CONTROLLER - 

TPM = Enabled 

.Clear TPM Owner 


- [ 12 ] 

- [ 13 ] 

- [14] 

[ 15 ] 
- [16] 


♦♦: Select items Space,BkSp : Change values PgDn,PgUp : Change pages 
Esc : Exit without saving Home : Set default values End : Save changes and Exit 


Core 2 モデルのみ 


(注）画面は一部をのぞいて標準設定値の表示例です。 
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Q BIOS セットアップ 


Q ] 設定項目 


力ーソルが移動しない項目は、変更できません（参照のみ)。ここでは、標準設定値を「標準値」 
と記述します。 


mm MEMORY 

■ Total 

本体に取り付けられているメモリの総メモ 1 」容量が表示されます。 


SYSTEM DATE/TIME 


日付と時刻の設定は pP / AC £ | または | BACKSPACE | キーで行います。 
月と日と年、時と分と秒の切り替えは、 mm キーで行います。 


■ Date 

日付を設定します。 

B BTime 

時刻を設定します。 

シ 

ス MM PASSWORD 

ム ■ User Password 

環 .Not Registered (標準値）…ユーザパスワードが登録されていないときに表示されます。 
±竟 .Registered . ユーザパスワードが登録されているときに表示されます。 

P 【ユーザパスワードの登録/削除/変更】 

m ユーザパスワードの設定は「東芝パスワードユーティリティ」で行うことを推奨します。 

BIOS セットアップでユーザパスワードを設定する場合は、「本章0 - [UD BIOS セット 
アップでの設定」を確認してください。 

「東芝パスワードユーティリティ」について 

「本章0- [ U - ■■東芝パスワ—ドユーティリティでの設定」 


【ユーザパスワードを忘れてしまつたとき】 

ユーザパスワードを忘れてしまった場合は、近くの保守サービスに相談してください。ユーザ 
パスワードの解除を保守サービスに依頼する場合は、有償です。またそのとき、身分証明書 
(お客様自身を確認できる物）の提示が必要となります。 

■ Supervisor Password 

- Not Registered (標準値）...スーパーバイザパスワードが登録されていないときに表示 

されます。 

- Registered . スーパーバイザパスワードが登録されているときに表示さ 

れます。 
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0 BIOS セツトアップ 


【スーパーバイザパスワードの登録】 

スーパーバイザパスワードの登録は、「東芝パスワードユーティリティ」で行うことを推奨します。 

「本章〇-®スーパーバイザパスワード」 

【スーパーバイザノ <スワー ドの削除/変更】 

BIOS セットアップで、いったんスーパーバイザパスワードを設定してしまうと、 BIOS セット 
アップではスーパーノ（イザノ（スワードの削除と変更ができません。 

その場合は、「東芝パスワードユーティ U ティ」でスーパーバイザパスワードの削除や変更を 
行ってください。 

「本章〇-®スーパーバイザパスワード」 

【スーノ \°ーバイザパスワードを忘れてしまつたとき】 

スーパーバイザパスワードを忘れてしまった場合は、近くの保守サービスに相談してください。 
スーパーバイザパスワードの解除を保守サービスに依頼する場合は、有償です。またそのとき、 
身分証明書（お客様自身を確認できる物）の提示が必要となります。 

ES HDD PASSWORD 

■ HDD 

パスワードを設定する八ードディスクです。 

- Built-in HDD. 内蔵八ードディスクに設定されます。 

■ HDD Password Mode 

登録する HDD パスワードを選択します。 HDD パスワード（ユーザ HDD パスワード、マスタ 
HDD パスワード）を登録していないときのみ、選択できます。 HDD パスワードが登録されて 
いる場合は、しヽつたん HDD パスワードを削除してから選択してください。 


- User Only (標準値） . ユーザ HDD パスワードのみ設定する 

_ Master+User. マスタ HDD パスワードとユーザ HDD パスワードを設定する 


■ User Password 

ユーザ HDD パスワードを設定します。 

■ Master Password 

マスタ HDD パスワードを設定します。 

「HDD Password Mode」 が 「Master+User」 の場合のみ表示されます。 

マスタ HDD パスワードを設定し、続けてユーザ HDD パスワードの設定を行います。 

- Not Registered (標準値）…マスタ HDD パスワードまたはユーザ HDD パスワードが登録 

されていないときに表示されます。 

- Registered. マスタ HDD パスワードまたはユーザ HDD パスワードが登録 

されているときに表示されます。 

HDD パスワ—ドの設定方法「本章0-[4] HDD パスワ-ド」 



システム環境の変更 
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Q BIOS セツトアップ 


BOOT PRIORITY 


-指定のドライブ順に起動する 


BE 

■ Boot Priority 

システムを起動するディスクドライプの順番を設定します。 

通常は 「HDD — FDD — CD-ROM - LAN 」 に設定してください。 

HDD - FDD 一 CD-ROM - LAN (標準値） 

FDD 一 HDD 一 CD-ROM 一 LAN 
HDD 一 CD-ROM 一 LAN 一 FDD 
FDD 一 CD-ROM 一 LAN 一 HDD 
CD-ROM - LAN 一 HDD 一 FDD 
CD-ROM - LAN — FDD 一 HDD 

「 FDD 」 では、別売りのフロッピーディスクドライブを接続していなし塌合、 SD メモリカード* 1 
が起動します。 

本製品では、 SD メモリカード* 1 の起動ディスクを作成することができます。 

*1 本機能は、 SDHC メモリカードには対応しておりません。 

SD メモリカードの起動ディスクについて「2章 D - D-SD メモリカードから起動する」 

■ HDD Priority 

「USB Memory BIOS Support Type 」 で HDD を選択した場合に、システムを起動する順番 
を設定します。 

- Built-in HDD — USB (標準値） ..... 内蔵ハードディスク— USB フラッシュメモリの順で 

起動する 

- USB — Built-in HDD . USB フラッシュメモリ—内蔵ハードディスクの順で 

起動する 


mm OTHERS 

■ Core Multi-Processing 

* Core 2 モデルのみ 

CPU の動作モードを表示します。変更はできません。 

■ Dynamic CPU Frequency Mode 

* Core 2 モデルのみ 

- Dynamically Switchable (標準値） ....CPU の消費電力_周波数自動切り替え機能を有効 

にし、使用状況に応じて CPU 周波数を自動的に切 
り替えます。 

- Always High . CPU の消費電力 • 周波数自動切り替え機能を無効 

にし、 CPU 周波数を高周波数にしてパソコンの処 
理能力を優先します。 

- Always Low . CPU の消費電力 • 周波数自動切り替え機能を無効 

にし、 CPU 周波数を低い周波数にしてパソコンの 
バッテリ駆動時間を優先します。 



システム環境の変更 
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0 BIOS セツトアップ 


「 OPTIONS 」 ウインドウの項目について説明します。 

アラームの時刻の設定は | SPACE | または | BACKSPACE | キーで行います。 

時と分、月と日の切り替えは、田^キーで行います。 

• Alarm Time 

自動的に電源を入れる時間を設定します。 

- Disabled . 時間を設定しない 

• Alarm Date Option 

自動的に電源を入れる月日を設定します。 

「Alarm Time 」 が 「 Disabled 」 の場合は、設定できません。 

- Disabled . 月日を設定しない 

• Wake-up on LAN 

ネットワークで接続された管理者のパソコンからの呼び出しにより、自動的に電源を入れます。 
[15 ]「PCI LAN 」 の 「 Built-in LAN 」 が 「 Enabled 」 の場合、有効になります。 

Wake up on LAN 機能を使用する場合は、必ず AC アダプタを接続してください。電源を 
切っている状態でも、ノ（ッテリを使っていないときの充電保持時間が別紙の 『dynabook 
**** (お使いの機種名）シリーズをお使いのかたへ』の表記よりも短くなります。 


- Enabled . Wake up on LAN 機能を使用する 

- Disabled (標準値） . Wake up on LAN 機能を使用しない 


Wake up on LAN 機能を有効にするためには 、 [Intel Network Connection ] (「デバイス 
マネージャ」の[ネットワークアダプタ])の[このデバイスで、コンピュータのスタンパ 
イ状態を解除できるようにする]および[管理ステーションでのみ、コンピュータのスタン 
ノ（イ状態を解除できるようにする]の項目にチェックをつける必要があります。 


■ Execute-Disable Bit Capability 

エグゼキュート.ディスエーブル•ビット機能を有効にするかどうかを設定します。 

エグゼキュート.ディスエーブル•ビット機能とは、コンピュータウイルスや不正アクセスに 
よるバッファ•オーバーフロー攻撃からパソコンを守るために、セキュリティを強化する機能 
です。 

- Available (標準値） . 有効にする 

- Not Available . 無効にする 

■ Auto Power Dn 

自動的にシステムの電源を入れる機能の設定状態を示します。 

- Disabled . Auto Power On 機能が設定されていない 

- Enabled (標準値） . Auto Power On 機能が設定されている 

「Alarm Time 」 と 「Alarm Date Option 」 の機能によって、自動的に電源が入ったあとは設 
定が解除されます。 

Windows を使用している場合は 「Alarm Time 」 と 「Alarm Date Option 」 の設定は無効に 
なることがあります。 

Windows のタスクスケジューラを使用してください。 

Auto Power On 機能の設定は 「 OPTIONS 」 ウィンドウで行います。 
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Q BIOS セツトアップ 


パスワードセキュリティで設定したパスワードと休止状態が設定してある状態で 、 Auto Power 
On 機能を設定してシステムを起動させた場合、 「 Passwo 「 d =」 と表示されます。パスワード 
セキュリティで設定したパスワードを入力すると、休止状態から Windows に復帰します。 

パスワードセキュリティの設定「本章〇パスワードセキュリティ」 

• On Battery 

「 Wake-up on LAN 」 が 「 Enabled 」 の場合、有効になります。 


- Enabled . バッテリ駆動の際に、 Wake-up on LAN 機能を有効にしま 

す。 

- Disabled (標準値） . バッテリ駆動の際に、 Wake-up on LAN 機能を無効にしま 

す。 


• Critical Battery Wake-up 

「Critical Battery Wake - up 機能」の有効/無効を設定します 。 「Critical Battery Wake-up 
機能」とは、ス U _ プ状態の間にバッテリの残量が少なくなった場合、自動的に休止状態にな 
り、データを八ードディスクに保存します。 

システムが Windows Vista の場合のみ有効です。 


- Enabled (標準値） . Critical 巳 attery Wake - up 機能を有効にする 

- Disabled . Critical Battery Wake - up 機能を無効にする 


「Critical Battery Wake - up 機能」を有効にするには、 Windows 上でも設定が必要です。 
次の操作を行って、設定してください。 

① [コントロールパネル]を開き、[モパイルコンピュータ]の[パッテリ設定の変更]を 
クリックする 

② [プラン設定の変更]をクリックする 

③ [詳細な電源設定の変更]をクリックする 

④ [重源オプション]画面の[詳細設定]タブで、[パッテリ]をダブルクリックする 

⑤ [パッテリ切れの操作]をダブルクリックし、表示された項目で「バッテリ駆動」が[休 
止状態]になっていることを確認する 

⑧ [ OK ] ボタンをクリックする 

■ Beep Volume 

警告音（ビープ音）の音量を設定します。 

Off 、 Low、Medium (標準値)、 High のいずれかを選択できます。 

■ Diagnostic Mode 

BIOS の八ードウエア診断テスト機能を有効にするかどうかの設定をします。 


- Disabled (標準値） . 八ードウエア診断テスト機能を無効にする 

- Enabled . ハードウエア診断テスト機能を有効にする 
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0 BIOS セツトアップ 


■ USB Sleep and Charge 

USB の常時給電の設定をします。 

初期設定では 「 Disabled 」 に設定されています。 「 Enabled 」 に設定を変更すると、本機能が 
イ吏用できます。 

「 Enabled 」 には Model / Mode 2 の2つのモード設定があります。通常は Model に設定して 
ください。 

Model で本機能を使用できない場合は、 Mode 2 に設定を変更してください。 

ただし、外部機器によってはどちらのモードに設定しても、本機能を使用できない場合があり 
よ9 〇 

この場合、 「 Disabled 」 に設定を変更し、本機能の使用を中止してください。 

- Enabled ( Model ). 有効にする 

- Enabled ( Mode 2). 有効にする 

- Disabled (標準値） . 無効にする 

MM CONFIGURATION 

■ Device Config . 

ブート時に BIOS が初期化する装置を指定します。 

- Setup by OS (標準値） ........ OS を□—ドするのに必要な装置のみ初期化する 

それ以外の装置は 0 S が初期化します。 

• All Devices . すべての装置を初期化する 

プレインス I ルされている 0 S を使用する場合は 、 rsetup by OSJ (標準値）を選択するこ 
とを推奨します。 

MM BATTERY 


■ Battery Save Mode 

バッテリセーブモー ドを設定します。 

「BATTERY SAVE OPTIONS 」 ウィンドウが開きます。 

「User Setting 」 を選択した場合のみ、設定の変更ができます。 

「BATTERY SAVE OPTIONS 」 ウィンドウの設定項目は次のように表示されます。 

—參 User Setting (設定例）- 
Processing Speed = l_ow 
CPU Sleep Mode = Enabled 
LCD Brightness = Semi - Bright * 
Cooling Method 

=Battery Optimized 


- •Full Power (標準値)- 

Processing Speed = High 
CPU Sleep Mode = Enabled 
LCD Brightness = Super - Bright * 
Cooling Method 

二 Maximum Performance 


- .Low Power - 

Processing Speed = Low 
CPU Sleep Mode = Enabled 
LCD Brightness = Bright * 1 
Cooling Method 

=Battery Optimized 


*1 AC アダプタを接続している場合の表示内容です。 

「BATTERY SAVE OPTIONS 」 ウィンドウを閉じるには、 
「Processing Speed 」 または 「Cooling Method 」 の外に移動します。 


キーを押して選択項目を 
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次に 「BATTERY SAVE OPTIONS 」 ウインドウの項目について説明します。 





























Q BIOS セツトアップ 


• Processing Speed 

処理速度を設定します。 

使用するアプリケーションソフトによっては設定を変更する必要があります。 


- High . 処理速度を高速に設定する 

- Low . 処理速度を低速に設定する 


• CPU Sleep Mode 

CPU が処理待ち状態のとき、電力消費を低減します。 

一部のアプリケーションソフトでは 「 Enabled 」 に設定すると処理速度が遅くなることがあ 
ります。その場合は 「 Disabled 」 に設定してください。 

- Enabled . 電力消費を低減する 

- Disabled . 電力消費を低減しない 

• LCD Brightness (LCD 輝度） 

画面の明るさを選択します。 

• Semi-Bright . 低輝度に設定する 

_ Super-Bright . 最高輝度に設定する 

- Bright . 高輝度に設定する 

• Cooling Method (CPU 熱 制御方式） 

CPU の熱を冷ます方式を選択します。 CPU が高熱を帯びると故障の原因になります。 

- Cooling Optimized . パソコン本体内部の温度が上昇したときに、主にフアンを 

使用して冷却します。 

• Maximum Performance ..... パソコン本体内部の温度が上昇したときに、主にフアンを 

使用して冷却します。 

「Cooling Optimized 」 よりもフアン音が静かな状態を保ち 
温度を下げます。 

- Performance . パソコン本体内部の温度が上昇したときに 、 [Maximum 

Performance ] と [Battery Optimized ] の中間的な方法 
で冷却します。 

- Battery Optimized . パソコン本体内部の温度が上昇したときに、主に CPU の処 

理速度を落として冷却します。 

[ Performance ] より消費電力は少なくなります。 

■ PCI Express Link ASPM 

PCI Express の省電力機能を設定します。 


- Auto . バッテリ動作中かつ PCI Express デバイスが使用されてい 

ないときに、消費電力を抑えます。 

- Disabled . 省電力機能を無効にし、パフオーマンスを優先させます。 

- Enabled (標準値） . PCI Express デバイスが使用されていないときに、消費電 

力を抑えます。 


■ Enhanced C-States 

* Core 2モデルのみ 

Enhanced C-States では、電力消費の低減を設定します。 

• Enabled (標準値) . 消費電力を低減する 

,~ • Disabled . 消費電力を低減しない 
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MM I/O PORTS 

■ Serial 

シリアルポートの割り当てを設定します。 

Not Used . シリアルポートを割り当てない 

C 0 M 1 (標準値）コ 


COM 2 

COM 3 

COM 4 


-指定のポートを割り当てる 


DU DRIVES I/O 

■ Built-in HDD 

八ードディスクドライブの設定を表示します。 

■ CD-ROM 

ドライブのアドレス、割り込みレベルの設定を表示します。変更はできません。 

内蔵されているドライブが CD - ROM ドライブではない場合も、すべて 「 CD - ROM 」 と表示さ 
れます。 

■ SATA Controller Mode 

SATA コント□ーラモードを設定します。 

• AHCI (標準値) . Windows Vista 用のモード （ AHCI ) です。 

- Compatibility . レガシ ー OS 用で AHCI 対応のドライバを使わない場合は、 

こちらのモードを使用してください。 

m PCI BUS 

■ PCI BUS 

PCI ； (スの割り込みレベルを表示します。変更はできません。 


WSM DISPLAY 


■ Power On Display 

起動時の Windows ロゴを表示する表示装置を選択します。 

- Auto-Selected (標準値） ..... システム起動時に外部ディスプレイを接続しているときは 

外部ディスプレイだけに、接続していないときは本体液晶 
ディスプレイだけに表示する 

- LCD + Analog RGB . 外部ディスプレイと本体液晶ディスプレイに同時表示する 

SVGA モードに対応していない外部ディスプレイを接続して 、 「LCD + Analog RGB 」 を選 
択した場合、外部ディスプレイには画面が表示されません。 
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EOF 

■ Intern 


PERIPHERAL 


ial Pointing Device 

タッチパッドを使用する/使用しないを設定します。 

- Enabled (標準値） . 使用する 

- Disabled . 使用しない 


Id LEGACY EMULATION 

■ USB KB/Mouse Legacy Emulation 

USB キ_ポ_ドやマウスのレガシーサボートを行うかどうかを設定します。 

• Enabled (標準値） . レガシーサボートを行う 

ドライバなしで USB キーボード/ USB マウスが使用できま 
す。 

- Disabled . レガシーサポートを行わない 

■ USB-FDD Legacy Emulation 

- Enabled (標準値） . レガシーサボートを行う 

ドライバなしで USB フロッピーディスクドライブが使用で 
きます。フロッピーディスクから起動する場合は、こちら 
に設定します。 

- Disabled . レガシーサボートを行わない 

ruSB-FDD Legacy Emulation 」 が 「 Enabled 」 に設定されていても、 [5 ]「BOOT PRIORITY 」 

の 「Boot Priority 」 が標準値の 「HDD — FDD — CD-ROM — LAN 」 の場合は、本体ハード 

ディスクから起動します。 

■ USB Memory BIOS Support Type 

コンビュータの起動に使用する USB フラッシュメモ U に関する設定をします。 

- HDD (標準値） . USB フラッシュメモリを HDD としての優先順位は 、 「Boot 

Priority 」 での HDD の順位になります。ほかの HDD との優 
先順位は 、 「HDD Priority 」 で設定できます。 

- FDD . USB フラッシュメモリを FDD として扱います。起動するド 

ライブとしての優先順位は 、 「Boot Priority 」 での FDD の 
順位になります。 
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KTm PCI LAN 

■ Built-in LAN 

内蔵 LAN の機能を有効にするかどうかの設定をします。 

- Enabled (標準値） . 有効にする 

- Disabled . 無効にする 


mrm security controller 

■ TPM 

TPM (Trusted Platform Module ) を有効にするかどうかの設定をします。 

- Disabled (標準値） . TPM を有効にしない 

- Enabled . TPM を有効にする 

設定を変更するには、次のように操作してください。 


①カーソルバーを 「TPMJ の 「 Disabled 」 または 「 Enabled 」 に合わせ、 SPACE または 


BACKSPACE キーを押す 


画面下部に 「Save changes to Security Controller now ? ( Y / N )」 と表示されます。 

② @ キーを 押す 

設定が変更されます。 

■ Clear TPM Owner 

「 TPM 」 で 「 Enabled 」 に設定した場合のみ、表示されます。 

所有者登録とユーザ登録を削除します。 

本製品を廃棄するときや、譲渡などにより使用者（管理者）を変更するというように、 TPM の 
使用を中止する場合に行ってください。 


①カーソル バーを [Clear TPM Owner ] に 合わせ、 SP /4 C £ または S / 40 CSPACf キーを 押す 


画面下部に 「Press a key in the turn of [ Y ], [ E ], [ S ] and [ Enter ] J と表示されます。 

② 「YES」 と入力し （^0® キーを押す)、[£町£/?キーを押す 


「 TPM 」 の設定が 「 Enabled 」 から 「 Disabled 」 に変更され 、 「Clear TPM Owner 」 は表 
示されなくなります。 




操作にあたって 


所有者登録とユーザ登録を削除すると、 TPM に関係するセキュリティ機能が使用できなくなりま 
す。このため、管理者の権限を持たないユーザが 「SECURITY CONTROLLER 」 を操作できな 
いように設定することをおすすめします。 

管理者以外のユーザの制限について 

『Trusted Platform Module 取扱説明書 6 東芝パスワードユーテイリテイ』 

所有者登録とユーザ登録を削除したあとに、 TPM の使用を再開する場合は、もう1度 TPM へ所 
有者登録やユーザ登録を行う必要があります。 
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八スワ _ ドセキユ IP テイ 


本製品ではパスワードを設定できます。パスワードには大きく分けて次の3種類があります。 

• Windows の□グオンパスワード 

- Windows に□グオンするとき 

-インスタントセキュリティ状態やパスワード保護の設定をしたスクリーンセーパを解除す 
るとぎ 

インスタントセキュリティ機能「2章キーを使った特殊機能キー」 

• ユーザパスワード、スーパーバイザパスワード 

_電源を入れたときや休止状態から復帰するとき、東芝パスワードユーティリティを起動し 
て設定するとき 

ユーザパスワードやスーパーバイザパスワードを登録すると、電源を入れたときなどにパス 
ワー ドの入力が必要になります。 

通常はユーザパスワードを登録してください。 

スーパーバイザパスワードは、パソコン本体の環境設定を管理する人が使用します。スー 
パーバイザパスワードを登録すると、スーパーバイザパスワードを知らないユーザは、 

BIOS セットアップの設定を変更できないようにする、などいくつかの制限を加えることが 
できます。 

この制限を加える必要がなければ、ユーザパスワードだけ登録してください。 

• HDD パスヮード 

八ードディスクを起動するとき 

ここでは、ユーザパスワード/スーパーバイザパスワードや HDD パスワードの設定方法、 I 
クン* 1 の作成方法について説明します。 

* 1パスワードの代わりに使用できる SD メモリカードです。 


3 メモ 


• スーパーバイザパスワードとユーザパスワードでは、違うパスワードを使用してください。 

* パスワードを登録した場合は、忘れたときのために必ずパスワードを控えてください。 

* パスワードを入力するときは、コード入力や貼り付け（ペースト）などの操作は行わず、キーボード 
の文字キーを押して直接入力してください。 


wsm 

* パスワードを忘れてしまって、パスワードを削除できなくなった場合は、使用している機種を確 
認後、近くの保守サービスに依頼してください。 

パスワードの解除を保守サービスに依頼する場合は有償です。 HDD パスワードを忘れてしまった 
場合は、八ードディスクドライブは永久に使用できなくなり、交換対応となります。 

この場合も有償です。またどちらの場合も、身分証明書（お客様自身を確認できる物）の提示が 
必要となります。 
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0 パスワードセキュリティ 


■ パスワードとして使用できる文字 

パスワードに使用できる文字は次のとおりです。 
アルファべッドの大文字と小文字は区別されません。 


使用できる文字 

アルファベツト（半角） 

abcdefghijklmnopqrstuvwxyz 

数字（半角） 

〇123456789 

記号の一部（半角） 

::,.(スペース）など 

使用できない文字 

-全角文字 （2 バイト文字） 

-日本語入カシステムの起動が必要な文字 
【例】 漢字、カタカナ、ひらがな、日本語入カシステムが供給する記号 
など 

-記号の一部（半角） 

【例】 | (バーチカルライン） 

¥ (エン）など 

-ほかのキ ー( SHIFT キーや CAPSLOCKm^i キーなど）と同時に使用 
しないと入力できない文字 


パスワード登録時に警告メッセージが表示された場合は、登録しようとした文字列に使用でき 
ない 文字が含まれています。この場合、もう1度別の文字列を入力し直して ください。 警告が 
表示され ない 場合も、上記「使用で きない 文字」に該当する文字は使用し ないでください。 ま 
た文字列は必ずキーボードから1文字ずつ直接入力して ください。 


ーザパスワード 


ユーザパスワードの登録は、「東芝パスワードユーティリティ」を使用することをおすすめします。 
また登録した文字列は、パスワードファイルを作成して確認することをおすすめします。 

■■東芝パスワードユーテイリテイでの設定 
■登録 


[ スタート ] ポタン （ ©) —[ すべてのプ □ グラム ]— [TOSHIBA] 
- [ ユーテイリテイ ]—[ パスワードユーテイリテイ]をクリックする 


[ 登録]ポタンをクリックする 

[ユーザパスワードの登録]画面が表示されます。 
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[ 入力]にパスワードを入力する 

パスワードは50文字以内で入力します。 

パスワードに使用できる文字「本節-パスワードとして使用できる文字」 

パスワードは「*****」で表示されますので画面で確認できません。 

間違えないよう、気をつけて入力してください。 

パスワードを入力するときは、コード入力や貼り付け（ペースト）などの操作を行わ 
ず、キ_ポードの文字キーを押して直接入力してください。 

[5 萑認入力 ] に手順 □ で入力したパスワードをもう 1 度入力する 

メモ 

* [ユーザパスワードの登録]画面で[同時に HDD ユーザパスワードに同じ文字列を登録す 
る。]にチェックをしておくと、ここで設定したユーザパスワードが HD □パスワードとして 
も登録され、手順〇で登録の確認画面が表示されます。 

HDD パスワ-ド「本節 d ] HDD パスワ-ド」 


[ 登録]ポタンをクリックする 

パスワードが登録されます。 

入カ エラー のメッセージが表示された場合は、 [0 K ] ポタンをクリックして画面を閉 
じ、手順〇から操作をやり直してください。 

パスワードの文字列をファイルとして保存しておくことを推奨するメッセージが表示 
されます。 

このファイルをパスワードファイルと呼びます。パスワードファイルを保管しておけ 
ば、パスワードを忘れた場合、本機または本機以外の機器でパスワードを確認するこ 
とができます。 

パスワードファイルを作成する場合は [0K ] ポタンをクリックする 

パスワードファイルを作成しない場合は[キャンセル]ポタンをクリックしてくださ 
い。 

[0 K ] ポタンをクリックすると、[名前を付けて保存]画面が表示されます。 

パスワードファイルを作成する 

パスワードファイルの保存先は、フロッピーディスクなどの外部記憶メディアを推奨 
します。あらかじめ用意しておいてください。 

① メディアをセットする 

② [保存する場所]で保存先を選択する 

③ [ファイル名]にファイル名を入力する 

④ [彳呆存]ボタンをクリックする 















0 パスワードセキュリティ 


0必要に応じて、[パスワードの注釈]を入力する 

M [パスワードの注釈]にはパスワードのヒントとなる文字列を登録できます。登録す 
ると、パソコンの電源を入れてパスワードの入力が必要なときに、登録した文字列が 
表 7 R されます。 

文字は1行につき最大40文字、最大5行目まで登録できます。この範囲外に入力した 
文字は登録できません。使用できる文字列はユーザパスワードと同様です。 

パスワード文字列そのものを登録しないでください。 

El [OK] ポタンをクリックする 


春パスワードファイルを保存した外部記憶メディアは、安全な場所に保管してください。 


■ 卜ークンの作成 

I クンとは、パスワードの代わりに使用することができる SD メモリカードです。 I クン 
は、ユーザアカウントをコンピュータの管理者に設定しているユーザのみ作成できます。 

I クンを作成するには、フォーマット済みの SD メモリカードが必要です。あらかじめ用意 
しておいてください。 

また、一部のフォーマット形式には対応しておりません。 

対応していない SD メモリカードをセットした場合は、警告メッセージが表示されます。その 
場合は、別の SD メモリカードを使用するか、「東芝 SD メモリカードフォーマット」でフォー 
マットしてください。 

SD メモリカードのフォーマット「2章 □-[!] メディアカードを使う前に」 

n メモ 

• I クンは、 SDHC メモリ カー ドに対応しておりません。 


卜ークンの作成は、パスワードを登録済みの場合のみ行えます。あらかじめパスワードを登録 
しておいてください。 

El 「東芝パスワードユーティリティ」を起動する 

■ [東芝パスワードユーティリティ]画面が表示されます。 

パスワードで認証を行ってください。 

認証について「本節团パスワードの入力」 

w \ [作成]ポタンをクリックする 
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「東芝パスワードユーティリティ」を起動する 

[東芝パスワードユーティ 1 」ティ]画面が表示されます。 

パスワードまたは I クンで認証を行ってください。 

認証について「本節®パスワードの入力」 

[削除]ポタンをクリックする 

[ユーザパスワードの削除]画面が表示されます。 

[削除]ポタンをクリックする 

確認画面が表示されます。 

[0 K ] ポタンをクリックする 

[ユーザパスワードの削除認証]画面が表示されます。 

パスワードまたは I クンで認証を行ってください。 

認証について「本節®パスワードの入力」 

認証は、「東芝パスワードユーティリティ」を起動したときと同じユーザ権限で行つ 
てください。 


I -ークンを作成 • 使用したあとは、忘れずにブリッジメディアス□ットから SD メモリ 
力ードを抜き、安全な場所に保管してください。 


パスワードセキュリティ 

表示されたメッセージを確認し、 [0 K ] ポタンをクリックする 

[|-ークンの作成認証]画面が表示されます。 

パスワードで認証を行ってください。 

認証について「本節□:パスワードの入力」 

認証は、「東芝パスワードユーティリティ」を起動したときと同じユーザ権限で行っ 
てください。 

[ユーザ!-ークンの作成]画面が表示されます。 

SD メモリカードをセットする 

[ SD カードのドライブ]で SD メモリカードのドライブを選択する 

[作成]ポタンをクリックする 

I -ークンが作成されます。 

表示されたメッセージの内容を確認し、 [0 K ] ボタンをクリックする 
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il パスワードセキュリティ 


表示されたメッセージの内容を確認し、 [0 K ] ポタンをクリックする 

パスワードが削除されます。 


変更 


「東芝パスワードユーティリティ」を起動する 

[東芝パスワードユーティリティ]画面が表示されます。 

パスワードまたは I -ークンで認証を行ってください。 

認証について「本節团パスワードの入力」 

[変更]ポタンをクリックする 

[ユーザパスワードの変更]画面が表示されます。 

[入力]に新しいパスワードを入力する 

[確認入力]に手順〇で入力したパスワードをもう1度入力する 

[変更]ポタンをクリックする 

確認画面が表示されます。 

[0 K ] ポタンをクリックする 

[ユーザパスワードの変更認証]画面が表示されます。 

パスワードまたは I -ークンで認証を行ってください。 

ここでは、まだパスワードは変更されておりませんので、今回手順0、〇で入力 
したものではなく、登録済みのパスワードまたは I -ークンを使用してください。 

認証について「本節团パスワードの入力」 

認証は、「東芝パスワードユーティリティ」を起動したときと同じユーザ榷限で行っ 
てください。 

パスワードファイルを作成する場合は [0 K ] ポタンをクリックする 

パスワードファイルを作成しない場合は[キャンセル]ポタンをクリックしてくださ 
い。 

パスワードファイルの作成方法は、「本項 ■ 

しん 


.登録」の手順 D を確認してくださ 
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0 パスワードセキュリティ 


£/ V 7~£/?| キーを押す 

パスワードが登録され 、 「User Password 」 は 「 Registered 」 に変わって表示され 
ます。 2回目のパスワードが1回目のパスワードと異なる場合は、エラーメッセージ 
が表示され ます。 手順0からやり直して ください。 


_ BIOS セットアップを起動する 

BIOS セッ ト アップの起動『取扱説明書 2 章起動』 

カーソルパーを 「User Password」 の 「Not Registered」 に合わせ、 

■■ | SPACE 1 または [ BACKSPACE 1 キーを押す 

パスワードが入力できる状態になります。 

パスワードを入力する 

パスワードは50文字以内で入力します。パスワードに使用できる文字は、「東芝パス 
ワードユーティリティ」の場合と同様です。 

画画キーを押す 

パスワードが確認され 、 「New User Password 」 が 「Verify User Password 」 に 
変わって表示されます。 

もう1度パスワードを入力する 

確認のため、手順〇と同じパスワードをもう1度入力してください。 


m キーを押す 

設定内容が有効になり、 BIOS セツトアップが終了します。 


_ +日キーを押す 

本製品では、_ + 0がキーの機能を持ちます。 

「Are you sure ? ( Y / N ) The changes you made will cause the system to 
reboot 」 と表示されます。 


■ 巳 I 0 S セツトアツプの終了方法 

BIOS セツトアップの終了方法は、次のとおりです。 


mm bios セットアップでの設定 

* この操作は、「オンラインマニュアル（本書)」を参照しながら実行することはできません。 
必ず本項目のページを印刷してから実行してください。 

BIOS セツ ト アップでの設定は、 「 PASSWORD 」 の 「User Password 」 で行います。 


登録 
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0 パスワードセキュリティ 


■ 削除 _ 

n bios セットアップを起動する 

日 ios セットアップの起動『取扱説明書 2 章 Q - Q - n 起動』 

カーソルパーを 「User Password 」 の 「 Registered 」 に合わせ、 

H 1 匕 P/4CE j または SAC7CSP/4C£j キーを押す 

パスワードが入力できる状態になります。 

Q 登録してあるパスワードを入力する 

人力すると1文字ごとに*が表示されます。 

画画キーを押す 

「User Password 」 が 「New User Password 」 に変わって表示されます。 

手順〇で入力したノ '(スワー ドが登録したノ v ° スワードと異なる場合は、ビープ音が鳴 
りエラーメッセージが表示されます。手順〇からやり直してください。 

画画キーを押す 

W ここでは何も人力しません。 

「New User Password 」 が 「Verify User Password 」 に変わって表示されます。 

画画キーを押す 

W ここでは何も人力しません。 

パスワードが削除され、 「 UserPassword 」 は 「Not Registered 」 に変わって表示 
されます。 

購入時の設定では、入カエラーが3回続いた場合は、以後パスワードの項目にカーソルが移動 
できなくなります。この場合は、パソコン本体の電源を入れ直し、もう1度設定を行ってくだ 
さい。 

BIOS セットアップの終了方法は、『取扱説明書2章 0- PH - D 終了』を確認してください。 
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11 パスワードセキュリティ 


変更 


BIOS セットアップを起動する 

BIOS セツトアップの起動『取扱説明書2章 H E I 


起動』 


カーソルパーを 「User Password 」 の 「 Registered 」 に合わせ、 

SP /4 C £| または [ BACKSPACE キーを押す 

パスワードが入力できる状態になります。 

登録してあるパスワードを入力する 

入力すると1文字ごとに*が表示されます。 


fA / TT /?| キーを押す 


「User Password 」 が 「New User Password 」 に変わって表示されます。 

新しいパスワードを入力し、キーを押す 

「New User Password 」 が 「Verify User Password 」 に変わって表示されます。 

g 手順□で入力したパスワードをもう1度入力し、 旧^ キーを押す 

パスワードが変更され 、 「User Password 」 は 「 Registered 」 に変わって表示され 
ます。 

手順〇と手順0で入力したパスワードが一致しない場合は、エラーメッセージが 
表示されます。手順〇からやり直してください。 

BIOS セットアップの終了方法は、『取扱説明書 2 章0-終了』を確認してください。 


2 


スーパーバイザパスワード 


「東芝ノてスワードユーティリティ」で、 Windows 上からスーパーノ（イザノ V ° スワードの設定や設定 
の変更ができます。 

BIOS セットアップでも登録することができます。 

g メモ 

• 先にユーザパスワードが登録されている場合は、スーパーパイザパスワードの登録はできません。 
スーパーパイザパスワードとユーザパスワードを両方登録する場合は、1度ユーザパスワードを削除し、 
スーパーパイザパスワードを登録してからもう1度ユーザパスワードを登録してください。 

• スーパーバイザパスワードとユーザパスワードでは、違うパスワードを使用してください。 

• スーパーパイザパスワードを登録すると、ユーザーポリシーを設定できます。ユーザーポリシーとは、 
複数のユーザでノ（ソコンを使用している場合の、各ユーザの権限を設定する機能です。 
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il パスワードセキュリティ 


■■東芝パスワードユーティリティでの設定 

■ 起動方法 _ 

H [スタート]ポタン （©)— [すべてのプ□グラム]—[アクセサリ] 
| — [ファイル名を指定して実行]をクリックする 

Tk rc：¥Program Files¥TOSHIBA¥PasswordUtility¥TOSPU.exeJ 

と入力する 

システムが Windows Vista 以外の場合は、入力する文字列が異なります。 

『セットアップガイド』を参照してください。 

Q [ OK ] ポタンをクリックする 

■■ [東芝パスワードユーティリティ]画面が表示されます。 

パスワードを登録している場合はパスワードまたは I -ークンで認証を行ってくださ 
し)。 

Q [スーパーパイザパスワード]タブをクリックする 

n メモ 

• _キーを押しながら電源を入れて起動ドライブを選択したい場合は、「東芝パスワードユーティリ 
ティ」の[スーパーパイザパスワード]タブで[ユーザポリシー]の[変更]ポタンをクリックし、 
[ユーザポリシーの設定]画面の [ HW セットアップ/ BIOS セットアップの使用を許可する]のチェック 
をはずさないでください。 

チェックをはずしていると、_キ_を押しながら電源を入れても、起動ドライブの選択ができません。 

_キーで起動ドライブを変更する方法「2章 D - B 起動するドライブを変更する場合」 

籲「東芝パスワードユーティリティ」の[スーパーバイザパスワード]タブで、[ユーザポリシーの設定] 
画面の[ユーザパスワードの登録/変更を強制する]をチェックすると、次のように設定されます。 

• ユーザパスワードが登録されていない場合 

設定後の1回目の起動時に 、 「New Password =」 と表示されます。 

ユーザパスワードの登録を行ってください。 

• ユーザパスワードが登録されている場合 

設定後の起動時に、 「 Passwo 「 d =」 でユーザパスワードを初めて入力したときに 、 「New Password 二」 
と表示されます。 

新しいユーザパスワードに変更してください。 

「Verify Password 二」に 「New Password 二」で入力したパスワードをもう一度入力すると、ユー 
サパスワー ドが登録/変更されます。 
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11 パスワードセキュリティ 


操作方法 


■登録' 削除、変更 

スーパーバイザパスワードの登録、削除、変更などの設定方法は、「東芝パスワードユーティリ 
ティ」でのユーザパスワードの設定方法と同様です。 

ユーザノ v ° スワードの設定を確認してください。 

ユーザパスワード「本節 □]- ■■東芝パスワードユーティリティでの設定」 

なお、スーパーバイザパスワードを削除すると、ユーザパスワードも同時に削除されます。 

■ 一般ユーザの操作を制限する 

スーパーバイザパスワードを登録すると、スーパーバイザパスワードを知らないユーザは「東 
芝 HW セットアップ」の設定を変更できないようにする、などいくつかの制限を加えることが 
できます。 

スーパーバイザパスワードを登録した状態で、次の手順を実行してください。 

スーパーパイザパスワード設定用の「東芝パスワードユーティリティ」 
を起動する 

[東芝パスワードユーティリティ]画面が表示されます。 

パスワードで認証を行ってください。 

認証について「本節®パスワードの入力」 

[スーパーバイザパスワード]タブで[ユーザポリシー]の[変更]ポ 
タンをクリックする 

[ユーザポ U シーの設定]画面が表示されます。 


K1 操作を許可する項目をチェックする 
[設定]ポタンをクリックする 


表示されたメッセージの内容を確認し、 [0K] ポタンをクリックする 

[ユーザポ U シーの設定認証]画面が表示されます。 

スーパーノ（イザノくスワードで認証を行ってください。 

認証について「本節®パスワードの入力」 

表示されたメッセージの内容を確認し、 [0K] ポタンをクリックする 
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il パスワードセキュリティ 


bios セットアップでの設定 

* この操作は、「オンラインマニュアル（本書)」を参照しながら実行することはできません。 
必ず本項目のページを印刷してから実行してください。 

bios セットアップでも、スーパーバイザパスワードを登録することができます。 

■ 操作方法 _ 

■登録 

BIOS セットアップの 「 PASSWORD 」 の 「Supervisor Password 」 で登録できます。 

登録方法は、 BIOS セットアップでのユーザパスワードの登録方法と同様です。 

ユーザノ t スワードの登録を確認してください。 

「本節11 I - 登録」 

■削除、変更 

BIOS セットアップで、いったんスーパーバイザパスワードを登録してしまうと、 BIOS セット 
アップではスーパーノ（イザノ V ° スワードの削除と変更ができません。 

その場合は、「東芝パスワードユーティリティ」でスーパーバイザパスワードの削除や変更を 
行ってください。 

「本節 [ U - ■■東芝パスワ—ドユ—ティリティでの設定」 

また、 BIOS セットアップで、いったんスーパーバイザパスワードを登録してしまうと、次の 
操作も制限され、設定ができなくなります。 

-巳 IOS セットアップ画面での設定変更 
-東芝 HW セットアップでの設定変更 

-_キ_を押しながら電源ポタンを押して、起動ドライブを選択する 
その場合は、「東芝パスワードユーティ U ティ」でスーパーバイザパスワードの削除をしてから、 
操作を行ってください。 


パスワードの入力 


ノ v° スワードの代わりに卜ークンを使うこともできます。 

I 電源を入れたとき/休止状態から復帰するとき 


パスワードが設定されている場合、パソコンまたは BIOS セットアップ起動時にパスワード入 
力画面が表示されます。 

この場合は、次の手順を行ってパソコンまたは BIOS セットアップを起動します。 

■パスワードを入力する 

設定したとおりにパスワードを入力し、 同^ キーを押す 

Arrow Mode LED、Numeric Mode LED は、パスワードを設定したときと同じ状態 
にしてください。 

パスワードの入カミスを3回繰り返した場合は、自動的に電源が切れます。電源を入 
れ直してください。 
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0 パスワードセキュリティ 


■ 卜ークンを使う 

卜-クンをセットする 

■■ あらかじめ!-ークンをセットしておいてから電源を入れると、自動的にパスワードが 
解除されます。 

■指紋認証を使う 

n タッチパッドの横にある指紋センサに指をのせ、手前側にすべらせる 

指紋認証「本章0指紋認証を使う」 

B 東芝パスワードユーテイリテイを起動したとき _ 

ユーザパスワードを登録している場合、「東芝パスワードユーティリテイ」を起動すると、認証 
を求める画面が表示されます。次の方法で認証を行います。 

I クンでの認証は、ユーザアカウントをコンピュータの管理者に設定しているユーザのみ行 
うことができます。 

■パスワードを入力する 

n 認証を求める画面が表示されたら、パスワードを入力する 
q [確認]ポタンをクリックする 

■ 卜ークンを使う 

g 認証を求める画面が表示されたら、I-ークンをセットする 

■■パスワードを忘れてしまった場合 

ユーザ/スーパーバイザパスワードを忘れてしまった場合は、次の方法で確認または解除して 
ください。 

• パスワードファイルを確認する 

電源を入れるときにパスワードが必要になった場合は、本機以外の機器で確認してください。 

• 卜ークンを使用して登録したパスワードを解除する 

上記の方法でノくスワードの確認または解除できなかった場合は、近くの保守サービスに相談し 
てください。パスワードの解除を保守サービスに依頼する場合は、有償です。またそのとき、 
身分証明書（お客様自身を確認できる物）の提示が必要となります。 
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il パスワードセキュリティ 




HDD パスワード 


* この操作は、「オンラインマニュアル（本書)」を参照しながら実行することはできません。 
必ず本項目のページを印刷してから実行してください。 

HDD パスワードは、八ードディスクを保護するセキュリティ機能です。 

HDD パスワードの登録、削除、変更などの設定は、巳 IOS セットアップの 「HDD PASSWORD 」 
で行います。 


注意事項 


登録したパスワードの内容は、メモをとるなどして、安全な場所に保管しておくことを強くお 
すすめします。 




万一、登録したパスワードを忘れた場合、修理•保守対応ではパスワードを解除できません。こ 
の場合、八ードディスクドライブは永久に使用できなくなり、八ードディスクドライブの交換対 
応となります。この場合、有償での交換となります。 

八ードディスクドライブが使用できなくなったことによる、お客様またはその他の個人や組織に 
対して生じた、いかなる損失に対しても、当社は一切責任を負いません。 

HDD パスワードの設定については、この点を十分にご注意いただいた上でご使用ください。 


MM HDD パスワードの種類 

HDD パスワードは、ユーザ HDD パスヮ- 
可能です。 


ドとマスタ HDD パスワードの2つを設定することが 


■ユーザ HDD パスワード 

各バソコンの使用者自身が設定することを想定したノ（スワードです。 

マスタ HDD パスワードを削除すると、同時にユーザ HDD パスワードも削除されます。 

■マスタ HDD パスワード 

管理者などがバソコン本体の環境設定を管理/保守するために設定することを想定したパス 
ワードです。 

マスタ HDD パスワードはユーザ HDD パスワードの代わりに使えます。ユーザ HDD パスワード 
を忘れた場合でも、マスタ HDD パスワードを入力して八ードディスクドライブにアクセスでき 
ます。マスタ HDD ノ（スワードを使用してユーザ HDD ノ '(スワー ドを変更することもできます。 
なお、マスタ HDD パスワードのみを登録することはできません。 

組織などでマスタ HDD パスワードを用いた運用を検討した場合、各パソコンのユーザに対して 
パソコン本体を配布する前に、あらかじめ管理者が BIOS セツトアップでマスタ HDD パスワー 
ドと仮のユーザ HDD パスワードを設定しておく必要があります。 


ユーザ HDD パスワードとマスタ HDD パスワードの登録、削除方法は同じです。以降は、 
ザ HDD パスワードの設定を例に説明しています。 


ュ_ 
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0 パスワードセキュリティ 

El HDD パスワードの登録 

マスタ HDD パスワード （Master Password ) の項目は、 BIOS セットアップの 「HDD 
Password Mode 」 が 「 Master + User 」 の場合のみ表示されます。 

マスタ HDD パスワードを設定し、続けてユーザ HDD パスワードの設定を行います。 

BIOS セットアップを起動する 

巳 IOS セットアップの起動『取扱説明書 2 章起動』 

カーソルパーを 「User Password 」 の 「Not Registered 」 に合わせ、 

匕 P/AC£ または MOCSftACf 」 キーを押す 

パスワードが入力できる状態になります。 

パスワードを入力する 

パスワードは50文字以内で入力します。パスワードに使用できる文字は、ユーザパ 
スワードの場合と同様です。 

ユーザパスワードに使用できる文字「本節-パスワードとして使用できる文字」 

パスワードは1文字ごとに*が表示されますので、画面で確認できません。よく確認 
してから入力してください。 

兩/7~£/?| キーを押す 

パスワードが確認され 、 「New User Password 」 が 「Verify User Password 」 に 
変わって表示されます。 

パスワードを入力する 

確認のため、手順0と同じパスワードをもう1度入力してください。 

|£/V7~£/?| キーを押す 

パスワードが登録されます。2回目のパスワードが1回目のパスワードと異なる場合 
は、エラーメッセージが表示されます。手順0からやり直してください。 

BIOS セットアップの終了方法は、『取扱説明書2章終了』を確認してください。 

^ メモ 

* r 東芝パスワードユーティリティ」でユーザパスワードを設定している場合、同じパスワードを使え 
ば HDD パスワードを設定することができます。 
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0 パスワードセキュリティ 


HDD パスワードの削除 

BIOS セットアップを起動する 

日 ios セットアップの起動『取扱説明書2章0-起動』 

カーソルパーを 「User Password 」 の 「 Registered 」 に合わせ、 

[ SPACf または BACKSPACE キーを押す 

パスワードが入力できる状態になります。 

登録してあるパスワードを入力する 

入力すると1文字ごとに*が表示されます。 

| £/ vm ?| キーを 押す 

「User Password 」 が 「New User Password 」 に変わって表示されます。 

手順 U で入力したノ（スワードが登録したノ（スワードと異なる場合は、ビープ音が鳴 
りエラーメッセージが表示されます。手順0からやり直してください。 

|£/ VTTfi | キーを押す 

ここでは何も入力しません。 

「New User Password 」 が 「Verify User Password 」 に変わって表示されます。 

|£ A /7~£ fi | キーを押す 

ここでは何も入力しません。 

パスワードが削除されます。 


巳 IOS セットアップの 「HDD Password Mode 」 で iMaster + UserJ を選択した場合は、マ 
スタ HDD パスワードの削除を行うと、同時にユーザ HDD パスワードも削除されます。 

ユーザ HDD パスワードのみを削除することはできません。 

BIOS セットアップの終了方法は、『取扱説明書2章終了』を確認してください。 

hdd パスワードの変更 

n bios セットアップを起動する 

bios セットアップの起動『取扱説明書2章 Q - Q - n 起動』 

カーソルパーを 「User Password 」 の 「 Registered 」 に合わせ、 

■ SPACE | または | BACKSPACE 1 キーを押す 

パスワードが入力できる状態になります。 
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0 パスワードセキュリティ 


登録してあるパスワードを入力する 

ユーザ HDD パスワードを入力してください。またはユーザ HDD パスワードの代わり 
に、マスタ HDD パスワードを入力することもできます。この場合、マスタ HDD パス 
ワードを使ってユーザ HDD パスワードを変更することができます。 

入力すると1文字ごとに*が表示されます。 

;£/V7~£/?| キーを押す 

「User Password 」 が 「New User Password 」 に変わって表示されます。 

手順〇で入力したパスワードが正しくなしヽ場合は、エラーメツセージが表示されま 
す。手順〇からやり直してください。 

新しいパスワードを入力し、_司キーを押す 

「New User Password 」 が 「Verify User Password 」 に変わって表示されます。 

T !] 手順0で入力したパスワードをもう1度入力し、避 7^] キーを押す 

W パスワ - k が麵されます。 

手順〇と手順0で入力したノてスワードが一致しない場合は、エラーメツセージが 
表示されます。手順〇からやり直してください。 

BIOS セットアップの終了方法は、『取扱説明書2章 0- □: - D 終了』を確認してください。 


HDD パスワードの入力 

HDD パスワードが設定されている場合、電源を入れると 「HDD Password =」と表示されま 
す。 

この場合は、次のようにするとパソコン本体が起動します。 

設定したとおりに HDD パスワードを入力し、 同^ キーを押す 

Arrow Mode LED、Numeric Mode LED は、パスワードを設定したときと同じ状態 
にしてください。 

HDD パスワードの入カミスを3回繰り返した場合は、自動的に電源が切れます。電源 
を入れ直してください。 


3 


4 


5 


6 
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指紋認証とは、手の指紋の情報をパソコンに登録することにより、パスワードなどの入力に代 
えて本人であることを証明する機能です。キーボードからパスワードを入力する代わりに、登 
録した指を指紋センサ上にすべらせるだけで、次のことが実行できます。 

• Windows □グオン 

•インターネットのホームページで、パスワードの入力 
♦スクリーンセーパの解除 

拳パソコン本体起動時のユーザパスワードまたは HDD パスワードの入力 
•スリープからの復帰 
•ファイルやフォルダの暗号化 

詳しくは指紋認証ユーティリティのへノレブを参照してください。 

ヘルプの起動方法は、本節の最後で説明しています。 


指紋認証の操作にあたって 


あらかじめ、「付録 D _ ra 指紋認証について」を確認してください。 


~2 


「指紋認証ユーテイ 1 」テイ」の設定や登録をするためには 、 「Windows ログオンパスワード」 

を設定する必要があります。 

Windows ログオンパスワードを設定していない場合は、[コント□—ルパネル]の[地ユー 
サー アカウント]から設定することができます。 

Windows □グオンパスワードの設定方法 『Windows ヘルプとサポート』 

すでに Windows ログオンパスワードを設定してある場合は、「本節®指紋を登録する」に進 
んでください。 



4■指紋認証を使う 




Q [指紋認証とは 


* 指紋センサ搭載モデルのみ 

本製品には「指紋センサ」と「指紋認証ユーテイリテイ（東芝フインガープ U ントセキユリテイ）」 
が用意されています。ここでは、指紋を登録し、指紋認証を行う方法について説明します。 
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□ 指紋認証を使う 


Q 1 指紋を登録する 


「指紋認証ユーティリティ」で、指紋を登録し ます。 次の手順を実行して ください。 指をけがし 
たときなどのために、2本以上の指を登録して ください。 

指紋センサには、最大21パターンの指紋を登録で きます。 複数のユーザでパソコンを使用して 
いる 場合は、全ユーザ合わせて21パターン登録で きます。 例えば1人で10パターンの指紋を 
登録した場合、ほかのユーザが登録で きる のは、計11パターン までです。 

B 指紋センサに指紋をうまく読み取らせるには _ 

CT 指紋センサに対して指をまっすぐ出し、指を寝かせた状態で、第1関節 
を軽く指紋センサ中央の上におく 

Q 第1関節から先端にかけて、指のはら部分が指紋センサに触れるように 
手前に水平に引く 

指先だけ指紋センサにのせると、指紋が認識されない場合があります。第1関節から 
先端にかけて指のはらの部分が指紋センサに触れるように、ゆっくりとすべらせてく 
ださい。 






























D 指紋認証を使う 


操作方法 


「指紋認証ユーティリティ」でユーザ登録を行います。ユーザ登録では、 Windows のユーザア 
カウントとその□グオンパスワードを登録したあと、そのユーザアカウントで□グオンし、認 
証で使用する指（指紋）を登録します。また、登録した Windows ログオンパスワードは、「指 
紋認証ユーテイリテイ」の各種機能を使用するためのマスタパスワードとしても使用します。 


3 メモ 


Windows ログオンパスワードは指紋認証の代わりに使用できますが、指紋のユーザ登録など一部の機 
能は Windows ログオンパスワードで代用することはできません。 


n 指紋を登録するユーザアカウントでログオンする 


[スタート]ポタン—[すべてのプ□グラム ]— [Protector 
Suite QL ]— [ユーザー登録]をクリックする 

初めて起動したときは、[指紋ソフトウェア使用許諾契約書]画面が表示されます。 
内容を確認後、[使用許諾契約書に同意します]をチェックし、 [0 K ] ボタンをク 
リックしてください。 

2回目以降は、[ユーザー登録]画面が表示されます。通知領域の [Protector Suite 
QL ] アイコン （) を右クリックし、表示されたメニューから[指紋を編集]を 
選択しても[ユーザー登録]画面を起動することができます。 


[次へ]ポタンをクリックする 



[ユーザーのパスポート]画面が表示されます。このとき、既に指紋を登録してある場合 
は[パスワード]画面が表示されます。指紋センサに指紋登録済みの指をすべらせる 
か、パスワードを入力して[次へ]ポタンをクリックしてください。その場合、手順 
□ へ進みます。 
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□ 指紋認証を使う 


3 [パスワード入力]欄に Windows ログオンパスワードを入力し ①、 
_ [次へ]ポタンをクリックする ② 



'① 


|② 


[指紋登録のヒント]画面が表示されます。画面に表示される指紋登録のヒントを、 
よくお読みください。 

[対話型チュートリアルを実行する]がチェックされていることを確認 
し①、[次へ]ポタンをクリックする ② 



① 


|② 


[正しい読み取り手順]画面が表示されます。 



システム環境の変更 


36 




























































D 指紋認証を使う 


Q 画面に表示される説明と動画をよく見て、[次へ]ボタンをクリックする 

M 動画は1回再生したあとに停止しますが、[ビデオ再生]ポタンをクリックするともう 
1度再生されます。 


[スキヤンの練習]画面が表示されます。 




指较 チュー トリアノレ 


正しい諉み取0手* 

最適なサンプルの作成方法を確 _S します。 


m 


指を正確に読み取5ことがで•き2■よう(こ、次の手川Iこ従って 
傲い 

• センサーの中央に第一閡茚を蛋〇てく妓い 
•心サーで融取るときに指ぢ?かせないてべ妓〇 
•指を平らな位蚩に蛋いてください 


IE デォ再生㈤ 


liddi? ル衫ゎブ ©J 


吴 S(B) 【1匚次へ (N) > |1|キゃンセル1 


■ タッチパッドの右にある指紋センサに指を軽くのせ、手前側にすべら 
せる 

第1関節を指紋センサの上に置き、手前に引くようにすべらせてください。 



[スキヤンの練習]画面が表示されてから2分以内に指の認識を行わないと、エラー 
メッセージが表示されます。メッセージを確認して [0 K ] ポタンをクリックします。 
そのあと[やり直し]ポタンをクリックし、指の認識を行ってください。 




□ 指紋認証を使う 


同じ指を4回認識させてください。指紋センサに指をすべらせると、画面の4つの 
ボックスに、1回ごとの指紋データの読み取り結果が表示されます。 

[ビデオ再生]ボタンをクリックすると、手順0で見た動画を見ることができます。 


指紋チュートリアノレ 


スキャンの锸習 

指の_売み取り 


m 


練習では、同13指の読み取りを 4 回行0ます 


か 


Pi 穿 




ビデオ再生( V ) 


虎办 m L5TI/U 


最後のサンブル用に指を読み取ってぱさい 


[チ: L - W アルをスキップ⑸] 


)欠へ叫）> I キゃンレ1 


•成功したとき 


■失敗したとぎ 


4回実行したあと、何回かうまく読み取りができなかった場合は、やり直しを勧める 
メッセージが画面下部に表示されます。[やり直し]ポタンをクリックし、もう1度手 
順〇を実行してください。4回とも指紋データの読み取りに成功すると、「練習問題 
に合格しましたので、登録する準備ができました。」と画面下部に表示されます。 



[；1[次へ]ポタンをクリックする 

[ユーザーの指紋]画面が表示されます。 
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D 指紋認証を使う 


J 登録する指を示すボックスをクリックし、タッチパッドの右にある指紋 
センサに登録したい指の第1関節を軽くのせ、手前側にすべらせる 

体勢によっては親指での認証は難しいので、親指以外の指を登録することをおすすめ 
します。 



第1関節を指紋センサの上に置き、手前に引くようにすべらせてください。同じ指を 
3回読み取らせます。画面中央に読み取り画面が表示され、1回指紋読み取りが成功 
するごとにチェックがつきます。3回とも指紋の読み取りができたら、「成功」と認識 
画面の下部に表示され、登録した指を示すボックスに指紋イラストが表示されます。 
読み取り画面が表示されてから2分以内に指紋登録を行わないと エラー メッセージが 
表示されます。 [0 K ] ボタンをクリックして、指紋登録を行ってください。 



以前登録した指を再び登録した場合は、新しく登録した指紋データで上書きされます。 


▼ 
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□ 指紋認証を使う 


違う指で手順 D を繰り返す 

最低でも2本の指を登録してください。 

[次へ]ポタンをクリックする 

パスワードの登録を勧める画面が表示されます。 

[0 K ] ポタンをクリックする 


パックアツプノ u ワード s 使用して题メカニズムしようとしています ■ 保護デパイスが勘作してし'«ければ、この方法でデータにアク 
• tr スできます • ただし，この方法ではセキユリティが S 下します， S くて IBS なノ以ワード(最金12文お動めします • 


0K 11 


[拡張セキュリティ]画面が表示されます。 

拡張セキュリティを使用する場合、必要な設定をする 

拡張セキュリティ機能を有効にすると、登録したユーザデータなどを保護キーを使つ 
て暗号化し、セキュリティを強化することができます。この機能を使用しない場合は、 
[現在のユーザーの拡張セキュリティを有効にする]のチェックをはずし、手順 E へ 
進んでください。 

拡張セキュリティ方式を有効にするには[現在のユーザーの拡張セキュ U ティを有効 
にする]をチェックし①、[拡張セキュリティタイプ]で使用したい項目を選択して 
ください②。 



■① 


■② 
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D 指紋認証を使う 


[セキュリティデノ (イスが動作しない場合に使用するパックアップパス 
ワードを有効にする。]をチェックし ①、 パスワードを入力する② 

ここでバックアップパスワードを設定しておくと、拡張セキュリティを設定している 
状態で指紋センサがうまく動作しない場合や指紋をうまく読み取れない場合に、キー 
ポ_ドからのパスワード入力で認証させることができます。 


拡張セキュリティ 


拡張セキュ y ティ 

こ①パスポートのセキュリティレベルを設定します。 


m 


園現在®ユ■■ザ-拡張セキ:Iリティを有効にする (E) 

デー切 a、 ハーアセキュリティデ/ イスから取得する保諸キーを使用して b 音号化されます。 


拡張セキュリティ$イブ： 


ドウIアに基づくセキュリティ。ユーザーの棵密デ3は、 
指紋読み取り装蛋(こ格肭された保諸キ H こよって保諸？ 
れ、指紋が一致した埸合(このみ公閉されます。データは、 
指紋デパイスに格納されたキ-を使用して8音号化されま 
す。 


( 0セキュリティデノ W スが觔作しない埸合に使用すか奮 y ブパスワ-ドを有她こする。⑻ 

パ妁アツブノ u ワード： . 


<戻 5(B ) :次へ ( N )> ||キゃン也レ I 


■① 

■② 


拡張セキュリティ機能を使用する場合、バックアップパスワードを設定しておくこと 
を強くおすすめします。推測しにくい、長いパスワードを設定してください。拡張セ 
キュ U ティ機能を使用している場合、指紋認証の代わりに使用できるパスワード入力 
は、次のようになります。 


巳 

W 

X 

:バックアップパスワードで代用 
: Windows パスワードで代用 
:パスワードによる代用不可能 


指紋 データ 削除 

インポート/ 

エクスポート 

ユーザ 設定 

バックアップパスワード有り 

巳 

巳 

X 

パックアップパスワード無し 

W 

W 

X 




いずれも、指紋認証をキャンセルしたときにパスワード入力画面が表示されます。 
拡張セキユリティ機能の詳細 

《指紋認証ユーティリティのヘルプ（検索）：拡張セキユリティ》 

[次へ]ポタンをクリックする 

[終了]画面が表示されます。 
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□ 指紋認証を使う 


[完了]ポタンをクリックする 


m 


お疲れさまでした。 

登錄が終了しました。闰了]を押すと、新しく登錄した指紋を使用で•きます。 


S 纖転怨韻 K 溫 1殼溫い。** 腿綱 合' 今回 


1 Q キゃンセ^ 


指紋登録が完了し、[ようこそ]画面が表示されます。さまざまなメニューが表示さ 
れるので、知りたい情報をクリックしてお読みください。すぐに読まない場合は、 
[閉じる]ボタンをクリックして[ようこそ]画面を終了してください。 


4 


指紋認証を行う 


指紋を登録すると、指紋センサに指をすべらせることで、 Windows へ□グオンできます。 
また、パソコンを複数のユーザで使用している場合、ユーザの選択も省略できます。 




操作方法 

パソコンに電^^を入れる 

Windows に□グオンする画面が表示されます。 


Q 指紋登録した指の第1関節を指紋センサの上にのせ、手前側にすべらせる 



指紋が認証されると指紋認証画面に[成功]と表示され、 Windows に□グオンします。 

指紋認証がうまくいかなかった場合は、警告メッセージが表示されます。また指紋認証を連続 
して8回以上失敗すると、約1分の間、指紋認証を使用できなくなります。指紋認証がうまくい 
かない場合は、キーボードからパスワードを入力して、 Windows にログオンしてください。 
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D 指紋認証を使う 


mm その他の使いかた 

t パソコンの起動や復帰時に指紋で認証させる _ 

■パソコンの起動時（パワーオンセキュリティ） 

パソコンの起動時に、ユーザパスワードや HDD パスワードの代わりに、指紋認証を使用するこ 
ともできます。事前にユーザパスワードや HDD パスワードを登録しておいてください。 

メモ 

* パワーオンセキュリティを使用するためには、ユーザパスワードの登録が必要です。 


ユーザパスワード、 HDD パスワードの登録方法「本章0パスワードセキュリティ」 

また、指紋認証をユーザノくスワードや HDD ノ V ° スワードの代わりに使用するための設定も必要で 
す。 

設定の詳細《指紋認証ユーティリティのヘルプ（検索）：パワーオンセキュリティ》 

ユーザパスワードや HDD パスワードの指紋認証に続けて5回失敗すると、指紋認証ができなく 
なります。その場合は、キ_ポ_ドからパスワードを入力してパソコンを起動してください。 
また指紋認証画面が表示されているときに、キーボードからノ V ° スワード入力をしたい場合は 
キーを押してください。キ_ポ_ドからのパスワード入力が可能になります。 

指紋認証のパスワード入力について —— 

•あらかじめ、「付録 D - K 3- 指紋認証のパスワード入力について」を確認してください。 


■スクリーンセーパの解除 

次のように設定します。 

① [スタート]ポタン（料）—[コント□—ルパネル] — デスクトップのカスタマイズ] 
をクリックする 

② [ぢスクリーンセーバーの変更]をクリックする 

③ [再開時にログオン画面に戻る]をチェックする 

④ [0 K ] ボタンをクリックする 

■スリープからの復帰 

次のように設定します。 

① [スタート]ボタン（〇) — [コント□—ルパネル]—[秦バッテ 1 」設定の変更]をク 
リックする 

② [電源プランの選択]で選択されているプランの[プラン設定の変更]をクリックする 

③ [詳細な電源設定の変更]をクリックする 

④ [追加の設定]の[復帰時のパスワードを必要とする]で、[バッテリ駆動]および[電源 
に接続]を[はい]に設定する 

⑤ [0 K ] ポタンをクリックする 
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□ 指紋認証を使う 


[スタート]ポタン（安！）—[すべてのプ□グラム ]— [Protector 
Suite QL ]— [ヘルプ]をクリックする 


■ ?旨紋データのバックアップをとる 

登録して ある 指紋データをバックアップ することができます。 バックアップしておくと、リカ 
バリしたときなどに指紋を再登録しなくても すみます。 また、別の パソコンで 指紋認証を使用 
したいときに、指紋データを登録しなくても すみます。 

設定の詳細《指紋認証ユーティリティのヘルプ（検索）：登録のエクスポート/インポート》 

B パソコンを捨てるまたは人に譲る場合 _ 

パソコンを捨てたり人に譲ったりする前に、登録した指紋データを消去することをおすすめし 
よ9 〇 

指紋データの消去《指紋認証ユーティリティのヘルプ（検索）：既存の登録の削除》 

^ メモ _ 

争パスワードパンク（インターネットのホームページで指紋認証による ID 、 パスワードを入力する機能) 
は 、 「Internet Explored で動作します。 


ヘルプの起動方法 
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TPM を使う 


本製品には 、 TPM (Trusted Platform Module ) が用意されています。 

■■tpm とは 

TPM は 、 TCG (Trusted Computing Group ) が策定した仕様に準拠したセキュリティコン 
卜□ーラチップです。 

一般的に、電子データの保護は暗号処理方式（暗号アルゴリズム）によるものなので、ハード 
ディスクやメモ U などに保存されている暗号鍵が、暗号解読の攻撃対象になる可能性がありま 
す。 

TPM ではこれらの暗号鍵を、メイン基板に組み込まれたセキュリティチップに保存するので、 
より安全にデータが保護されます。 

また、 TPM は公開されている標準化された仕様のため、それに対応したセキュリティソ U ュー 
シヨンを使用することにより、より強固な PC 環境を構築できます。 

本製品では、 TPM の設定は、巳 IOS セットアップと 「Infineon TPM Software Professional 
Package 」 で行います。 

詳しくは 、 『Trusted Platform Module 取扱説明書』 （ PDF マニュアル）とヘルプを参照して 
ください。 




TPM の操作にあたって 


あらかじめ、「付録 D - K 1 TPM について」を確認してください。 


OTPM を有効にする方法 

TPM を使用するには、まず BIOS セットアップで TPM を有効に設定する必要があります。 

TPM を有効にする方法は、「本章 SECURITY CONTROLLER 」 を参照してく 
ださい。 

バメモ 

• 巳 IOS セットアップでの丁 PM に関する設定を、管理者の権限を持たないユーザが変更できないようにす 
ることができます。 TPM の設定を守るために、管理者の権限を持たないユーザに操作制限を加えるこ 
とをおすすめします。 


_管理者以外のユーザの制限について 

『Trusted Platform Module 取扱説明書6東芝パスヮ- 


ド ユーテ イリテイ』 
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0 TPM を使う 


TPM のインストール方法 


TPM を有効にしたあと 、 「Infineon TPM Software Professional Package 」 をインストー 
ルします。 


[スタート]ポタン—[すべてのプログラム] 
シヨンの再インス!-ール]をクリックする 


[アブ U ケー 


[セットアップ画面へ]をクリックする 
E 1 [ドライノ' I ]タブをクリックする 


画面左側の [Infineon TPM Software Professional Package ] を 
クリツクし 、 [「Infineon TPM Software Professional Package 」 
のセットアップ]をクリックする 

画面の指示に従ってインス I -ールする 

[ファイルのダウン□—ド]画面が表示された場合は、[実行]ボタンをクリックして 
<ださい。 

TPM を使用するための設定や使用方法は、 PDF マニュアルとヘルプを参照してくだ 
さい。 


ES PDF マニュアルのインストール方法 

『Trusted Platform Module 取扱説明書』 （ PDF マニュアル）のインス! -- ル方法は、次のと 
おりです。 


[スタート]ポタン（〇) — [すべてのプ□グラム] 
シヨンの再インス!-ール]をクリックする 


[アブ U ケー 


画面のメッセージに従ってインス!-ールする 

[ドライバ]タブの [Infineon TPM Software Professional Package ] に用意さ 
れています。 


D PDF マニュアルの起動方法 

[Trusted Platform Module 取扱説明書』 （ PDF マニュアル）の起動方法は、次のとおりです。 

[Trusted 


醫 


[スタート]ポタン（料）—[すべてのプ□グラム] 
Platform Module 取扱説明書]をクリックする 
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0 TPM を使う 


■3 ヘルプの起動方法 

〇 通知領域の [Security Platform ] アイコン（ユ）を右クリックし、 
表示されるメニューから[ヘルプ]をクリックする 
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■ パソコンの動作がおかしいときは 

バソコンの操作をしていて困ったときに、どうしたら良いかを説明し 
ています。 

「 dynabook . com 」 で情報を調べる方法なども紹介しています。 

トラブルが起こったときは、あわてずに、この章を読んで、解消方法 
を探してみてください。 


1トラブルを解消するまでの流れ 
2 Q & A 集 . 


150 
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パソコンに起こるトラブルは、その原因がどこにあるかによって解決策が異なります。 
そのために、パソコンの構造をある程度知っておくことが必要です。 

ここでは、パソコンの構成と、それぞれの構成部分で起こるトラブルの例、その解決方法を紹 
介します。 

■バソコンを構成する3つの部分 



• アプリケーションソフトウェアとは 

メールやインターネットは、アプリケーションソフトウェアの機能です。 Word (文書作成 
ソフト）や Excel (表計算ソフト）、ウイルスチェックソフトもアプリケーションソフト 
ウェアの代表的なものです。それぞれ製造元が異なります。 

•システム、ドライパとは 

システムは、オペレーティングシステム、 0 S とも言い、パソコンを動かすための基本的な 
働きをします。本製品のシステムは Windows Vista です。 

ドライバは、周辺機器とシステムを連携する役割をします。ドライバがないと、周辺機器は 
使用できません。代表的なドライバに、ディスプレイドライバやサウンドドライバ、マウス 
ドライバなどがあります。基本的なドライバは、システムが標準装備していますが、周辺機 
器によっては、専用のドライノ（が付属している場合があります。 

* 八ードウェアとは 

バッテリや AC アダプタはもちろん、画面（ディスプレイ）、キーボード、バッテ U 、 ハード 
ディスク、 CPU など、パソコン本体を指します。 

パソコンはこれらの高度な技術の集合体です。トラブルの原因がそれぞれの製造元にしかわか 
らない場合も多くあります。トラブルの症状に合わせた対処をすることが解決への早道です。 
トラブルの解決には、最初に原因の切り分けを行います。一般的にはアプリケーションソフト 
ウェア—システム、ドライバ — パソコン本体の順にチェックします。 



トラプルを解消するまでの流れ 



T トラプルの原因をつき止めよう 


お使いのパソコンに起こったトラブルについて、解決方法を見つけていきましよう。 


パソコンの動作がおかしいときは 
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D トラブルを解消するまでの流れ 


2 


トラブル対処法 


トラブノレが発生したときの解決手順を紹介します。 


STEP! QSA を読む 


本書では、トラプルの解決方法を Q & A 形式で説明しています。 

また、『セツトアップガイド』などにも Q & A が記載されているので、あわせて読 
んでください。 






アルを読む 


本製品には目的別に複数のマニュアルがあります。 
本書以外のマニュアルも読んでください。 


STEP3 サボートのサイトで調べる 


「 dynabook . com 」 へ接続し、各種サボート情報から解決方法を探します。 
dynabook . com 「本節®トラブル事例を見てみる」 

それでもトラブルが解消しない場合は、お問い合わせください。 

本製品に用意されているアプリケーションのお問い合わせ先は『取扱説明書付録0お問い合 
わせ先』で確認してください。 



パソコンの動作がおかしいときは 


5 












D トラブルを解消するまでの流れ 


a 


トラプル事例を見てみる 


東芝パソコン全体の「よくあるご質問 FAQ」 や、デバイスドライバや修正モジュールのダウン 
□—ド、ウイルス • セキュリティ情報などをご覧になれます。 

URL : http :// dynabook . com / assistpc / index _ j.htm 
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一よくあるご質問 FAQ 

パソコンの操作に困ったときに、解決方法を探すこ 
とができます。 

「本項-パソコンの操作に困ったら「よくあるご 
質問 FAQ 」」 

ーダウン □ ー ド 

デバイスドライパや修正モジュールをダウン□—ド 
できます。 



ーウイルス • セキュリティ情報 


—技術的なご相談/修理のご相談 

技術的なご相談や修理のご相談を紹介しています。 


) —お客様登録 


(表示例） 


サボート情報は、最新情報を掲載するため、内容を変更することがあります。 

■バソコンの操作に困ったら「よくあるご質問 FAQJ 

「よくあるご質問 FAQ」 では、日頃、よく寄せられる質問について、サボートスタッフが、図 
や解説をまじえて解決方法を掲載しています。 


I 〇キーワード検索 j 彳’ 


よ < あるご篇 (STOP5 
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[〇動圖で手頭を確 s 


©ウイルス対策 

1. ウ イルフパ ス a 


-‘I 蠢報サイト for TOSHIBA ( トレンドマイクロ株式会社〉 


! 〇 Victa の FA0 _ J 4. t? キュリ亍ィ乜ンタ- 


2. 7 カフィーサボート フィ — 株式会 ? 土〉 

3. お客様サポート 〈株式会社シマンテック〉 
ffl 人の方 <IPA ： 柱立行政法人馆報 ® 理推道裸構〉 
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D トラブルを解消するまでの流れ 


キーワード検索では、条件の選択やキ_ワ_ドや文章を入力して、検索できます。 


««、 0S、 製品名などのキーワ■■ド入力で、よく®るご*問 (FAQ> を検索す5•ことができます。 

视 tt、os などの*件¥3{択•入力し、 r 検索」ポタンをク u ック u てください。検索後、こちらの画面から s» ゴて助るキーワードで検索す 
る埸合は「クリア J ポタンを？ IJ ッ九てください。 

ご質問老於ゴリの一覧表で指定して技索する«合は、 r カテゴリ（かんたん）検索」 をご利用くだ3い • 

Powerd by |f«s/ieye] 


裡棰 


p -トブ*ノク 


v 【シリーズ】指 Sfe し 


V ■【モデル】指定なし v ] 


P カテゴリ】指定なし V 【サブカテゴリ】指定なし V | 

▼キーワードや文章を入力してください。ワードの聞こはスぺースを入れてください。 


指定なし 


検索 d _クリア 


(表示例） 


サボート情報は、最新情報を掲載するため、内容を変更することがあります。 

■ メールで質問する「東芝 PC オンライン J 

「よくあるご質問 FAQ」 を探しても問題が解決できないときは、専用フォームからお問い合わ 
せください。24時間365日いつでも受け付けており、サボート料は無料です。 

ご利用には「お客様登録」が必要ですので、事前に登録をしてください。 

お客様登録について「付録 □ お客様登録の手続き」 

「よくあるご質問 FAQ 」 で解消方法を探す 
「 A . 回答 • 対処方法」の説明のあとのアンケートに答える 



この情報はお客格のお役に立ちましたか？ 


广 • 




3:内容に従ったが»決できなかった 4:雄しくて分か桃かった r ( 

5:知 1 J たい内容ではなかつた ^ 


「3」、 「4J、「5J を逞択3れた埔含は、 E-mail 苒用フォームのご案内が表示されます。 
お問い合わせIこついては「東芝 PC オンライン J で承 tj ます。 


「3」「4」「5」のいずれかの項目にチェックをつけてください。 

[送信]ポタンをクリックする 

東芝 PC オンラインへのリンク画面が表示されます。 

「東芝 PC オンライン」をクリックする 

画面の説明に従って専用フォームからご質問ください。 

メールにてご回答させていただきます。 

質問内容、お問い合わせ状況により、回答にお時間をいただくことがございます。ご 
了承ください。 

このほか、アプリケーションの取り扱い元では、ホームページに情報を掲載している 
場合があります。アプリケーションについて知りたいことがあるときは、ホームペー 
ジを確認するのも良いでしよう。 

ホームページアドレスについて『取扱説明書付録0お問い合わせ先』 


TOSHIBA 

dynabook 

Leading Innovation >» 


dvn«bookcoml •ップ > サボ-卜 K 箱〉よく》るご HBUFAQ) 


^キーワード検索 




パソコンの動作がおかしいときは 


53 



























D トラブルを解消するまでの流れ 


■ モジュールのダウンロー ド 

デバイスドライバや修正モジュールをダウン□ー ドできます。 

「ダウン□ード」から検索できます。[キーワード検索]では、本製品のシリーズ名などを選択 
すると、モジュールの情報が一覧表示されます。 

0S をアップグレードしたい場合は、 0S に合ったモジュールをダウン□—ドしてください。 


ダウンロード 


a 新莫 ¥8ft 平ジュール a 新赛アづづ’しード千ジュ■•ル 


• dvnabook ftX/53C. AX/54C. AX/55C. TX/65C, TX/66C. TX/67CVU-7T. ftX/55ft. 

AK/57ft. TX/65A. TX/66ft. TX/67AVUSatellite TXW/66A. Satellite TXW/67ftVU 

- X . lnteli!+8!i 宁 ’ ィ 7 づしイド ‘ ラ心、 " の 7 ッづデート （ 20XXfeXX 月 XX 日） 

• dvnabook AX/53C. AX/54C. ftX/55C. TX/65C, TX/66C. TX/67C ： シり —X BlOSg) アッづデ 

-K20XX 年 XK 月 XX 日） 

• お ?:- す！寸十 h 1 ' のアッづ千 ー ト （ 2HXX 年 XX 月 XX FI) 

• 「TOSHIBA HD DVD PLAYERlg>7~7 づ子'ート （ 2C1XX 生 XX 月 XX 闩 ) 

• dvnabookQosmio F20/4. F20/5, G20/4. G20/5 シリーブ 「Qosmio AVCenter I の " F ッづ 

(20XX 年XX年XX月XX日） 

• dvnabook Qosmio F20/4. F20/5. G20/4, G20/5VU- ブ「窨 g ゴノトロール I の 7 ッづ？■二卜 

(20XX 年XX 月 XX 日） 

• dvnabook Qosmio F20/4. F20/5> G20/4. G20/5 シリ—プ 「TOSHIBA Remote Control 

Manager l <20XX 年 XX 月 XXFO 


|〇キ ワード検索 


LI FifiTv'n 

a アづザしードモジユー 
ル:！:靳厢歷 
居*?更新日 
20XX/iO{/>0< 

13 os & t ジュ-■ル 




最轱更新日 20XXAtX/XX 


(表示例) 


メモ 

* 相談窓口や PC のリサイクル、お客様登録については、『東芝 PC サボートのご案内』にも詳しく紹介さ 
れています。 



























Q クリックしても反応がない . 

Q ダブルクリックがうまくいかないので、速度を変更したい 

Q ポインタの速度を調節したい . 

Q 光学式マウスの反応がおかしい . 


Q 指紋の読み取りがうまくいかない . 

Q 指にけがをしたため指紋の読み取りができなくなった 
Q 認識率が下がったら . 


Q パソコンの近くにあるテレビやラジオの調子がおかしい 



Q&A 集 



B タッチハッド/マウス . 158 


Q ポインタが輪の形をしている間にキーを押しても反応がない . 157 

Q キーボードから文字を入力しているときに力ーソルがとんでしまう . 157 

Q キーボードに飲み物をこぼしてしまった . 157 


Q しばらく放置したら、画面が真っ暗になった . 156 

Q 画面が薄暗く、よく見えない . 156 

Q 画面表示が回転してしまった . 157 


ここに掲載している Q&A 集のほかに、『セットアップガイド』にも Q&A 集があります。 
目的の項目が見つからないときは、『セットアップガイド』も参照してください。 
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HQ&A 集 


1 


画面/表 7 F 


しば5く放置した5、画面が真っ暗になった 


表示自動停止機能が働いた可能性があります。 

画面には何も表示されませんが実際には電源が入っていますので、電源スイッチを押 
さないでください。 

^7] キーや^_キ_を押す、またはタッチパッドを操作すると表示が復帰します。 
外部ディスプレイを接続している場合、表示が復帰するまでに10秒前後かかることが 
あります。 


©► 表示装置が適切に設定されていない可能性があります。 


FN + F5 キーを3秒以上押し続けてください。表示装置が本体液晶ディスプレイに切 


り替わります。 

詳細について「4章方法2-网+囘キーを使う」 


画面が薄暗く、よく見えない 


©►_+_ キーを押して、本体液晶ディスプレイ（画面）の輝度を明るくして 
ください * 1 

_+@キーを押すと、逆に、本体液晶ディスプレイの輝度は暗くなります。 
_キ_で本体液晶ディスプレイの輝度を変更した場合、バソコンの電源を切つたり 


再起動したりすると設定はもとに戻ります。 


©► 本体液晶ディスプレイの輝度が低く設定されている可能性があります。 

[電源オプション]には、本体液晶ディスプレイの輝度を落として消費電力を節約する 
機能があります。この機能で画面の明るさレベルを下げると、画面が暗くなります。 
詳細は、[電源オプション]のヘルプを参照してください。 

次の手順で設定を変更してください。* 1 

① [スタート]ポタン（〇) — [コント□—ルパネル]をクリックする 

② システムとメンテナンス]—電源オプション]をクリックする 

③ 利用するプランを選択し、[プラン設定の変更]をクリックする 

④ [ディスプレイの輝度を調整]を設定する 

[バッテリ駆動]と[電源に接続]をそれぞれ設定してください。 

⑤ [変更の保存]ポタンをク U ックする 

* 1この設定は、外部ディスプレイには反映されません。 
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画面表示が回転してしま 


©► 


CTRL + ALT 


キーを 押してください。 


正常な表示画面に戻ります。 


2 


一71%-卜 


ポインタが輪の形をしている間にキーを押しても反応がない 


0^システムが処理中の可能性があります。 

ポインタが輪の形（“ 0をしている間は、システムが処理をしている状態のため、 
キーボードやタッチパッドなどの操作を受け付けないときがあります。システムの処 
理が終わるまで待ってから操作してください。 


ーポードか5文字を入力しているときにカーソルがとんでしまう 


©►文字を入力しているときに誤ってタッチパッドに触れると、カーソルがとんだ 
り、アクティブウィンドウが切り替わってしまうことがあります。 

次の手順でタッチパッドを無効に切り替えてください。 

①_+_ キーを 押す 

[タッチパッド]のカードが表示されます。 

(D_ キーを押したまま_キ_を押し直し、[無効]アイコンが大きい状態で指をは 
なす 


ーポードに飲み物をこぼしてしまつた 


©►飲み物など液体がこぼれて内部に入ると、感電、本体の故障、作成データの消 
失などのおそれがあります。 

もし、液体がパソコン内部に入ったときは、ただちに電源を切り、 AC アダプタとバッ 
テリパックを取りはずして、購入店、または保守サービスにご相談ください。 

保守サービスへの相談は『東芝 PC サボートのご案内』を確認してください。 
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3 


タッチパッド/マウス 


* マウスは、別売りです。 


ックしても反応がない 


0^システムが処理中の可能性があります。 

ポインタが輪の形 （*») をしている間は、システムが処理をしている状態のため、 
タッチパッド、マウス、キーボードなどの操作を受け付けないときがあります。シス 
テムの処理が終わるまで待ってから操作してください。 

マウスが正しく接続されていない可能性があります。 

マウスとパソコン本体が正しく接続されていないと、マウスの操作はできません。マ 
ウスのプラグを正しく接続してください。 

©►タッチパッドのみ操作を受け付けない場合、タッチパッドが無効に設定されて 
いる可能性があります。 

次の手順でタッチパッドを有効に切り替えてください。 

①_+_ キーを 押す 

[タッチパッド]のカードが表示されます。 

(D_ キーを押したまま_キーを押し直し、[有効]アイコンが大きい状態で指をは 
なす 


ダブルクリックがうまくいかないので、速度を変更したい 


©►次の手順で、ダブルクリックの速度を調節してください。 

① [スタート]ボタン（❾）—[コント□—ルパネル]をクリックする 

② マウス]をクリックする 

[マウスのプ□パティ]画面が表示されます。 

③ [ボタン]タブで[ダブルクリックの速度]のスライダーバーを左右にドラッグする 

④ [0K] ボタンをクリックする 


ポインタの速度を調節したい 


次の手順でボインタの速度を変更してください。 

① [スタート]ポタン（〇) — [コント□—ルパネル]をクリックする 

② [ぜマウス]をクリックする 

[マウスのプ□パティ]画面が表示されます。 

③ [ポインタオプション]タブで[速度]のスライダーバーを左右にドラッグする 

④ [0K] ポタンをクリックする 
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光学式マウスの反応がおかしい 


光の反射が正しく認識されていない可能性があります。 

反射しにくい素材の上で使うと正しくセンサが働かず、ボインタがうまく動きません。 
次のような場所では動作が不安定になる場合があります。 

•光沢のある表面（ガラス、研磨した金属、ラミネート、光沢紙、プラスチックなど） 
♦画像パターンの変化が非常に少ない表面（人工大理石、新品のオフィスデスクなど） 
•画像パターンの方向性が強し)表面（正目の木材、立体映像の入ったマウスパッドなど） 

明るめの色のマウスパッドや紙など、光の反射を認識しやすい素材を使ったものの上 
で使用してください。 

光学式マウスに対応したマウスパッドの使用を推奨します。 

光学式マウスに対応していないものやマウスパッドの模様によっては、正常に動作し 
ない場合があります。 

©► 平らな場所でマウスを操作しているか確認してください。 

マウスは、平らな場所で操作してください。マウスの下にゴミなどがある場合は取り 
除いてください。 


4 


指紋認証 


指紋の読み取りがうまくいかない 


©►もう一度正しい姿勢で操作してください。 

詳しい操作方法は、「6章〇指紋認証を使う」または指紋認証ユーティリティのヘル 
プを参照してください。 

©► 登録してあるもう1本の指で読み取りを行ってください。 

©►どうしてもうまくいかない場合は、一時的にキーポードからパスワードを入力 
してください。 

詳しい操作方法は、「6章〇指紋認証を使う」または指紋認証ユーティリティのヘル 
プを参照してください。 


指にけがをしたため指紋の読み取りができなくなった 


©► 登録してあるもう1本の指で読み取りを行ってください。 


©►登録したすべての指の指紋が読み取れない場合は、一時的にキーポードからパ 
スワードを入力してください。 

詳しい操作方法は、「6章〇指紋認証を使う」または指紋認証ユーティリティのヘル 
プを参照してください。 
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認識率が下がつたら 


©►指紋センサの表面がよごれていないか確認してください。 

よごれている場合には、眼鏡ふき（ク u_ ナーク□ス）などの柔らかい布で軽くふき 
取ってからもう一度指紋認証を行ってください。 

詳細について「6章0指紋認証を使う」 

指の状態を確認してください。 

指に傷があったり、手荒れ、極端に乾燥した状態、ふやけた状態など、指紋登録時と 
状態が異なると認識できない場合があります。認識率が改善されない場合は、ほかの 
指で登録してください。 

詳細について旧章0指紋認証を使う」 

指の置きかたを確認してください。 

指を指紋センサと平行になるように置き、指紋センサに指の中央を合わせてください。 
指紋センサの上に第一関節がくるように置き、すべらせるときはゆっくりと一定の速 
さですべらせてください。それでも認証できない場合は、指をすべらせる速さを調整 
してください。 

mm 詳細について旧章〇指紋認証を使う」 


5 


その他 


パソコンの近くにあるテレビやラジオの調子がおかしい 


©► 次の操作を行ってください。 

•テレビ、ラジオの室内アンテナの方向を変える 

•テレビ、ラジオに対するパソコン本体の方向を変える 

•パソコン本体をテレビ、ラジオから離す 

•テレビ、ラジオのコンセントとは別のコンセントを使う 

• コンセントと機器の電源プラグとの間に市販のフィルタを入れる 

• 受信機に屋外アンテナを使う 

• 平行フィーダを同軸ケーブルに替える 
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付録 

本製品の機能を使用するにあたってのお願いや技術基準適合などにつ 
いて記しています。 


1ご使用にあたってのお願い . 162 

2 メディアについて . 175 

3お客様登録の手続き . 180 

4技術基準適合について . 182 

5各インタフェースの仕様 . 196 

6内蔵モデムについて . 199 

7無線 LAN について . 201 










使用にあたつてのお願い 


本書で説明している機能をご使用にあたって、知っておいていただきたいことや守っていただき 
たいことがあります。次のお願い事項を、本書の各機能の説明とあわせて必ずお読みください。 


■■「 PC 引越ナビ」について 


B 前のパソコンの動作擐境について _ 

•すべてのパソコンでの動作確認は行っておりません。したがって、すべてのパソコンでの動 
作は保証できません。 


■操作にあたつて _ 

* n 章 D- 注意制限事項を確認する」を参照して、注意制限事項を確認してください。 

• こん包プ□グラムが作成するこん包ファイルを分割される場合、分割されるこん包ファイル 
の大きさは、最大 2GB となります。 

•「PC 引越ナビ」がこん包ファイルで同時に移行できるファイル数は、最大65,000ファイ 
ルです。 

• こん包プ□グラムからこん包ファイルを作成するには、作成される予定のこん包ファイルの 
大きさの約 2.3 倍の空き容量が、保存先の装置に必要です。 



バソコン本体について 


B タッチパッドの操作にあたつて _ 

•タッチパッ ドを強く押さえたり、 ポール ペンなどの先の鋭いものを使わないでください。 
タッチパッドが故障するおそれがあります。 


K ■ハードディスクドライブについて 

■操作にあたつて _ 

• Disk 0 LED が点灯中は、パソコン本体を動かしたりしないでください。八ードディスクド 
ライブが故障したり、データが消失するおそれがあります。 

•八ードディスクに保存しているデータや重要な文書などは、万一故障が起こったり、変化/ 
消失した場合に備えて、定期的にフロッピーディスクや CD/DVD などに保存しておいてく 
ださい。記憶内容の変化/消失など、八ードディスク、フロッピーディスク、 CD/DVDS 
どに保存した内容の損害については、当社は一切その責任を負いませんので、あらかじめご 
了承ください。 

•磁石、スピーカ、テレビ、磁気ブレスレットなど磁気を発するものの近くに置かないでくだ 
さい。記憶内容が変化/消失するおそれがあります。 

•パソコン本体を落とす、ぶつけるなど強い衝撃を与えないでください。八ードディスクの磁 
性面に傷が付いて、使えなくなることがあります。磁性面に付いた傷の修理はできません。 


162 








D ご使用にあたってのお願い 


■東芝 HDD プロテクションの使用にあたって _ 

•東芝 HDD プロテクションは、振動_衝撃およびその前兆を検出すると HDD のへッドを退避 
させ、ヘッドとメディアの接触によって HDD が損傷する危険性を軽減するものです。ただ 
しその効果を保証するものではありません。故障などの際は当社保証規定に従って修理いた 
します。また、故障などにより HDD の記憶内容が変化•消失する場合がありますが、これ 
による損害、および本製品の使用不能から生じた損害にっいては当社はその責任を一切負い 
ません。大切なデータは必ずお客様の責任のもと普段からこまめにバックアツプされるよう 
お願いします。 


mm cd や dvd について 


B CD / DVD の操作にあたつて _ 

• ディスクトレイ内のレンズおよびその周辺に触れないでください。ドライブの故障の原因に 
なります。 

•ディスクトレイ LED が点灯しているときは、イジエクトポタンを押したり、 CD/DVD を取り 
出す操作をしないでください。 CD/DVD が傷ついたり、ドライブが壊れるおそれがあります。 
♦電源が入っているときには、イジエクトホールを押さないでください。回転中の CD/DVD 
のデータやドライブが壊れるおそれがあります。 

イジェクトホールについて「2章□- [1]- CD / DVD が出てこない場合」 


• ドライブのトレイを開けたときに、 CD/DVD が回転している場合には、停止するまで 
CD/DVD に手を触れないでください。ケガのおそれがあります。 

•パソコン本体を持ち運ぶときは、ドライプに CD/DVD が入っていないことを確認してくだ 
さい。入っている場合は取り出してください。 

• CD/DVD をディスクトレイにセツトするときは、無理な力をかけないでください。 

• CD/DVD を正しくディスクトレイにセツトしないと CD/DVD を傷つけることがあります。 



■ DVD - RAM のフ オーマツトに ついて _ 

•フォーマットを行うと、その DVD-RAM に保存されている情報はすべて消去されます。一度 
使用した DVD-RAM をフォーマツトする場合は注意してください。 


有線 LAN について 


B LAISI ケープルの使用にあたって _ 

• LAN ケーブルは市販のものを使用してください。 

• LAN ケーブルをパソコン本体の LAN コネクタに接続した状態で、 LAN ケーブルを引っ張っ 
たり、ノくソコン本体の移動をしないでください。 LAN コネクタが破損するおそれがあります。 

• LAN インタフェースを使用するとき、1 OOOBASE-T 規格は、エン八ンストカテゴリ 
( CAT 5 E ) 以上のケーブルおよびコネクタを使用してください。 

1 OOBASE-TX 規格は、カテゴリ5 ( CAT 5) 以上のケーブルおよびコネクタを使用してく 
ださい。 

10巳 ASE-T 規格は、カテゴリ3 ( CAT 3) 以上のケーブルが使用できます。 
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K 3 無線 LAN について 


■無線 LAN 製品ご使用時におけるセキュリティに関するご注意 

(お客様の権利（プライバシー保護）に関する重要な事項です！） 

無線 LAN では、 LAN ケーブルを使用する代わりに、電波を利用してパソコンなどと無線アクセ 
スポイント間で情報のやり取りを行うため、電波の届く範囲であれば自由に LAN 接続が可能で 
あるという利点があります。 

その反面、電波はある範囲内であれば障害物（壁など）を超えてすべての場所に届くため、セ 
キュリティに関する設定を行っていない場合、次のような問題が発生する可能性があります。 

-通信内容を盗み見られる 

悪意ある第三者が、電波を故意に傍受し、 

ID やパスワードまたはクレジットカード番号などの個人情報 
メールの内容 

などの通信内容を盗み見られる可能性があります。 

-不正に侵入される 

悪意ある第三者が、無断で個人や会社内のネットワークへアクセスし、 

個人情報や機密情報を取り出す（情報漏えい） 

特定の人物になりすまして通信し、不正な情報を流す（なりすまし） 

傍受した通信内容を書き換えて発信する（改ざん） 

コンピュータウイルスなどを流しデータやシステムを破壊する（破壊） 

などの行為をされてしまう可能性があります。 

本来、無線 LAN 力ードや無線アクセスポイントは、これらの問題に対応するためのセキュリ 
ティの仕組みを持っているので、無線 LAN 製品のセキュリティに関する設定を行って製品を使 
用することで、その問題が発生する可能性は少なくなります。 

セキュリティの設定を行わないで使用した場合の問題を十分理解したうえで、お客様自身の判 
断と責任においてセキュリティに関する設定を行い、製品を使用することをおすすめします。 

■セキュリティ機能 _ 

• セキュリティ機能を使用しないと、無線 LAN 経由で部外者による不正アクセスが容易に行え 
るため、不正侵入や盗聴、データの消失、破壊などにつながる危険性があります。 

不正アクセスを防ぐために、ネットワーク名 （SSID) の設定や、暗号化機能 （WEP、 

WPA) を設定されることを強くおすすめします。 

また、お使いの無線 LAN アクセスポイントで、登録した MAC アドレスのみ接続可能にする 
設定などの対策も有効です。 

公共の無線 LAN アクセスポイントなどで使用される場合は、 「Windows ファイアウォール」 
やファイアウォール機能のあるウイルスチェックソフトを使用して、不正アクセスを防止し 
てください。 
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M 無線 LAISI を使用するにあたって _ 

• 無線 LAN の無線アンテナは、できるかぎり障害物が少なく見通しのきく場所で最も良好に動 
作します。無線通信の範囲を最大限有効にするには、ディスプレイを開き、本や分厚い紙の 
束などの障害物でディスプレイを覆わないようにしてください。 

また、パソコンとの間を金属板で遮へいしたり、無線アンテナの周囲を金属性のケースなど 
で覆わないようにしてください。 

•無線 LAN は無線製品です。各国/地域で適用される無線規制については、「付録〇無線 
LAN について」を確認してください。 

•本製品の無線 LAN を使用できる地域については、「付録 0- ■■使用できる国/地域につ 
いて」を確認してください。 

M 無線 LAISI の操作にあたって _ 

• 巳 luetooth と無線 LAN は同じ無線周波数帯を使用するため、同時に使用すると電波が干渉し 
合い、通信速度の低下やネットワークが切断される場合があります。接続に支障がある場合 
は、今お使いの Bluetooth、 無線 LAN のいずれかの使用を中止してください。 

* アドホックネットワーク機能で、設定されているネットワーク名へのネットワーク接続が不 
可能になる場合があります。 

この場合、再度ネットワーク接続を可能にするには、同じネットワーク名で接続されていた 
コンピュータすべてに対して、新たに別のネットワーク名で設定を行う必要があります。 


MM 内蔵モデムについて 


B 内蔵モデムの操作にあたって _ 

•モジュラーケープルは市販のものを使用してください。 

• モジュラーケーブルをパソコン本体のモジュラージャックに接続した状態で、モジュラー 
ケーブルを弓Iっ張ったり、バソコン本体の移動をしないでください。モジュラージャックが 
破損するおそれがあります。 

• 市販の分岐アダプタを使用してほかの機器と並列接続した場合、本モデムのデータ通信やほ 
かの機器の動作に悪影響を与えることがあります。 

•回線切換器を使用する場合は、両切り式のもの（未使用機器から回線を完全に切り離す構造 
のもの）を使用してください。 
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mm 周辺機器について 

t 周辺機器の取り付け/取りはずしについて _ 

• 取り付け/取りはずしの方法は周辺機器によって違います。4章の各節を読んでから作業を 
してください。またその際には、次のことを守ってください。守らなかった場合、故障する 
おそれがあります。 

-ホットインサーションに対応していない周辺機器を接続する場合は、必ずパソコン本体の 
電源を切ってから作業を行ってください。ホットインサーションとは、電源を入れた状態 
で機器の取り付け/取りはずしを行うことです。 

-適切な温度範囲内、湿度範囲内であっても、結露しないように急激な温度変化を与えない 
でください。冬場は特に注意してください。 

• ホコリが少なく、直射日光のあたらない場所で作業をしてください。 

-極端に温度や湿度の高い/低い場所では作業しないでください。 

-静電気が発生しやすい環境（乾燥した場所やカーぺット敷きの場所など）では作業をしな 
いでください。 

-本書で説明している場所のネジ以外は、取りはずさないでください。 

•作業時に使用するドライバは、ネジの形、大きさに合ったものを使用してください。 

•本製品を分解、改造すると、保証やその他のサボートは受けられません。 

-パソコン本体のコネクタにケープルを接続するときは、コネクタの上下や方向を合わせて 
ください。 

-ケープルのコネクタに固定用ネジがある場合は、パソコン本体のコネクタに接続したあと、 
ケープルがはずれないようにネジを締めてください。 

-パソコン本体のコネクタにケーブルを接続した状態で、接続部分に無理な力を加えないで 
ください。 

B USB 対応機器の操作にあたつて _ 

• 電源供給を必要とする USB 対応機器を接続する場合は、 USB 対応機器の電源を入れてから 
バソコン本体に接続してください。 

• USB 対応機器を使用するには、システム （0S)、 および機器用ドライバの対応が必要です。 

• すべての USB 対応機器の動作確認は行っていません。したがってすべての USB 対応機器の 

動作は保証できません。 

• USB 対応機器を接続したままス U_ プまたは休止状態にすると、復帰後 USB 対応機器が使 
用できない場合があります。その場合は、 USB 対応機器を接続し直すか、パソコンを再起動 
してください。 

□取りはすす前に確認しよう 

•取りはずすときは、 USB 対応機器をアプリケーションやシステムで使用していないことを確 
認してください。 

• USB フラッシュメモリや M0 ドライブなど、記憶装置の USB 対応機器を取りはずす場合は、 
データを消失するおそれがあるため、必ず使用停止の手順を行ってください。 
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■ USB の常時給電について _ 

•本機能は初期設定では無効になっておりますので、使用するには本機能を有効にする必要が 
あります。 

有効に設定する方法は、次のとおりです。 

① [スタート]ボタン（〇) — [すべてのプ□グラム]— [ TOSHIBA ] -[ユーティリ 
ティ]— [ HW セットアップ]をクリックする 

[東芝 HW セットアップ]画面が表示されます。 

② [ USB ] タブの[ス U — プ時の USB 充電]で[有効にする （ Model )] をチェックする 
通常は[有効にする （ Model )] に設定してください。[有効にする （ Model )] で本機能 
を使用できない場合は、[有効にする （ Mode 2)] に設定を変更してください。 

③ [0 K ] ボタンをクリックする 

•本機能を「東芝 HW セットアップ」で有効にした際、（〇アイコンが付いている USB コネ 
クタに接続している USB 周辺機器が正しく動作しない場合があります。この場合、本機能を 
「東芝 HW セットアップ」で[無効にする]に設定してください。 

•本機能を利用しての充電は、専用充電器で充電する場合と比較して、より多くの充電時間が 
必要になることがあります。 

* パソコン本体に AC アダプタを接続せず常時給電に対応した USB コネクタに外部機器を接続 
した場合でも、 USB コネクタからの常時給電が行われます。このためパソコンの電源が 
OFF の状態でもノ（ッテリが消費されますので、 AC アダプタを接続してお使いになることを 
おすすめします。 

•パソコン本体の電源 ON / OFF と連動する USB バスパワー （ DC 5 V ) 連動機能を持つ外部機 
器は、常に動作状態になることがあります。 

• 常時給電に対応した USB コネクタに接続された外部機器の使用電流が過大の場合、安全性確 
保のため USB バスパワー （ DC 5 V ) の供給を停止させることがあります。 

この場合、外部機器の仕様を確認し、常時給電に対応した USB コネクタに接続する外部 
機器の使用電流全体の合計を1000 mA 以下にしてください。 

その後、パソコン本体の電源を 0 N /0 FF することで復帰します。 

•「東芝 HW セットアップ」の設定で、本機能の設定が「有効にする」になっていると、常時 
給電に対応した US 巳コネクタでは 「USB WakeUp 機能」* 1 が機能しません。 

この場合 、 「USB WakeUp 機能」は（チ）アイコンが付いていない USB コネクタをご使 
用ください。 

* 1 USB WakeUp 機能とは、 USB コネクタに接続した外部機器によってパソコン本体をスリープ状態から 
復帰させる機能です。本機能は 0 S が Windows Vista の場合、すべての USB コネクタで有効です。 
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B 外部ディスプレイ接続の操作にあたって _ 

•必ず、 DVD-Video などを再生する前に、表示装置の切り替えを行ってください。再生中は 
表示装置を切り替えないでください。 

• 次のようなときには、表示装置を切り替えないでください。 

-データの読み出しや書き込みをしている間 
• 通信を行っている間 

• ク□—ン表示にしているときに DVD-Video を再生させると、画像がコマ落ちをすることが 
あります。この場合は表示解像度を下げるか、本体液晶ディスプレイまたは外部ディスプレ 
イのどちらかだけに表示するか、拡張表示に設定してください。 

• 拡張表示で外部ディスプレイをプライマリデバイスに設定した場合、スリープや休止状態の 
ときに外部ディスプレイをはずさないでください。スリープモード復帰後にログオン画面が 
表示されず、操作ができなくなります。 

B へッドホンの操作にあたつて _ 

•次のような場合にはへッドホンを使用しないでください。雑音が発生する場合があります。 

-パソコン本体の電源を入れる/切るとき 
-へッドホンの取り付け/取りはずしをするとき 

B pc カードの操作にあたって _ 

•ホットインサーシヨンに対応していない PC カードを使用する場合は、必ずパソコン本体の 
電源を切ってから取り付け/取りはずしを行ってください。 

• PC 力ードには、長い時間使用していると熱を帯びるものがあります。 PC カードを取りはず 
す際に、 PC 力ードが熱い場合は、少し時間をおき、冷めてから PC 力ードを取りはずしてく 
ださい。 

• PC 力ードの使用停止は必ず行ってください。使用停止せずに PC 力ードを取りはずすとシス 
テムが回復不能な影響を受ける場合があります。 

□取りはすす前に確認しよう 

•取りはずすときは、 PC 力ードをアプリケーションやシステムで使用していないことを確認 
してください。 


E ■バッテリについて 

B バッテリを充電するにあたって _ 

• ノ（ッテリパックの温度が極端に高いまたは低いと、正常に充電されないことがあります。 
ノ（ッテ U は5〜 35° C の室温で充電してください。 


社団法人電子情報技術産業協会の「バッテリ関連 Q & A 集」について 
http :// it . jeita . or . jp / perinfo / committee / pc / battery/menul .htm 
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■ r 東芝バッテリチェッカー」での診断にあたって _ 

•パッテリの充電能力の診断は、接続されているバッテリに対し、満充電になるまで充電をし 
たあと、完全放電を行います。そのため診断が終了するまで数時間かかります。 

その間はパソコンを使用しないでください。 

• 診断は、バソコン本体に、診断したいノ（ッテリパックを取り付けた状態で実行してください。 
• 診断前に、ほかのアプリケーションはすべて終了してください。 

•診断前に、 AC アダプタを接続し、診断中は AC アダプタ、およびバッテリを抜かないでくだ 
さい。 

• 診断中は、ディスプレイを閉じないでください。 

♦診断中は、キ_ボ_ドやマウスに触れたり、操作したりしないでください。 

• 診断後は、バッテリが放電された状態になっているのでバッテリを利用する前に必ず充電を 
行ってください。 

KE 1 CD / DVD にデータのバックアップをとる 

■ CD / DVD に書き込む前に _ 

CD / DVD に書き込みを行うときは、市販のライティングソフトウェアは使用しないでください。 
CD / DVD に書き込みを行うときは、次の注意をよく読んでから使用してください。 

守らずに使用すると、書き込みに失敗するおそれがあります。また、ドライプへのショックな 
ど本体異常や、メディアの状態などによっては処理が正常に行えず、書き込みに失敗すること 
があります。 

•書き込みに失敗した CD / DVD の損害にっいては、当社は一切その責任を負いません。また、 
記憶内容の変化 • 消失など、 CD / DVD に保存した内容の損害および内容の損失 • 消失によ 
り生じる経済的損害といった派生的損害にっいては、当社は一切その責任を負いませんので、 
あらかじめご了承ください。 

• CD / DVD に書き込むときには、それぞれの書き込み速度に対応し、それぞれの規格に準拠 
したメディアを使用してください。また、推奨するメーカのメディアを使用してください。 

CD / DVD にっいて「2章 [3 CD や DVD を使う」 

* バッテリ駆動で使用中に書き込みを行うと、バッテリの消耗などによって書き込みに失敗す 
るおそれがあります。必ず AC アダプタを接続してパソコン本体を電源コンセントに接続し 
て使用してください。 

•書き込みを行うときは、本製品の省電力機能が働かないようにしてください。また、スリー 
プ、休止状態、シャットダウンまたは再起動を実行しないでください。 

省電力機能にっいて「5章0省電力の設定をする」 

♦次に示すような、ライティングソフトウェア以外のソフトウェアは終了させてください。 

-スクリーンセーパ 
-ウイルスチェックソフト 

-ディスクのアクセスを高速化する常駐型ユーティリティ 
• 音楽 CD や DVD の再生アプリケーション 
-モデムなどの通信アプリケーション など 

ソフトウェアによっては、動作の不安定やデータの破損の原因となります。 
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• SD メモリカード、 PC 力ードタイプの八ードディスクドライブ、 USB 接続などの八ード 
ディスクドライブなど、本製品の内蔵八ードディスク以外の記憶装置にあるデータを書き込 
むときは、データをいったん本製品の内蔵八ードディスクに保存してから書き込みを行って 
ください。 

• LAN を経由する場合は、データをいったん本製品の内蔵ハードディスクに保存してから書き 
込みを行ってください。 

•「 TOSH 旧 A Disc Creator 」 は、パケットライト形式での記録機能は備えていません。 

•「 TOSH 旧 A Disc Creator 」 を使用して DVD - RAM にデータを書き込むことはできません。 

•本製品に付属している 「 TOSH 旧 A Disc Creator 」 を使用して DVD - Video 、 DVD - VR 、 
DVD - Audio を作成することはできません。 

• 書き込み可能な DVD をバックアップする場合は、同じ種類の書き込み可能な DVD メディア 
でないとバックアップできない場合があります。詳細は 「 TOSH 旧 A Disc Creator 」 のへ 
ルプを参照してください。 

•著作権保護されている DVD - Video を 「 TOSH 旧 A Disc Creator 」 を使用してバックアッ 
プを作成しても、作成されたメディアで映像を再生することはできません。 

•「 TOSH 旧 A Disc Creator 」 を使用して CD - ROM 、 CD - R 、 CD - RW から DVD - RW 、 

DVD - R 、 DVD + RW 、 DVD + R にバックアップを作成することはできません。 

•「 TOSH 旧 A Disc Creator 」 をイ吏用して DVD - ROM 、 DVD - Video 、 DVD - RW 、 DVD - R 、 
DVD + RW 、 DVD + R から CD - R 、 CD - RW へバックアップを作成することはできません。 

•「 TOSH 旧 A Disc Creator 」 を使用して、ほかのソフトウェアや、家庭用 DVD ビデオレ 
コーダで作成した DVD - RW 、 DVD - R 、 DVD + RW 、 DVD + R のバックアップを作成できな 
いことがあります。 

3 ■書き込みを行うにあたって _ 

•タッチパッドを操作する、ウィンドウを開く、ユーザを切り替える、画面の解像度や色数の 
変更など、パソコン本体の操作を行わないでください。 

春バソコン本体に衝撃や振動を与えないでください。 

• 書き込み中は、周辺機器の取り付け/取りはずしを行わないでください。 

周辺機器について「4章周辺機器を使って機能を広げよう」 

•パソコン本体から携帯電話、およびほかの無線通信装置を離してください。 

•重要なデータについては、書き込み終了後、必ずデータが正しく書き込まれたことを確認し 
てください。 

•「 TOSH 旧 A Disc Creator 」 では、データが正常に書き込まれたことを確認（簡易チェッ 
ク）するように設定されています。 

次の手順で確認できます。 

①[スタート]ボタン [你一 [すべてのプ□グラム]— [ TOSHIBA ] - [ CD&DVD 
アプリケーシヨン ]— [Disc Creator ] をクリックする 
「 TOSH 旧 A Disc Creator 」 の [Startup Menu ] 画面が表示されます。 

②[データ CD / DVD 作成]をク U ックする 
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D ご使用にあたってのお願い 


③メインウインドウで[設定]をクリックし、[書き込み設定]—[データ CD / DVD 設定] 
をク U ツクする 


^ TOSHIBA D^Cr^tor - 

ファイル (F) 表示 (V) ディスク([1段乏⑸ルプ (H) 


びき込み雖 (w) 

► ^ 音* CDISTPTA、 1 

|トデータ CD/DVDfP 成 

▼1 » ノン3 ノ^ 

W \ f 7— &CD/DVDS$(D) ) 



ハツソノハ y ノ《疋 

■ ィメ -2^ ザィスク雜 (M) _ 

1 1 

叫 

"lir … 1 


[データ CD / DVD 設定]画面が表示されます。 

④[データチェック]で[書き込み後にデータをチェックする]がチェックされているか確 
認する 

[簡易チェック]と[詳細チェック]を選択することができます。 



KZM DVD - Video について 


■ DVD - Video の再生にあたつて _ 

•使用する DVD ディスクのタイトルによっては、コマ落ちする場合があります。 

•家庭用 DVD レコーダで録画した、ファイナライズされていない DVD はパソコンで再生でき 
ない場合があります。 

• DVD の再生には 、 「InterVideo WinDVD 」 を使用してください 。 「Windows Media 
Player 」 やその他市販ソフトを使用して DVD を再生すると、表示が乱れたり、再生できな 
い場合があります。このようなときは、 RnterVideoWinDVDJ を起動し、 DVD を再生し 
てください。 

• DVD 再生ソフト 「 InterVideoWinDVD 」 は 、 Video CD、Audio CD 、 MP 3 の再生はサ 
ポ_卜していません。 

•搭載メモリが51 2 M 巳の場合 、 RnterVideo WinDVDJ で DVD - VR フォーマットの DVD を 
再生すると、映像に白い横線が現れることがあります。この現象が発生した場合は、システ 
ムの設定を 「Windows Aero 」 に設定してください。 

① [スタート]ポタン（(0)—[コント□—ルパネル]をクリックする 

② [デスクトップのカスタマイズ] — [個人設定]—[ウィンドウの色とデザイン]をク 
U ックする 

[デザインの設定]画面が表示された場合は、手順④に進んでください。 

③ [詳細な色のオプションを設定するにはクラシックスタイルの[デザイン]プ□パティ 
を開きます]をクリックする 

④ [配色]で [Windows Aero ] を選択し、 [0 K ] ポタンをクリックする 
「Windows Aero 」 に設定されます。 



「Windows Aero 」 に設定する場合は、メモ U を増設していただくことを推奨します。 
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D ご使用にあたってのお願い 


• DVD 再生時は、なるべく AC アダプタを接続してください。省電力機能が働くと、スムーズ 
な再生ができない場合があります。バッテリ駆動で再生する場合は電源プランで「バランス」 
を選択してください。 

• DVD を再生する前に、ほかのアプリケーションを終了させてください。また、再生中には 
ほかのアブ U ケーションを起動させたり、不要な操作は行わないでください。 

再生中に、常駐しているプ□グラムの画面やアイコンなどがちらつく場合は 、 「InterVideo 
WinDVD 」 を最大表示にしてください。 

• Region コードは4回まで変更することができますが、通常は出荷時のままご利用ください。 
出荷時の状態では、 Region コードが「2」に設定されておりますので、 Region コードが 
「2」または 「 ALL 」 の DVD - Video をご使用ください。 

• 外部ディスプレイに表示する場合は、再生する前にあらかじめ表示装置を切り替えてください。 

表示装置の切り替え「4章!]外部ディスプレイの接続」 

•拡張表示 （Extended Desktop ) で DVD を再生した場合、外部ディスプレイ側の DVD 再生 
画像が表示されないことがあります。その際はいったん再生を終了し、外部ディスプレイ側 
の解像度、リフレッシュレートや色数を下げてご使用ください。 

その他の注意については、 「 Readme 」 に記載しています。 

「 Readme 」 の起動は、[スタート]ポタン（ ㈣ ）— [すべてのプログラム ] —[InterVideo 
WinDVD ] — [ readme ! st . txt ] をクリックしてください 0 


msM 指紋認証について 

M 指紋認証の操作にあたつて _ 

指紋センサは非常に高度な技術で作られておりますので、次の取扱注意事項を守ってご使用く 
ださい。特に指紋センサ表面の取り扱いには十分ご注意ください。 

• 次のような取り扱いをすると故障したり、指紋が認証されない原因になります。 

-指紋センサ表面を爪などの硬いものでこすったりひっかいたりする 
-指紋センサ表面を強く押す 
-濡れた手で指紋センサ表面を触る 

指紋センサの表面に水蒸気などをあてず、乾燥した状態に保ってください。 

• 化粧品や薬品、砂や泥などの付いた手で指紋センサ表面を触る 
砂などの小さい物でも、指紋センサを傷つける場合があります。 

-指紋センサ表面にシールなどをはる 
-指紋センサ表面に鉛筆やポールペンなどで書く 
-指紋センサ表面を静電気を帯びた手や布などで触る 
• 指紋センサをご使用になるときには、次の点にご注意ください。 

-手が汚れている場合には手を洗い、完全に水分をふき取る 
-金属に手を触れるなどして、静電気を取り除く 
特に空気が乾燥する冬場には注意してください。静電気は指紋センサの故障原因になります。 

-眼鏡ふき（クリーナークロス）などの柔らかい布でセンサの汚れをふき取る 
このとき、洗剤は使用しないでください。 








D ご使用にあたってのお願い 


-指と指紋センサが横から見て平行になるように指を置く 
• 指紋センサと指の中央を合わせる 
-指紋センサの上に第1関節がくるように置く 
-すべらせるときにはゆっくりと一定のはやさで手前にすべらせる 
それでも認識されない場合は、はやさを調整してください。 

-右の図のように、指を上下や左右にぶれさせず、指 読み込ませる範囲 
紋センサが完全に見える状態になるまで手前にすべ 
らせてください。 


指紋センサ 

* 指紋を登録する場合には、認識率向上のために次のような状態の指は避けてください。 

• 濡れてし''る 
-けがをしている 
• ふやけている 
-荒れている 
-汚れている 

指紋の間の汚れや異物を取り除いた状態で登録してください。 

-乾燥性の皮膚炎などにかかっている 
• 認識率が下がったな、と思ったら次の点を確認してください。 

-指紋センサの表面が汚れていないか確認する 
汚れている場合は、眼鏡ふき（クリーナークロス）などの柔らかい布で軽くふき取ってから 
使ってくださし、指紋センサ表面は強くこすらないでください。故障するおそれがあります。 
-指の状態を確認する 

傷や手荒れ、極端に乾燥した状態、ふやけた状態、指紋が磨耗した状態、極端に太った場 
合など、指紋の登録時と状態が異なると認識できない可能性があります。認識率が改善さ 
れない場合には、ほかの指での再登録をおすすめします。 

-指の置きかたに注意する 
• その他 

- 2本以上の指を登録することをおすすめします。うまく認識しにくい場合などは、登録し 
なおすか、ほかの指を登録してください。 

• 指紋認証機能は、正しくお使いいただいた場合でも、個人差により指紋情報が少ないなど 
の理由で、登録_使用ができない場合があります。 

-指紋認証機能は、データや八ードウエアの完全な保護を保証してはおりません。本機能を 
利用したことによる、いかなる障害、損害に関して、一切の責任は負いかねますので、ご 
了承ください。 
























D ご使用にあたってのお願い 


■ Windows ログオンパスワードの設定について _ 

•パスワードがわからなくなった場合、バソコンの管理者アカウントで設定したユーザアカウ 
ントがほかにあれば、そのアカウントで□グオンしてパスワードの再登録ができます。管理 
者アカウントで設定したほかのユーザアカウントがない場合は、リカバ 1 」をしてください。 
リカバリをすると、購入したあとに作成したデータなどは、すべて消失します。 

Windows □グオンパスワードついて 『Windows ヘルプとサポート』 

M 指紋認証のパスワード入力について _ 

• 指紋認証に関連するシステム環境や設定が変更された場合、起動時にユーザパスワードや 
HDD パスワードの入力を求められることがあります。その場合は、キーボードから各パス 
ワードを入力してください。 


lOTPM について 


■ TPM の操作にあたつて _ 

•「Infineon TPM Software Professional Package 」 をインストールすると 、 Windows 
ログオンパスワードやユーザパスワードとは別に TPM に対するパスワードを設定する必要 
があります。設定したパスワードは、忘れたときのために必ず控えておいてください。また 
控えたパスワードは、安全な場所に保管してください。パスワードがわからなくなった場合、 
どんな手段でも TPM で保護されたデータを復元することはできません。 

•本製品を修理•保守に出した場合、メイン基板に組み込まれたセキュリティチップ （ TPM ) 
内のデータは保証いたしません。 TPM を使用している場合に、本製品を保守•修理に出す 
際は、必ず前もって外部記憶メディアに最新の緊急時ノ（ックアップアーカイブファイルと緊 
急時復元用卜ークンファイルをノ（ックアップしておいてください。 

バックアップしたメディアは、安全な場所に保管してください。データのバックアップに関 
しては、弊社は一切の責任を負いかねますのでご了承ください。 

•本製品を修理 • 保守に出した場合、搭載されている TPM に障害がなくても TPM が交換され 
る場合があります。 

その場合、バックアップしておいた緊急時ノ（ックアップアーカイブファイルと緊急時復元用 
I クンを使用して、 TPM の設定を復元してください。 

* TPM では、最新のセキュリティ機能を提供しますが、データや八ードウエアの完全な保護 
を保証してはおりません。本機能を利用したことによる、いかなる障害、損害に関して、一 
切の責任は負いかねますので、ご了承ください。 

• 所有者登録とユーザ登録を削除すると、 TPM に関係するセキュリティ機能が使用できなく 
なります。このため、管理者榷限を持たないユーザが BIOS セットアップの [SECURITY 
CONTROLLER ] の項目を操作できないように設定することをおすすめします。 

管理者以外のユーザの制限について 

『Trusted Platform Module 取扱説明書6東芝パスワードユーティリティ』 

•所有者登録とユーザ登録を削除したあとに、 TPM の使用を再開する場合は、もう1度 TPM 
へ所有者登録やユーザ登録を行う必要があります。 











メディアについて 


メディアを使う前に、次の内容をよく読んでください。 


使える CD を確認しよう 


I CD - RW 、 CD - R について / CD - RW 、 CD - R の使用推奨メーカ 


• CD - RW . CD - R に書き込む際には、次のメーカのメディアを使用することを推奨します。 
CD-RW (マルチスピード、 High - Speed ) :三菱化学メディア（株)、（株）リコー 
CD-RW (Ultra Speed ) :三菱化学メディア（株） 

CD-R :太陽誘電（株)、三菱化学メディア（株)、（株）リコー 

これらのメーカ以外のメディアを使用すると、 うまく書き込みができない場合があります。 
•書き込み速度は、使用するメディアによって異なります。 

マルチスピード CD-RW メディア：最大4倍速 
High-Speed CD - RW メディア：最大10倍速 

Ultra Speed CD - RW メディア：最大16倍速 （ DVD スーパーマルチドライブモデル） 

最大24倍速 （ DVD - ROM & CD - R / RW ドライブモデル） 
(Ultra Speed + CD - RW メディアは使用できません。使用した場合、データは保証できません。） 
CD - R メディア ：最大24倍速 

(最大の倍速で書き込むためには書き込み速度に対応した CD-R メディアを使用してください。） 

• CD - R に書き込んだデータの消去はできません。 

• CD - RW メディアは書き換え可能なメディアですが、 「 TOSH 旧 A Disc Creator 」 で書き込 
んだファイルを変更したり、削除したりすることはできません。 

ファイルの変更•削除が必要な場合は、まず CD-RW メディアの消去を行い、改めて必要な 
ファイルだけを書き込んでください。 

• CD - RW の消去されたデータを復元することはできません。消去の際は、メディアの内容を 
十分に確認してから行ってください。 

• 書き込み可能なドライブが複数台接続されている際には、書き込み • 消去するメディアを 
セツトしたドライブを間違えないよう十分に注意してください。 

♦八ードディスクに不良セクタがあると書き込みに失敗するおそれがあります。定期的に「エ 
ラーチェツク」でクラスタのチェツクを行うことをおすすめします。 

• ドライブの構造上、メディアの傷、汚れ、ホコリ、チリなどにより読み出し/書き込みができ 
なくなる場合があります。データなどを書き込む際は、メディアの状態をよくご確認ください。 
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0 メディアについて 


0[使える DVD を確認しよう 


■ DVD - RAM の種類 

DVD - RAM にはいくつかの種類があります。本製品のドライブで使用できる DVD - RAM は次の 
とおりです。 

カートリッジタイプのメディアは、力一トリッジから取り出してドライブにセットしてくださ 
い。両面ディスクで、読み出し/書き込みする面を変更するときは、一度ドライブからメディ 
アを取り出し、裏返してセツトし直してください。 


〇：使用できる X :使用できない 


DVD - RAM の種類 

本製品の対応 

力 トリツジなし* 1 

〇 

カート リツ ジタイプ（取り出し不可） 

X 

力一トリツジタイプ（取り出し可能）* 2 

〇 


* 1一部の家庭用 DVD ビデオレコーダでは再生できない場合があります。 
*2 2.6GB、5.2GB のディスクは使用できません。 


■ DVD について /DVD の使用推奨メーカ _ 

• DVD - RAM . DVD - RW 、 DVD - R 、 DVD + RW 、 DVD + R に書ぎ込む際には、次のメ_力の 
メディアを使用することを推奨します。 

書き込み速度は、使用するメディアによって異なります。 

これらのメーカ以外のメディアを使用すると、うまく書き込みができない場合があります。 


メディア 

書き込み 
/書き換え速度 

推奨メーカ 

16倍速までの DVD-R 

最大8倍速 

太陽誘電(株)、日立マクセル（株)、 

三菱化学メディア（株） 

8倍速までの DVD-R DL 

最大4倍速 

三菱化学メディア（株） 

16倍速までの DVD+R 

最大8倍速 

三菱化学メディア（株)、（株）リコー 

8倍速までの DVD+R DL 

最大4倍速 

三菱化学メディア（株） 

6倍速までの DVD-RW 

最大6倍速 

日本ビクター(株)、三菱化学メディア(株） 

8倍速までの DVD+RW 

最大8倍速 

三菱化学メディア（株)、（株）リコー 

5倍速までの DVD-RAM 

最大5倍速 

日立マクセル（株)、松下電器産業（株） 


これらより速い書き込み倍速に対応したメディアを使用することはできません。 

• DVD - R 、 DVD + R に書き込んだデータの消去はできません。 

• DVD - RW 、 DVD+RW メディアは書き換え可能なメディアですが、 「 TOSH 旧 A Disc 
Creator 」 で書き込んだファイルを変更したり、削除したりすることはできません。 
ファイルの変更•削除が必要な場合は、まず DVD - RW 、 DVD+RW メディアの消去を行い、 
改めて必要なファイルだけを書き込んでください。 

• DVD - RW 、 DVD + RW の消去されたデータを復元することはできません。消去の際は、メ 
ディアの内容を十分に確認してから行ってください。 

























0 メディアについて 


•書き込み可能なドライブが複数台接続されているときには、書き込み_消去するメディアを 
セットしたドライブを間違えないよう十分に注意してください。 

• DVD - RAM . DVD - RW 、 DVD - R 、 DVD + RW 、 DVD + R への書ぎ込みでは、ファイルの管 
理領域なども必要になるため、メディアに記載された容量分のデータを書き込めない場合が 
あります。 

• DVD - RW 、 DVD - R への書き込みでは、 DVD の規格に準拠するため、書き込むデータのサイ 
ズが約1 GB に満たない場合にはダミーのデータを加えて、最小1 GB のデータに編集して書き 
込 cy ■ます。 

このため、実際に書き込もうとしたデータが少ないにもかかわらず、書き込み完了までに時 
間がかかることがあります。 

♦八ードディスクに不良セクタがあると書き込みに失敗するおそれがあります。定期的に「エ 
ラーチェック」でクラスタのチェックを行うことをおすすめします。 

• ドライブの構造上、メディアの傷、汚れ、ホコリ、チリなどにより読み出し/書き込みがで 
きなくなる場合があります。データなどを書き込むときは、メディアの状態をよくご確認く 
ださい。 

• DVD - RAM をドライブにセットしたとき、システムが DVD - RAM を認識するまでに多少時間 
がかかります。 

パ メモ 

• DVD - R は、 DVD-R for General Ve 「2.0 規格に準拠したメディアを使用してください 0 

• DVD - RW は、 DVD-RW Verl . l または Veri .2 規格に準拠したメディアを使用してください 0 

• DVD - RAM は、 DVD-RAM Ve 「2.0、 Ve 「2.1、 Ve 「2.2 規格に準拠したメディアを使用してくださ IA 
•市販の DVD - R には業務用メディア (for Authoring ) と一般用メディア (for General ) があります 0 

業務用メディアはパソコンのドライブでは書き込みすることができません。 

—般用メディア (for General ) を使用してください 0 
•市販の DVD - RAM 、 DVD - RW 、 DVD - R 、 DVD + RW 、 DVD + R には 「for Data 」 と 「for Video 」 の 
2 種類があります。映像を保存する場合や家庭用 DVD ビデオレコーダとの互換性を重視する場合は 
「for Video 」 を使用してください。 

• 作成した DVD は、一部の家庭用 DVD ビデオレコーダやパソコンでは再生できないこともあります。 







0 メディアについて 


长 If メディアカードを使う前に 


■■メディアカードの操作にあたって 

•ブリッジメディア LED が点灯中は、電源を切ったり、メディアを取り出したり、パソコン 
本体を動かしたりしないでください。データやメディアが壊れるおそれがあります。 

• メディアは無理な力を加えず、静かに挿入してください。正しく差し込まれていない場合、 
バソコンの動作が不安定になったり、メディアが壊れるおそれがあります。 

* スリープ中は、メディアを取り出さないでください。データが消失するおそれがあります。 

• メディアのコネクタ部分（金色の部分）には触れないでください。静電気で壊れるおそれが 
あります。 

• メディアを取り出す場合は、必ず使用停止の手順を行ってください。データが消失したり、 
メディアが壊れるおそれがあります。 

OSD メモリカードを使う前に 

•ブリッジメディアス□ットに miniSD メモリカードをセットするときは、必ず miniSD メモリ 
カード用のアダプタを装着した状態で行ってください。 

microSD メモ U カードをセットするときは、必ず SD メモリカードサイズの microSD メモ U 
力ー ド用のアダプタを装着した状態で行ってください。 miniSD メモリカードサイズの 
microSD メモ U 力ード用のアダプタは使用できません。 

miniSD メモリカード/ microSD メモリカードにアダプタが付いている場合は、付属のアダ 
プタをご使用ください。 

• ブリッジメディアス□ットから miniSD メモリカード/ microSD メモリカードを取りはずす 
ときは、必ず miniSD メモリカードまたは microSD メモリカード用のアダプタに装着したま 
まの状態で行ってください。 

• すべての SD メモリカード/ SDHC メモリカードの動作確認は行っていません。したがって、 
すべての SD メモリカード/ SDHC メモリカードの動作保証はできません。 

• SD メモリカード/ SDHC メモリカードは、 SDMI の取り決めに従って、デジタル音楽デー 
夕の不正なコピーや再生を防ぐための著作権保護技術を搭載しています。 

そのため、ほかのパソコンなどで取り込んだデータが著作権保護されている場合は、本製品 
でコピー、再生することはできません。 SDMI とは Secure Digital Music Initiative の略で、 
デジタル音楽データの著作権を守るための技術仕様を決めるための団体のことです。 
•あなたが記録したものは、個人として楽しむなどのほかは、著作権法上、権利者に無断で使 
用できません。 

• SD メモリカード/ SDHC メモリカードは、デジタル音楽データの不正なコピーや再生を防 
ぐ SDMI に準拠したデータを取り扱うことができます。メモ U の一部を管理データ領域とし 
て使用するため、使用できるメモ U 容量は表示の容量より少なくなっています。 


■ SD メモリカード/ SDHC メモリカードのフォーマットについて 

• Windows 上（[コンピュータ]画面）で SD メモリカード / SDHC メモ U 力ードのフォー 
マットを行わないでください。デジタルカメラやオーディオプレーヤなどほかの機器で使用 
できなくなる場合があります。 











0 メディアについて 


•再フォーマットを行うと、その SD メモリカード/ SDHC メモリカードに保存されていた情 
報はすべて消去されます。1度使用した SD メモリカード/ SDHC メモ U 力ードを再フォー 
マットする場合は注意してください。 

•「東芝 SD メモリカードフォーマット」でフォーマットするときは、「東芝 SD メモリカード 
フォーマット」以外の、 SD メモリカード/ SDHC メモリカードを使用するアプリケーシヨ 
ンはあらかじめ終了させてください。 

K ■メモリースティックを使う前に 

•ブリッジメディアス□ットにメモ U — スティック PRO Duo をセットするときは、必ずメモ 
U —スティックデュオアダプタを装着した状態で行ってください。 

メモ U — スティック PRO Duo にメモリースティックデュオアダプタが付いている場合は、 

付属のメモリースティックデュオアダプタをご使用ください。 

•ブリッジメディアス□ットからメモリースティック PRO Duo を取りはずすときは、必ずメ 
モリースティックデュオアダプタに装着したままの状態で行ってください。 

• 本製品は、メモリースティック Duo には対応していません。 

•本製品は、著作権保護技術 MagicGate には対応していません。本製品では、著作権保護を 
必要としないデータの読み出し/書き込みのみできます。 

♦すべてのメモ U — スティックの動作確認は行っていません。したがって、すべてのメモリー 
スティックの動作は保証できません。 

• メモ U — スティックの詳しい使いかたなどについては『メモリースティックに付属の説明書』 

を確認してください。 

ESxD - ピクチャーカードを使う前に19 

•すべての xD - ピクチャーカードの動作確認は行っていません。したがって、すべての xD - ピク WSM 
チャーカードの動作は保証できません。 

• xD - ピクチャーカードの詳しい使いかたなどについては 『 xD - ピクチャーカードに付属の説明 
書』を確認してください。 


B マルチメディアカードを使う前に 

♦すべてのマルチメディアカードの動作確認は行っていません。したがって、すべてのマルチ 
メディアカードの動作は保証できません。 

• マルチメディアカードの詳しい使いかたなどについては『マルチメディアカードに付属の説 
明書』を確認してください。 


EJ [記録メディアの廃棄 • 譲渡について 


記録メディア（フロッピーディスク、半導体メモリ、 CD 、 DVD など）を廃棄•譲渡する際に 
は、書き込まれたデータが流出しないよう、適切な方法で消去することをおすすめします。 
初期化、削除、消去などの操作などを行っても、データの復元ツールで再生できる場合もあり 
ますので、十分ご確認ください。 

データ消去のための専用ソフトや、メディア専用のシュレッダ_も販売されています。 
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お客様登録の手続き 


パソコンやアプリケーションを使用するときは、自分が製品の正規の使用者（ユーザ）である 
ことを製品の製造元へ連絡します。これを「お客様登録」または「ユーザ登録」といいます。 
お客様登録は、パソコン本体、使用するアプリケーションごとに行い、方法はそれぞれ異なり 

よ9 〇 

お客様登録を行わなくても、パソコンやアプリケーションを使用できますが、お問い合わせを 
いただくときにお客様番号（「ユーザ ID 」 など、名称は製品によって異なります）が必要な場 
合や、お客様登録をしているかたへは製品に関する大切な情報をお届けする場合がありますの 
で、使い始めるときに済ませておくことをおすすめします。 


東芝 ID ( TID ) お客様登録のおすすめ 


東芝では、お客様へのサービス • サボートのご提供の充実をはかるために東芝 ID ( TID ) のご 
登録をおすすめしております。 

サービス内容は、『東芝 PC サボートのご案内』を確認してください。 

詳しくは、次のアドレス「東芝 ID ( TID ) とは？」をご覧ください。 
https://rooml 048. jp / onetoone / info / aboutjid.htm 

■ 登録方法 _ 

0 お客様の擐境に応じて、登録方法を選択できます。 

■方法1 - [東芝お客様登録]アイコンからのご登録方法 

インターネットに接続後、登録用のホームページに簡単にアクセスできます。すでにインター 
ネット接続の設定がしてあり、インターネットを使ったことがあるかた向けの方法です。 

■方法2 -インターネットからのご登録方法 

インターネットに接続後、 URL を入力して登録用のホームページにアクセスしていただきます。 
すでにインターネット接続の設定がしてあり、インターネットを使ったことがあるかた向けの 
方法です。 

登録用ホームページ： http://rooml 048 .jp 

■方法3 -インターネットにすぐに接続されないお客様 

まだインターネット接続の予定がないかたは、『お客様登録カード』（はがき）で仮登録を行っ 
てください。後日インターネットで正式な TID 登録を行っていただく必要があります。 

商品の追加登録は「方法1」または「方法2」で行います。 

ここでは、「方法1」と「方法3」を紹介します。 
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B お客様登録の手続き 


mm [東芝お客様登録]アイコンからのご登録方法 

インターネット接続の設定やインターネットプ□バイダとの契約をしてある場合に、[東芝お客 
様登録]アイコンから TID 登録を行う方法を説明します。インターネットに接続しているあい 
だの通信料金やプ□バイダ使用料などの費用はお客様負担となりますので、あらかじめご了承 
ください。 

g メモ 

* インストールしているウイルスチェックソフトの設定によって、インターネット接続を確認する画面 
が表示される場合があります。インターネット接続を許可する項目を選択し、操作を進めてください。 
•初めて 「Internet Explorer 」 を起動したときは、操作の途中で、検索ツールの利用を確認する画面が 
表示される場合があります。 

画面に従って操作してください。 



デスクトップ上の[東芝お客様登録]アイコン （_) をダブルクリック 
する 

[「お客様登録」のお願い]画面が表示されます。 

以降は、画面の指示に従って操作してください。 


D インターネットにすぐに接続されないお客様 

付属の『お客様登録力ード』（はがき）に必要事項をご記入のうえ、ご送付ください。 

東芝丁旧事務局より、「お客様登録番号」と TID 登録用の「仮パスワード」をはがきにて通知い 
たします。はがき通知後、インターネットから TID をご登録ください。 

TID はインターネットからのご登録受付になります。 

• 初めて TID をご登録される方 

インターネットに接続されたときに、 「 http :// rooml 048. jp 」 にアクセスし、[「お客様番 
号」をお持ちのお客様]ポタンをクリックし、通知はがきに記載されている「お客様番号」 
と「仮パスワード」を入力して TID 登録を行ってください。 

• すでに他商品で TID を取得された方 

インターネットに接続されたときに、 「 http :// rooml 048. jp 」 にアクセスし、 
「 Rooml 048」 に□グインしたあと、[登録情報変更]—[八ガキを受け取られたお客様] 
を選択してください。 














技術基準通合について 


■瞬時電圧低下について 

この装置は、社団法人電子情報技術産業協会の定めたパーソナルコンピュータの瞬時電 
圧低下対策のガイドラインを満足しております。しかし、ガイドラインの基準を上回る瞬 
時電圧低下に対しては、不都合を生じることがあります。 


■高調波対策について 

本装置は 、 「JIS C 61000 -3-2 適合品」です。 

JISC 61000-3-2 適合品とは、日本工業規格「電磁両立性一第 3-2 部：限度値一高調波 
電流発生限度値 （1 相当たりの入力電流が 20 A 以下の機器)」に基づき、商用電力系統の高 
調波擐境目標レベルに適合して設計 • 製造した製品です。 


■電波障害自主規制について 

この装置は、情報処理装置等電波障害自主規制協講会 ( VCCI ) の基準に基づくクラス巳情 
報技術装置です。 

この装置は、家庭環境で使用することを目的としていますが、この装置がラジオやテレビ 
ジョン受信機に近接して使用されると、受信障害を弓 I き起こすことがあります。 

取扱説明書に従って正しい取り扱いをしてください。 

「7章 0-U]-Q パソコンの近くにあるテレビやラジオの調子がおかしい」 

■ FCC information 

FCC notice "Declaration of Conformity Information " 

This equipment has been tested and found to comply with the limits for a Class B digital 
device, pursuant to Part 15 of the FCC rules. These limits are designed to provide reasonable 
protection against harmful interference in a residential installation. This equipment generates, 
uses and can radiate radio frequency energy and, if not installed and used m accordance with the 
instructions, it may cause harmfm interference to radio communications. However, there is no 
guarantee that interference will not occur in a particular installation. If this eauipment does 
cause harmful interference to radio or television reception, which can be determined by turning 
the equipment off and on, the user is encouraged to try to correct the interference by one or 
more of the following measures: 

• Reorient or relocate the receiving antenna. 

• Increase the separation between the equipment and receiver. 

• Connect the equipment into an outlet on a circuit different from that to which the receiver is 
connected. 

• Consult the dealer or an experienced radio/TV technician for help. 





□ 技術基準適合について 


WARNING : Only peripherals complying with the FCC rules class B limits may be attached 
to this equipment. Operation with non-compliant peripherals or peripherals not recommended 
by TOSHIBA is likely to result in interference to radio and TV reception. Smelded cables must 
be used between the external devices and the computer s external monitor port, Universal Serial 
Bus(USB 2.0)ports, Serial port and Microphone jack. Changes or modifications made to this 
equipment, not expressly approved by TOSHIBA or parties authorized by TOSHIBA could void 
the user’s authority to operate the equipment. 

FCC conditions 

This device complies with Part 15 of the FCC Rules. 

Operation is subject to the following two conditions: 

1. This device may not cause harmful interference. 

2. This device must accept any interference received, including interference that may cause 
undesired operation. 

Contact 

Address : TOSHIBA America Information Systems, Inc. 

9740 Irvine Boulevard 
Irvine, California 92618-1697 
Telephone : (949) 583-3000 

■ EU Conformity Statement について 

This product and - if applicable - the supplied accessories too are marked with CE and comply 
therefore with the applicable harmonized European standards listed under the Low Voltage 
Directive 2006/95/EC, the EMC Directive 2004/108/EC and/or R&TTE Directive 1999/5/EC. 

Responsible for CE-marking: 

TOSHIBA EUROPE GMBH, Hammfelddamm 8, 41460 Neuss, Germany. 
Manufacturer: 

Toshiba Corporation,1-1 Shibaura 1-chome, Minato-ku, Tokyo, 105-8001, Japan 

The complete official EU CE Declaration can be obtained on following internet page: 
http://epps.toshiba-teg.com/ 





□ 技術基準適合について 


B 内蔵モデムについて _ 

* モデム内蔵モデルのみ 

本製品の内蔵モデムをご使用になる場合は、次の注意事項を守ってください。 



事業法第50条1項に基づき、技術基準適合認定を受けたものです。 



認定番号 

A 04~0609001 または 
A 05-04 13001 


■対応地域 

内蔵モデムは、次の地域で使用できます。 

アイスランド、アイルランド、アメリカ合衆国、アラブ首長国連邦、アルゼンチン、 
イギリス、イスラエル、イタリア、インド、インドネシア、エジプト、エストニア、 
オーストラリア、オーストリア、オマーン、オランダ、カナダ、韓国、ギリシャ、 
クウェート、サウジアラビア、シンガポール、スイス、スウェーデン、スペイン、スリランカ、 
スロバキア、スロベニア、タイ、台湾、チェコ、中国、デンマーク、ドイツ、トルコ、日本、 
ニュージーランド、ノルウェー、パキスタン、八ンガリー、バングラデシュ、フィリピン、 
フィンランド、ブラジル、フランス、ブルガリア、ベルギー、ポーランド、ポルトガル、 
香港、マルタ、マレーシア、南アフリカ、メキシコ、モロッコ、ラトビア、リトアニア、 
ルーマニア、ルクセンブルグ、レバノン、□シア 

(2008 年6月現在) 



なお、その他の地域での許認可は受けていないため、その他の地域では使用できません。注意 
してください。 

内蔵モデムが使用できない地域では、その地域で許認可を受けているモデムを購入してください。 
内蔵モデムに接続する回線が PBX 等を経由する場合は使用できない場合があります。 

上記の注意事項を超えてのご使用における危害や損害などについては、当社では責任を負えま 
せんのであらかじめ了承してください。 


設定について「 3 章 □-[4]-ES 海外でインターネットに接続するには」 


■ 自動再発信の制限 

内蔵モデムは2回を超える再発信（リダイヤル）は、発信を行わず 『 BLACKLISTED 』 を返 
します（『巳 LACK LISTED 』 の応答コードが問題になる場合は、再発信を2回以下または再発 
信間隔を1分以上にしてください)。 

* 内蔵モデムの自動再発信機能は、電気通信事業法の技術基準（アナ□グ電話端末）「自動 
再発信機能は2回以内（但し、最初の発信から3分以内)」に従っています。 
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□ 技術基準適合について 


Conformity Statement 

The equipment has been approved to [Commission Decision M CTR21 M ] ior pan-European single 
terminal connection to the Public Switched Telephone Network (PSTN). 

However, due to differences between the individual PSTNs provided in different 
countries/regions the approval does not, oi itself, give an unconditional assurance of successful 
operation on every PSTN network termination point. 

In the event of problems, you should contact your equipment supplier in the first instance. 

Network Compatibility Statement 

This product is designed to work with, and is compatible with the following networks. It has 
been tested to and found to confirm with the additional requirements conditional in EG 201121. 
Germany - ATAAB AN005 ， AN006 ， AN007, AN009,AN010 and DE03, 04,05, 


08,09 ， 12 ,14,17 

- ATAAB AN005,AN006 and GR01 ， 02,03,04 
- ATAAB AN001 ， 005,006,007,011 and P03, 04,08，10 
- ATAAB AN00 5,007,012, and ES01 
- ATAAB AN002 


Greece 

Portugal 

Spain 

Switzerland 


All other countries/regions - ATAAB AN00 3,004 

Specific switch settings or software setup are required for each network, please refer to the relevant 
sections of the user guide for more details. 

The hookflash (timed break register recall) function is subject to separate national type approvals. 
If has not been tested for conformity to national type regulations, and no guarantee of successful 
operation of that specific function on specific national networks can be given. 





□ 技術基準適合について 


Pursuant to FCC CFR 47, Part 68: 

When you are ready to install or use the modem, call your local telephone company and 
give them the following information: 

- The telephone number of the line to which you will connect the modem 
- The registration number that is located on the device 

The FCC registration number of the modem will be found on either the device which is to 
be installed, or, if already installed, on the bottom of the computer outside of the main system 
label. 

- The Ringer Equivalence Number (REN) of the modem, which can vary. 

For the REN of your modem, refer to your modem’s label. 

The modem connects to the telephone line by means of a standard jack called the USuC 
RJ11C. 

Type of service 

Your modem is designed to be used on standard-device telephone lines. 

Connection to telephone company-provided coin service (central office implemented systems) 
is prohibited. Connection to party lines service is subject to state tariffs. If you have any 
questions about your telephone line, such as how many pieces of equipment you can connect 
to it, the telephone company will provide this information upon request. 

Telephone company procedures 

The goal of the telephone company is to provide you with the best service it can. 

In order to do this, it may occasionally be necessary for them to make changes in their 
equipment, operations, or procedures. If these changes might affect your service or the 
operation of your equipment, the telephone company will give you notice in writing to 
allow you to make any changes necessary to maintain uninterrupted service. 

If problems arise 

If any of your telephone equipment is not operating properly, you should immediately 
remove it from your telephone line, as it may cause harm to the telephone network. If the 
telephone company notes a problem, they may temporarily discontinue service. When 
practical, they will notify you in advance of this disconnection. If advance notice is not 
feasible, you will be notified as soon as possible. When you are notified, you will be given 
the opportunity to correct the problem and informed of your right to file a complaint with 
the FCC. 

In the event repairs are ever needed on your modem, they should be performed by TOSHIBA 
Corporation or an authorized representative of TOSHIBA Corporation. 

Disconnection 

If you should ever decide to permanently disconnect your modem from its present line, 
please call the telephone company and let them know of this change. 





□ 技術基準適合について 


Fax branding 

The felephone Consumer Protection Act oi 1991 makes it unlawiul for any person to use a 
computer or other electronic device to send any message via a telephone fax machine 
unless such message clearly contains in a margin at the top or bottom of each transmitted 
page or on the first page of the transmission, the date and time it is sent and an identification 
of the business, other entity or individual sending the message and the telephone number of 
the sending machine or such business, other entity or individual. 

In order to program this information into your fax modem, you should complete the setup 
of your fax software before sending messages. 


Instructions for 1C CS-03 certified equipment 

1 NOTICE : The Industry Canada label identifies certified equipment. This certification 
means that the equipment meets certain telecommunications network protective, operational 
and safety requirements as prescribed in the appropriate Terminal Equipment Technical 
Requirements document(s). The Department does not guarantee the equipment will 
operate to the user's satisfaction. 

Before installing this equipment, users should ensure that it is permissible to be connected 
to the facilities of the local telecommunications company. The equipment must also be 
installed using an acceptable method of connection. 

The customer should be aware that compliance with the above conditions may not prevent 
degradation of service in some situations. 

Repairs to certified equipment should be coordinated by a representative designated by 
the supplier. Any repairs or alterations made by the user to this equipment, or equipment 
malfunctions, may give the telecommunications company cause to request the user to 
disconnect the equipment. 

Users should ensure for their own protection that the electrical ground connections of 
the power utility, telephone lines and internal metallic water pipe system, if present, are 
connected together. This precaution may be particularly important in rural areas. 

Caution: Users should not attempt to make such connections themselves, but should 
contact the appropriate electric inspection authority, or electrician, as appropriate. 

2 The user manual of analog equipment must contain the equipment’s Ringer Equivalence 
Number (REN) and an explanation notice similar to the following: 

The Ringer Equivalence Number (REN) of the modem, which can vary. 

For the REN of your modem, refer to your modem’s label. 

NOTICE : The Ringer Equivalence Number (REN) assigned to each terminal device 
provides an indication of the maximum number of terminals allowed to be connected to 
a telephone interface. The termination on an interface may consist of any combination of 
devices subject only to the requirement that the sum of the Ringer Equivalence Numbers 
of all the devices does not exceed 5. 

3 The standard connecting arrangement (telephone jack type) for this equipment is jack 
type ⑻: USOC RJl lC. 

CANADA: 4005 B-ATHENS or 4005 B-DELPHI 





□ 技術基準適合について 


Notes for Users in Australia and New Zealand 

Modem warning notice for Australia 

Modems connected to the Australian telecoms network must have a valid Austel permit. 
This modem has been designed to specilically configure to ensure compliance with Austel 
standards when the region selection is set to Australia. 

The use of other region setting while the modem is attached to the Australian PSTN would 
result in you modem being operated in a non-compliant manner. 

To verily that the region is correctly set, enter the command ATI which displays the currently 
active setting. 

To set the region permanently to Australia, enter the following command sequence: 

AT%TE=1 

ATS133=1 

AT&F 

AT&W 

AT%TE=0 

ATZ 

Failure to set the modem to the Australia region setting as shown above will result in the 
modem being operated in a non-compliant manner. Consequently, there would be no permit 
in force for tms equipment and the Telecoms Act 1991 prescribes a penalty of $12,000 for 
the connection of non-permitted equipment. 

Notes for use of this device in New Zealand 

- The grant of a Telepermit for a device in no way indicates Telecom acceptance of 
responsibility for the correct operation of that device under all operating conditions. In 
particular the higher speeds at which this modem is capable of operating depend on a specific 
network implementation which is only one of many ways of delivering high quality voice 
telephony to customers. Failure to operate should not be reported as a fault to Telecom. 

-In addition to satisfactory line conditions a modem can only work properly if: 
a/ it is compatible with the modem at the other end of the call and 
b/ the application using the modem is compatible with the application at the other end of 
the call _ e.g., accessing the Internet requires suitable software in addition to a modem. 

- Tms equipment shall not be used in any manner which could constitute a nuisance to 
other Telecom customers. 

- Some parameters required for compliance with Telecom's PTC 
Specifications are dependent on the equipment (PC) associated with this modem. The 
associated equipment shall be set to operate witnin the following limits for compliance 
with Telecom Specifications: 

a/ There shall be no more than 10 call attempts to the same number within any 30 
minute period for any single manual call initiation, and 

b/ ihe equipment shall go on-hook for a period of not less than 30 seconds between the 
end of one attempt and the beginning of the next. 

c/ Automatic calls to different numbers shall be not less than 5 seconds apart. 





□ 技術基準適合について 


- immediately disconnect this equipment should it become phvsicallv damaged, and 
arrange for its disposal or repair. 

- The correct settings for use with tms modem in New Zealand are as follows: 

ATBO (CCITT operation) 

AT&G2 (1800 Hz guard tone) 

AT&P1 (Decadic dialing make-break ratio =33%/67%) 

ATS0=0 (not auto answer) 

ATS 1(Mess than 150 (loss of carrier to hangup delay, factory default of 15 recommended) 
ATS 11=90 (DTMF dialing on/off duration=90 ms) 

ATX2 (Dial tone detect, but not (U.S.A.) call progress detect) 

- When used in the Auto Answer mode, the SO register must be set with a value between 3 
or 4. This ensures: 

(a) a person calling your modem will hear a short burst of ringing before the modem 
answers. This confirms that the call has been successfully switched through the network. 

(b) caller identification information (which occurs between the first and second ring 
cadences) is not destroyed. 

- The preferred method of dialing is to use DTMF tones (ATDT...) as this is faster and more 
reliable than pulse (decadic) dialing. If for some reason you must use decadic dialing, 
your communications program must be set up to record numbers using the following 
translation taole as this modem does not implement the New Zealand "Reverse Dialing" 
standard. 

Number to be dialed: 0123456789 

Number to program into computer: 0987654321 

Note that where DTMF dialing is used, the numbers should be entered normally. 

- The transmit level from tms device is set at a fixed level and because of this there may be 
circumstances where the performance is less than optimal. 

Before reporting such occurrences as faults, please check the line with a standard 
Telepermitted telephone, and only report a fault if the phone performance is impaired. 

- It is recommended that this equipment be disconnected from the Telecom line during 
electrical storms. 

- When relocating the equipment, always disconnect the Telecom line connection before 
the power connection, and reconnect the power first. 

- This equipment may not be compatible with Telecom Distinctive Alert cadences and 
services such as Fax Ability. 





□ 技術基準適合について 


NOTE THAT FAULT CALL OUT CAUSED BY ANY OF THE ABOVE CAUSES 
MAY INCUR A CHARGE FROM TELECOM 

General conditions 

As required by PTC 100, please ensure that this office is advised of any changes to the specifications 
of these products which might affect compliance with the relevant PTC Specifications. 

The grant of this Telepermit is specific to the above products with the marketing description as 
stated on the Telepermit label artwork. The Telepermit may not be assigned to other parties or 
other products without Telecom approval. 

A Telepermit artwork for each device is included from which you may prepare any number of 
Telepermit labels subject to the general instructions on format, size and colour on the attached 
sheet. 

The Telepermit label must be displayed on the product at all times as proof to purchasers and 
service personnel that the product is able to be legitimately connected to the Telecom network. 

The Telepermit label may also be shown on the packaging of the product and in the sales literature, 
as required in PTC 100. 

The charge for a Telepermit assessment is $337.50. An additional charge of $337.50 is payable 
where an assessment is based on reports against non-Telecom New Zealand Specifications. 
$1 12.50 is charged for each variation when submitted at the same time as the original. 

An invoice for $NZ1 237.50 will be sent under separate cover. 
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□ 技術基準適合について 


Panasonic DVD スーパーマルチドライブ UJ -86 Q 
(DVD スーパーマルチドライブ DVD 土 R 2層式メディア対応) 
安全にお使いいただくために 

本装置を正しくご使用いただくために、この説明書をよくお読みください。 

また、お読みになったあとは、必ず保管してください。 


△注意 


1. 本装置はレーザーシステムを使用しています。 
本装置の定格銘板には、右記の表示がされてい 


CLASS 1 LASER PRODUCT 
LASER KLASSE 1 


ます。 

本装置はヨー□ッノ（共通のレーザ規格 
EN 60825 -1 で"クラス1レーザー機器”に分 
類されています。 

レーザー光を直接被爆することを防ぐために、 

この装置の筐体を開けないでください。 

2. 分解および改造をしないでください。感電の原 
因になります。信頼性、安全性、性能の保証を 
することができなくなります。 

3. 本装置はある確率で読み取り誤りをおこすこと 
があります。従って、本装置を使用するシステ 
ムには、これらの誤りや故障に起因する二次的 
な損失、障害および事故を防止するために、安 
全性や保全性に関する十分な配慮が必要です。 

本装置の故障、取り出されたデータの誤りに 
よって、人体への危害や物質的損害を誘発する 
可能性があるシステムには、本装置を使用しな 
いでください。 

4. ご使用のディスクが損傷を受けても保証はいたしません。 

5. ご使用中に異常が生じた場合は、電源を切って、お買し让げの販売店にご相談ください。 


CAUTION 

CLASS 3B VISIBLE AND INVISIBLE ' 

LASER RADIATION WHEN OPEN. 
AVOID EXPOSURE TO BEAM. 

ATTENTION 

CLASSE 3B RAYONNEMENT 

LASER VISIBLE ET INVISIBLE EN 

CAS D'OUVERTURE. 

EXPOSITION DANGEREUSE AU 
FAISCEAU. 

VORSICHT 

KLASSE 3B SICHTBARE UND 
UNSICHTBARE 

LASERSTRAHLUNG, WENN 
ABDECKUNG GEOFFNET. NICHT 
DEM STRAHL AUSSETZEN. 

ADVARSEL 

KLASSE 3B SYNLIG OG USYNLIG 

laserstrAling ved Abning. 
undgA uds/ettelse for 
strAling. 

ADVARSEL 

KLASSE 3B SYNLIG OG USYNLIG 

laserstrAling nAr deksel 
Apnes. unngA eksponering 

FOR STRALEN. 

VARNING 

KLASS 3B SYNLIG 〇 CH OSYNLIG 
LASERSTRALNING NAR DENNA 

DEL AR OPPNAD. STRALE AR 
FARLIG. 

VARO ! 

KURSSI 3B NAKYVA JA 

NAKYMATON AVATTAESSA OLET 
ALTTIINA LASERSATEILYLLE, ALA 

V 

KATSO SATEESEN. 

ノ 





































□ 技術基準適合について 


TEAC DVD スーパーマルチドライブ DV - W 28 EC 
( DVD スーパーマルチドライブ DVD 土 R 2層式メディア対応) 
安全にお使いいただくために 

本装置を正しくご使用いただくために、この説明書をよくお読みください。 

また、お読みになったあとは、必ず保管してください。 


A 注意 


1.本装置はレーザーシステムを使用してい 
ます。 


CLASS 1 LASER PRODUCT 
LASER KLASSE 1 


本装置の定格銘板には、右記の表示がさ 
れています。 

本装置はヨー □ッノ （共通のレーザ規格 
EN 60825 -1 で“クラス1レーザー機器” 

に分類されています。 

レーザー光を直接被爆することを防ぐた 
めに、この装置の筐体を開けないでくだ 
さい。 

2. 分解および改造をしないでください。感 
電の原因になります。信頼性、安全性、 

性能の保証をすることができなくなります。 

3. 本装置はある確率で読み取り誤りをおこ 
すことがあります。従って、本装置を使用するシステムには、これらの誤りや故障に起 
因する二次的な損失、障害および事故を防止するために、安全性や保全性に関する十分 
な配慮が必要です。本装置の故障、取り出されたデータの誤りによって、人体への危害 
や物質的損害を誘発する可能性があるシステムには、本装置を使用しないでください。 

4. ご使用のディスクが損傷を受けても保証はいたしません。 

5. ご使用中に異常が生じた場合は、電源を切って、お買い上げの販売店にご相談ください。 


CAUTION CLASS 3B INVISIBLE LASER RADIATION 

WHEN OPEN. AVOID EXPOSURE TO BEAM. 
ATTENTION CLASSE 3B RAYONNEMENT LASER 
INVISIBLE EN CAS D'OUVERTURE. 
EXPOSITION DANGEREUSE AU FAISCEAU. 
VORSICHT KLASSE 3B UNSICHTBARE LASERSTRAHLUNG, 
WENN ABDECKUNG GEOFFNET. 

NICHT DEM STRAHL AUSSETZEN. 
ADVARSEL KLASSE 3B USYNLIG LASERSTRALING VED 

Abning. undga uds/ettelse for strAlen. 

ADVARSEL KLASSE 3B USYNLIG LASERSTRALING NAR 
DEKSEL APNES. UNDGA EKSPONERING FOR 

strAlen. 

VARNING KLASS 3B OSYNLIG LASERSTRALNING NAR 
DENNA DEL AR OPPNAD. STRALEN AR FARLIG. 
VARO! KURSSI 3B NAKYMATON AVATTAESSA OLET 
ALTTINA LASERSATEILYLLE. ALA KATSO 
SATEESEEN. 






































□ 技術基準適合について 


Panasonic CD - RW / DVD-ROM ドライブ UJDA 78 Q 
( DVD - ROM & CD - R/RW ドライブ） 

安全にお使いいただくために 

本装置を正しくご使用いただくために、この説明書をよくお読みください。 
また、お読みになったあとは、必ず保管してください。 


△注意 


1. 本装置はレーザーシステムを使用しています。 
本装置の定格銘板には、右記の表示がされてい 


CLASS 1 LASER PRODUCT 
LASER KLASSE 1 


ます。 

本装置はヨー□ッノ（共通のレーザ規格 
EN 60825 -1 で"クラス1レーザー機器”に分 
類されています。 

レーザー光を直接被爆することを防ぐために、 

この装置の筐体を開けないでください。 

2. 分解および改造をしないでください。感電の原 
因になります。信頼性、安全性、性能の保証を 
することができなくなります。 

3. 本装置はある確率で読み取り誤りをおこすこと 
があります。従って、本装置を使用するシステ 
ムには、これらの誤りや故障に起因する二次的 
な損失、障害および事故を防止するために、安 
全性や保全性に関する十分な配慮が必要です。 

本装置の故障、取り出されたデータの誤りに 
よって、人体への危害や物質的損害を誘発する 
可能性があるシステムには、本装置を使用しな 
いでください。 

4. ご使用のディスクが損傷を受けても保証はいたしません。 

5. ご使用中に異常が生じた場合は、電源を切って、お買し让げの販売店にご相談ください。 


CAUTION 

CLASS 3B VISIBLE AND INVISIBLE ' 

LASER RADIATION WHEN OPEN. 
AVOID EXPOSURE TO BEAM. 

ATTENTION 

CLASSE 3B RAYONNEMENT 

LASER VISIBLE ET INVISIBLE EN 

CAS D'OUVERTURE. 

EXPOSITION DANGEREUSE AU 
FAISCEAU. 

VORSICHT 

KLASSE 3B SICHTBARE UND 
UNSICHTBARE 

LASERSTRAHLUNG, WENN 
ABDECKUNG GEOFFNET. NICHT 
DEM STRAHL AUSSETZEN. 

ADVARSEL 

KLASSE 3B SYNLIG OG USYNLIG 

laserstrAling ved Abning. 
undgA uds/ettelse for 
strAling. 

ADVARSEL 

KLASSE 3B SYNLIG OG USYNLIG 

laserstrAling nAr deksel 
Apnes. unngA eksponering 

FOR STRALEN. 

VARNING 

KLASS 3B SYNLIG 〇 CH OSYNLIG 
LASERSTRALNING NAR DENNA 

DEL AR OPPNAD. STRALE AR 
FARLIG. 

VARO ! 

KURSSI 3B NAKYVA JA 

NAKYMATON AVATTAESSA OLET 
ALTTIINA LASERSATEILYLLE, ALA 

V 

KATSO SATEESEN. 

ノ 





































□ 技術基準適合について 


TEAC DVD-RDM&CD-R/RW ドライブ DW-224E 
(DVD-ROM&CD-R/RW ドライブ） 

安全にお使いいただくために 

本装置を正しくご使用いただくために、この説明書をよくお読みください。 
また、お読みになったあとは、必ず保管してください。 


A 注意 


1.本装置はレーザーシステムを使用してい 
ます。 


CLASS 1 LASER PRODUCT 
LASER KLASSE 1 


本装置の定格銘板には、右記の表示がさ 
れています。 

本装置はヨー □ッノ （共通のレーザ規格 
EN 60825 -1 で“クラス1レーザー機器” 

に分類されています。 

レーザー光を直接被爆することを防ぐた 
めに、この装置の筐体を開けないでくだ 
さい。 

2. 分解および改造をしないでください。感 
電の原因になります。信頼性、安全性、 

性能の保証をすることができなくなります。 

3. 本装置はある確率で読み取り誤りをおこ 
すことがあります。従って、本装置を使用するシステムには、これらの誤りや故障に起 
因する二次的な損失、障害および事故を防止するために、安全性や保全性に関する十分 
な配慮が必要です。本装置の故障、取り出されたデータの誤りによって、人体への危害 
や物質的損害を誘発する可能性があるシステムには、本装置を使用しないでください。 

4. ご使用のディスクが損傷を受けても保証はいたしません。 

5. ご使用中に異常が生じた場合は、電源を切って、お買い上げの販売店にご相談ください。 


CAUTION CLASS 3B INVISIBLE LASER RADIATION 

WHEN OPEN. AVOID EXPOSURE TO BEAM. 
ATTENTION CLASSE 3B RAYONNEMENT LASER 
INVISIBLE EN CAS D'OUVERTURE. 
EXPOSITION DANGEREUSE AU FAISCEAU. 
VORSICHT KLASSE 3B UNSICHTBARE LASERSTRAHLUNG, 
WENN ABDECKUNG GEOFFNET. 

NICHT DEM STRAHL AUSSETZEN. 
ADVARSEL KLASSE 3B USYNLIG LASERSTRALING VED 

Abning. undga uds/ettelse for strAlen. 

ADVARSEL KLASSE 3B USYNLIG LASERSTRALING NAR 
DEKSEL APNES. UNDGA EKSPONERING FOR 

strAlen. 

VARNING KLASS 3B OSYNLIG LASERSTRALNING NAR 
DENNA DEL AR OPPNAD. STRALEN AR FARLIG. 
VARO! KURSSI 3B NAKYMATON AVATTAESSA OLET 
ALTTINA LASERSATEILYLLE. ALA KATSO 
SATEESEEN. 






































□ 技術基準適合について 


TEAC CD-ROM ドライブ CD-224E 
(CD-ROM ドライブ） 

安全にお使いいただくために 

本装置を正しくご使用いただくために、この説明書をよくお読みください。 
また、お読みになったあとは、必ず保管してください。 


△注意 


1. 本装置はレーザーシステムを使用しています。 
本装置の定格銘板には、右記の表示がされてい 


CLASS 1 LASER PRODUCT 
LASER KLASSE 1 


ます。 

本装置はヨー□ッノ（共通のレーザ規格 
EN 60825 -1 で"クラス1レーザー機器”に分 
類されています。 

レーザー光を直接被爆することを防ぐために、 

この装置の筐体を開けないでください。 

2. 分解および改造をしないでください。 

感電の原因になります。信頼性、安全性、性能 
の保証をすることができなくなります。 

3. 本装置はある確率で読み取り誤りをおこすこと 
があります。従って、本装置を使用するシステムには、これらの誤りや故障に起因する 
二次的な損失、障害および事故を防止するために、安全性や保全性に関する十分な配慮 
が必要です。本装置の故障、取り出されたデータの誤りによって、人体への危害や物質 
的損害を誘発する可能性があるシステムには、本装置を使用しないでください。 

4. ご使用のディスクが損傷を受けても保証はいたしません。 

5. ご使用中に異常が生じた場合は、電源を切って、お買し让げの販売店にご相談ください。 


CAUTION - INVISIBLE LASER RADIATION 
WHEN OPEN DO NOT STARE 
INTO BEAM OR VIEW DIRECTLY 
WITH OPTICAL INSTRUMENTS 
VORSICHT- UNSICHTBARE 

LASERSTRAHLUNG, WENN 
ABDECKUNG GEOFFNET NICHT 
IN DEM STRAHL BLICKEN AUCH 
NICHT MIT OPTISCHEN 
INSTRUMENTEN 

VARNING - OSYNL IG LASERSTRALNING NAR 
DENNA DEL AR OPPNAD STIRRA 
IJ IN I STRALEN OCH BETRAKTA 
EJ STRALEN MED OPTISKA 
INSTRUMENT 






































5 ■各インタフェースの tt 様 


■■ RGB インタフェース 


ピン番号 

信号名 

意味 

信号方向 

1 

CRV 

赤色ビデオ信号 

0 

2 

CGV 

緑色ビデオ信号 

0 

3 

CBV 

青色ビデオ信号 

0 

4 

Reserved 

予約 


5 

GND 

信号グランド 


6 

GND 

信号グランド 


7 

GND 

信号グランド 


8 

GND 

信号グランド 


9 

+5 V 

電源 


10 

GND 

信号グランド 


11 

Reserved 

予約 


12 

SDA 

SDA 通信信号 

I/O 

13 

-CHSYNC 

水平同期信号 

0 

14 

-CVSYNC 

垂直同期信号 

0 

15 

SCL 

SCL データク□ック信号 

I/O 

コネクタ図 



5 1 

( 0 0 0 0 0 

10\ —〇 〇〇〇 0-/-6 

V 〇 〇 〇 〇 〇 J 



15 11 

高密度 D-SUB 3 列 15 ピンメス 




信号名 ：一がついているのは、負論理値の信号です 

信号方向（丨）：パソコン本体への入力 
信号方向（〇):パソコン本体からの出力 
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0 各インタフェースの仕様 


usb インタフェース 


ピン番号 

信号名 

意味 

信号方向 

1 

VBUS 

+ 5 V 


2 

D - 

マイナス データ 

I/O 

3 

D + 

プラス データ 

I/O 

4 

GND 

信号グランド 



コネクタ図 


LJLJLJLJ 

12 3 4 


信号名 ：一がついているのは、負論理値の信号です 

信号方向（丨）：パソコン本体への入力 
信号方向 （0) :パソコン本体からの出力 


KB LAN インタフェース 


ピン番号 

信号名 

意味 

信号方向 

1 

BLDA + 

送受信データ A (+) 

I/O 

2 

BLDA - 

送受信データ A (― ) 

I/O 

3 

BLDB + 

送受信データ B (+) 

I/O 

4 

BLDC + 

送受信データ C (+) 

I/O 

5 

BLDC - 

送受信データ C () 

I/O 

6 

BLDB - 

送受信データ B (― ) 

I/O 

7 

BLDD + 

送受信データ D (+) 

I/O 

8 

BLDD - 

送受信データ D () 

I/O 

コネクタ図 


12345678 

11111111 



信号名 ：一がついているのは、負論理値の信号です 

信号方向（丨）：パソコン本体への入力 
信号方向（〇):パソコン本体からの出力 




















































0 各インタフェースの仕様 


mM シリアルインタフェース 


ピン番号 

信号名 

意味 

信号方向 

1 

CD 

受信キャリア検出 

1 

2 

RXD 

受信データ 

1 

3 

TXD 

送信 データ 

0 

4 

DTR 

データ端末レディ 

0 

5 

GND 

信号グランド 


6 

DSR 

データセツトレディ 

1 

7 

RTS 

送信要求 

0 

8 

CTS 

送信可 

1 

9 

Cl 

被呼表 71^ 

1 

コネクタ図 

1 

D-S 

9 6 

1 •ス 

f 〇 〇 〇 〇 \ 
0 0 0 0 0 

5 1 

U 巳9 ピンフ 


信号方向（丨）：パソコン本体への入力 
信号方向 （0) :パソコン本体からの出力 



^■モデムインタフェース 

* モデム内蔵モデルのみ 


ピン番号 

信号名 

意味 

信号方向 

1 

— 

ノーコンタクト 


2 

— 

ノーコンタクト 


3 

TIP 

電話回線 

I/O 

4 

RING 

電話回線 

I/O 

5 

— 

ノーコンタクト 


6 

— 

ノーコンタクト 



コネクタ図 



信号名 ：一がついているのは、負論理値の信号です 

信号方向（丨）：パソコン本体への入力 
信号方向 （0) :パソコン本体からの出力 
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6 ■内蔵モデムについて 


* モデム内蔵モデルのみ 


モデムボードを取り付けることによって、モデム機能を使用できます。あらかじめモデムポー 
ドが取り付けられているモデルの場合は、取り付け/取りはずしの作業は必要ありません。ま 
た、モデムボードを取りはずした状態で本製品を使用しないでください。 


△警告 

• 本文中で説明されている部分以外は絶対に分解しないこと 

内部には高電圧部分が数多くあり、万一触ると、感電ややけどのおそれがあります。 
•取りはずしたネジは、幼児の手の届かないところに保管すること 
誤って飲み込むと窒息のおそれがあります。万一、飲み込んだ場合は、ただちに医師に相 
談してください。 


A 汪思 

•モデムボードの取り付け/取りはずしは、必ず電源を切り、 AC アダプタのプラグを抜き、 
バッテリパックを取りはずしてから作業を行うこと 

電源を入れたまま取り付け/取りはずしを行うと感電、故障のおそれがあります。 

• 電源を切った直後には、モデムボードの取り付け/取りはずしを行わないこと 
内部が高温になっており、やけどのおそれがあります。電源を切った後30分以上たって 
から、行ってください。 

* ノ（ソコン内部にネジや異物を残さないこと 
火災、発煙のおそれがあります。 




• モデムポードの取り付け/取りはずし、 PTT ラベルの確認以外の目的でパソコン本体のモデムカ 
パーを開けないでください。 

• モデムボードを取りはずした状態で本製品を使用しないでください。故障の原因になります。 

* モデムボードを強く押したり、曲げたり、落としたりしないでください。 

• キズや破損を防ぐため、布などを敷いた安定した台の上にパソコン本体を置いて作業を行ってく 
ださい。 
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B 内蔵モデムについて 


B モデムポードの取り付け/取りはずし _ 

■取り付け 

① データを保存し、 Windows を終了させて電源を切る 

② パソコン本体に接続されている AC アダプタとケーブル類をはずす 

③ ディスプレイを閉じてノてソコン本体を裏返し、バッテリパックを取りはずす 

④ 本体裏側の増設メモリカバーのネジ1本をゆるめ、カバーを取りはずす 

⑤ モデムポードのネジ2本を取りはずす 

⑥ 接続コードをモデムポードに取り付ける 

⑦ モデムポードをパソコン本体に取り付ける 

⑧ 手順⑤ではずしたモデムボードのネジ2本をとめる 

⑨ 手順④ではずしたカバーをはめ、ネジ1本をとめる 

⑩ バッテ U パックを取り付ける 

■取りはずし 

① データを保存し、 Windows を終了させて電源を切る 

② パソコン本体に接続されている AC アダプタとケーブル類をはずす 

③ ディスプレイを閉じてノ（ソコン本体を裏返し、バッテリパックを取りはずす 

④ 本体裏側の増設メモリカバーのネジ1本をゆるめ、カバーを取りはずす 
規格 ( PTT ) ラベルを確認することができます。 

⑤ モデムポードのネジ2本を取りはずす 

⑥ 接続コードをモデムポードから取りはずす 

⑦ モデムボードをバソコン本体から取りはずす 

⑧ 手順⑤ではずしたモデムボードのネジ2本をとめる 

⑨ 手順④ではずしたカバーをはめ、ネジ1本をとめる 

⑩ バッテ U パックを取り付ける 






無鐮 LAN について 


* 無線 LAN モデルのみ 

mm 無線 lan の概要 

本製品には、 IEEE 802.1 la ( J 52/ W 52/ W 53/ W 56)*\ IEEE 802.1 1 b , IEEE 802.1 lg 
に準拠した無線 LAN モジュールが内蔵されています。次の機能をサボートしています。 

•規格値 54 Mbps 無線 LAN 対応 ( IEEE 802.1 la /1 1 g の場合）* 2 

•規格値1 1 Mbps 無線 LAN 対応 ( IEEE 802.11 b の場合）* 2 

•周波数チャネル選択 

• マルチチャネル間の□—ミング 

♦パワーマネージメント 

*1 社団法人電子情報技術産業協会による表記 

*2 表示の数値は、無線 LAN 規格の理論上の最大値であり、実際のデータ転送速度を示すものではありません。 
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El 無線 LAN について 


Kfl 無線特性 

無線 LAN の無線特性は、製品を購入した国/地域、購入した製品の種類により異なる場合があ 
ります。 

多くの場合、無線通信は使用する国/地域の無線規制の対象になります。無線ネットワーク 
機器は、無線免許の必要ない 5 GHz 帯および 2.4 GHz 帯で動作するように設計されていますが、 
国/地域の無線規制により無線ネットワーク機器の使用に多くの制限が課される場合があり 
ます。 

各地域で適用される無線規制については、「本節 B お知らせ」を確認してください。 


無線周波数帯 

IEEE 802.1 la 

5 GHz (5150-5350 MHZ , 5470-5725 MHz ) 

IEEE 802.1 lg , 
IEEE 802.1 lb 

2.4 GHz (2400-2497 MHZ ) 

変調方式 

IEEE 802.1 la , 
IEEE 802.1 lg 

直交周波数分割多重方式 

OFDM - BPSK , OFDM - QPSK , 0 FDM -16 QAM , 
0 FDM -64 QAM 

IEEE 802.1 lb 

直接拡散方式 

DSSS - CCK , DSSS - DQPSK , DSSS-DBPSK 


無線機器の通信範囲と転送レートには相関関係があります。無線通信の転送レートが低いほど、 
通信範囲は広くなります。 

メモ 

• アンテナの近くに金属面や高密度の固体があると、無線デバイスの通信範囲に影響を及ぼすことがあ 
ります。 

• 無線信号の伝送路上に無線信号を吸収または反射し得る"障害物''がある場合も、通信範囲に影響を与え 
ます。 















tl 無線 LAN について 


mm サボートする周波数帯域 


無線 LAN がサボートする 5 GHz 帯および 2.4 GHz 帯のチャネルは、国/地域で適用される無線 
規制によって異なる場合があります（表「無線旧 EE 802 .il チャネルセット」参照)。 

各地域で適用される無線規制については、「本節 B お知らせ」を確認してください。 


■無線旧 EE 802 .1 1チャネルセット 
• 5GHz 帯： 5150〜 5725MHz GEEE 802 • 11 a の場合) 


パメモ 

• 5 GHz 無線 LAN は屋外では使用できません。 



チャネル ID 

周波数 

J 52 

34 

5170 

38 

5190 

42 

5210 

46 

5230 

W 52 

36 

5180 

40 

5200 

44 

5220 

48 

524〇 

W 53 

52 

5260 

56 

528〇 

60 

5300 

64 

5320 

W 56 

100 

5500 

104 

5520 

108 

554〇 

112 

5560 

116 

558〇 

120 

5600 

124 

5620 

128 

564〇 

132 

5660 

136 

568〇 

140 

5700 



アクセスポイント側のチャネル ( J 52/ W 52/ W 53/ W 56) に合わせて、そのチヤネルに 
自動的に設定されます。 
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El 無線 LAN について 


• 2.4GHz 帯： 2400 〜 2497MHz (IEEE 802.1 lb/g の場合) 



チャネル ID 

周波数 

1 

2412 

2 

2417 

3 

2422 

4 

2427 

5 

2432 

6 

2437 

7 

2442 

8 

2447 

9 

2452 

10 

2457 *i 

11 

2462 

12 

2467 * 2 

13 

2472* 2 

14 

0484* 2 * 3 


*1 購入時、アドホックモード接続時に使用するチヤネルとして設定されてしヽるチヤネルです。 

* 2 これらのチヤネルが使用可能かどうかは、使用する無線 LAN モジュールによって異なります。使用可 
能チヤネルについては、「本節 MM 使用できる国/地域について」を参照してください。 

*3 IEEE 802.1 lb モード'のみ 


無線 LAN をインストールする場合、チャネル設定は、次のように管理されます。 

• インフラストラクチャで無線 LAN 接続する場合、ステーションが自動的に無線 LAN アク 
セスポイントのチャネルに切り替えます。異なるアクセスポイント間を□—ミングする 
場合は、ステーションが必要に応じて自動的にチヤネルを切り替えます。無線 LAN アク 
セスポイントの設定チャネルもこの範囲にする必要があります。 
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tl 無線 LAN について 


E ■本製品を日本でお使いの場合のご注意 

日本では、本製品を第二世代小電カデータ通信システムに位置付けており、その使用周波数帯 
は2,400 MHz 〜2, 483.5 MHz です。この周波数帯は、移動体識別装置（移動体識別用構内無 
線局及び移動体識別用特定小電力無線局）の使用周波数帯2,427 MHz 〜2,470 .75 MHz と重 
複しています。 

5 GHz 帯無線 LAN を屋外で使用することはできません。 


■ステッカー 

本製品を日本国内にてご使用の際には、本製品に付属されている次のステツカーをパソコン本 
体に貼り付けてください。 


この機器の使用周波数帯は 2.4 GHz 帯です。この周波数では電 
子レンジ等の産業 • 科学 • 医療機器のほか、他の同種無線局、エ 
場の製造ライン等で使用されている免許を要する移動体識別用の 
構内無線局、免許を要しない特定小電力無線局、アマチュア無線 
局等（以下「他の無線局」と略す）が運用されています。 

1. この機器を使用する前に、近くで「他の無線局」が運用されてい 
ないことを5萑認してください。 

2. 万一、この機器と「他の無線局」との間に電波干渉が発生した 
場合には、速やかにこの機器の使用チャンネルを変更するか、使 
用場所を変えるか、又は機器の運用を停止（竜波の発射を停 
止）してください。 

3. その他、電波干渉の事例が発生した場合など何かお困りのこと 
が起きたときは、東芝 PC あんしんサボートへお問い合わせくだ 
さい。 


■ 現品哀/」、 

本製品と梱包箱には、次に示す現品表示が記載されています。 

①②③④ 


2.4DS/0F4 



© 



① 2.4 : 2,400 MHz 帯を使用する無線設備を表す。 

② DS :変調方式が DS-SS 方式であることを示す。 

③ 0 F :変調方式が 0 FDM 方式であることを示す。 

④ 4 :想定される与干渉距離が 40 m 以下であることを示す。 

⑤ ■■圍： 2, 400 MHz 〜2,483 .5 MHz の全帯域を使用し、かつ移動体識別装置の帯域を 

回避可能であることを意味する。 


■東芝 PC あんしんサボート 

技術相談窓口受付時間： 9:00〜19:00 (年中無休） 

修理相談窓口受付時間: 9:00-22:00 (年末年始12/31〜1/3を除く） 
全国共通電話番号 ： 01 20-97-1 048 (通話料_電話サボート料無料) 
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El 無線 LAN について 


B 機器認証表示について 


本製品には、電気通信事業法に基づく小電カデータ通信システムの無線局として、次の認証を 
受けた無線設備を内蔵しています。したがって、本製品を使用するときに無線局の免許は必要 
ありません。 


■ Atheros a / b / g 対応モデル 

無線設備名： AR 5 BXB 6 
株式会社ディーエスピーリサーチ 
認証番号 : D 05-0072003 


本製品に組み込まれた無線設備は、本製品（ノー トブックコンピュータ）に実装して使用する 
ことを前提に、小電カデータ通信システムの無線局として工事設計の認証を取得しています。 
したがって、組み込まれた無線設備をほかの機器へ流用した場合、電波法の規定に抵触する恐 
れがありますので、十分にご注意ください。 


お知らせ 


M 無線製品の相互運用性 _ 

Atheros AR 5006 EX Wireless Network Adapter 製品は、 Direct Sequence Spread 
Spectrum ( DSSS)/Orthogonal Frequency Division Multiplexing ( OFDM ) 無線技術を 
使用するあらゆる無線 LAN 製品と相互運用できるように設計されており、次の規格に準拠して 
います。 


B * Institute of Electrical and Electronics Engineers (米国電気電子技術者協会）策定の 
IEEE 802.11 Standard on Wireless LANs(Revision a / b / g ) (無線 LAN 標準規格(版数 
a / b / g )) 

• Wi-Fi Alliance の定義する Wireless Fidelity ( Wi - Fi ) 認証 
Wi-Fi CERTIFED □ゴは Wi-Fi Alliance の認定マークです。 


■ 健康への影響 _ 

Atheros AR 5006 EX Wireless Network Adapter 製品は、ほかの無線製品と同様、無線周 
波の電磁エネルギーを放出します。しかしその放出エネルギーは、携帯電話などの無線機器と 
比べるとはるかに低いレベルに抑えられています。 

Atheros AR 5006 EX Wireless Network Adapter 製品の動作は無線周波に関する安全基準 
と勧告に記載のガイドラインにそっており、安全にお使いいただけるものと東芝では確信して 
おります。この安全基準および勧告には、学会の共通見解と、多岐にわたる研究報告書を継続 
的に審査、検討している専門家の委員会による審講結果がまとめられています。 

ただし周囲の状況や擐境によっては、建物の所有者または組織の責任者が Wireless LAN の使 
用を制限する場合があります。次にその例を示します。 

•飛行機の中で Wireless LAN 装置を使用する場合 

• ほかの装置類またはサービスへの電波干渉が認められるか、有害であると判断される場合 

個々の組織または環境（空港など）において無線機器の使用に関する方針がよくわからない場合 
は、 Wireless LAN 装置の電源を入れる前に、個々の組織または施設環境の管理者に対して、 

本製品の使用可否について確認してください。 
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tl 無線 LAN について 


M 規制に関する情報 _ 

Atheros AR 5006 EX Wireless Network Adapter 製品のインストールと使用に際しては、 
必ず製品付属の取扱説明書に記載されている製造元の指示に従ってください。 

本製品は、無線周波基準と安全基準に準拠しています。 


k ■使用できる国/地域について 



• 本製品は、次にあげる国/地域の無線規格を取得しております。 
これらの国/地域以外では使用できません。 


■ Atheros a/b/g 対応モデル 

• 802.1 la モードではアドホック通信は使用できません。 

• 802.1 lb / g モードでのアドホック通信は、チャネル1〜チャネル11で使用できます。 

• 802.11 b モードでのインフラストラクチャ通信は、チャネル1〜チャネル14で使用できます。 

• 802.11 g モードでのインフラストラクチャ通信は、チャネル1〜チャネル13で使用できます。 

• 802.1 la モードでのインフラストラクチャ通信は、チャネル34、36、38、40、42、 
44、46、48、52、56、60、64、100、104、108、112、116、120、124、 
128、132、136、140で使用できます。 


• 802.1 lb/g (2.4GHz) 

日本でのみ使用できます。 

• 802.1 la (5GHz) 

日本でのみ使用できます。 
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El 無線 LAN について 


mm 「東芝無線 LAN 5 GHZ 有効無効ツール J について 

5GHz 帯無線 LAN を屋外で使用することはできません。 

本製品を屋外に持ち出す場合には、「東芝無線 LAN5GHZ 有効無効ツール」で 5GHz の周波数帯 
域を OFF にしてください。 



[スタート]ポタン（安！）—[すべてのプ□グラム]— [ TOSHIBA ] 
—[ネットワーク]—[無線 LAN 5 GHZ 有効無効ツール]をクリック 
する 

[東芝無線 LAN5GHZ 有効無効ツール]画面が表示されます。 

[ OFF ] ポタンをクリックし①、[閉じる]ポタンをクリックする② 


① 
|② 


5GHz の周波数帯域が OFF になります。 

g メモ_ 

* 屋内で 5 GHz の周波数帯域を使用する場合は、手順0で [ ON ] ボタンをクリックし、 5 GHz の周波 
数帯域を ON にしてください。 
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